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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　忘れなさい。この里で起きたことは……。

　あなたが悪いのではないの。

　私の力が足りなかったのよ。

　あなたは生きて、幸せになって。

　何もかも忘れて……。

　さあ、目を閉じて。







　目を開き、少年は呆ぼう然ぜんとした。

　少年の濡ぬれた瞳ひとみに、ゆらゆらと揺ゆれる青白い炎ほのおと、炎の中で身をよじる無数の人ひと影かげが映る。

　風が炎を巻き上げる音の中には、怖おぞ気け立つような断だん末まつ魔まの声が交じっていた。

（何で……？）

　少年は自分の右手に目を落とした。少年の前腕、手首から三寸ほどの所には、環わを巻いたように青い睡すい蓮れんの花弁が描えがかれている。

　その花弁に、青白い炎がまとわりついていた。

「鬼おに火び……」

　唐とう突とつにその言葉が思い浮うかんだ。

　なぜ、このようなことになったのか、少年にはわからない。

　青白い炎の向こうで、いくつもの人影がのたうち、次々と倒たおれ伏ふしていったが、それらの人影が誰だれなのかも、すでにわからなくなっていた。

　ただ、自分の右手に描かれた花が鬼火を生み、彼らを焼いたのだと、それだけが少年の記き憶おくに刻まれた。

　やがて人影はすべて倒れ、動かなくなった。

　青白い炎は、なおも燃え続ける。

　どれほどの時間が経たったろうか。少年の耳に、不思議な文もん言ごんを唱える声が飛び込んできた。

　声は彼方かなたの闇やみから聞こえてくる。よく通る美声だった。その声になでられるがごとく、鬼火が鎮しずまっていった。

　少年は虚うつろな目で、声の方角を見上げ、そちらへ歩いて行った。

「おい──」

　途と中ちゆうで、少年を呼ぶ者があったが、視界の隅すみに映る彼が誰なのか、少年にはわからなかった。少年は振ふり向かず、ゆっくりと歩み続ける。ただ、鬼火を鎮めてくれた不思議な声だけが脳のう裏りを占しめていた。

　やがて、闇の奥に声の主の姿が浮かび上がる。

　彼は胸の前で数珠じゆずをもんでいた。背が高く、髪かみがきれいに剃そられていた。

（お坊ぼう様……？）

　では、彼が唱えるこの文言は、お経きようというものだろうかと、少年はぼんやり思った。

　満天の星が、目鼻立ちのはっきりとした、清すが々すがしい彼の相そう貌ぼうを照らし出していた。鈍にび色いろの袈け裟さを着け、なぜか肩かたに真っ白い毛の小こ猿ざるを乗せている。

　誦ず経きようがやんだ。

　僧そうは瞠どう目もくして少年を見つめた。僧は、青白い炎を喚よんだ術師が、年とし端はもいかない少年だったことに驚おどろいていた。

「君、名前は？」

「名前……？」

　そこで少年は、おのれの名すらもわからなくなっていることに気がついた。

　少年が受けたであろう衝しよう撃げきと心の痛みを推おし量り、僧は瞳を翳かげらせる。

「すまなかった。私がもう少し早く来ていれば……」

　急いで殭キヨン屍シーを追ってきたのだがと、僧は言ったが、少年には意味がわからなかった。

「私と一いつ緒しよにおいで」

　僧は数珠を持った手を差し伸のべた。

　しばし少年が躊躇ためらっていると、僧の肩から白い小猿が、ぴょんと少年の胸に飛び移り、小さな手を首にかけ、少年を抱だきしめた。小猿はふわふわとして、驚くほど温かかった。その温かさが心に染しみ入り、ふと、少年はどうしようもなく泣きたくなった。

「助けて……ください……」

　辛かろうじてそれだけを言うと、少年は嗚お咽えつを漏もらしながら、左手で小猿の背を抱き、青い睡蓮の環が描かれた右みぎ腕うでを伸ばして、僧の手を取った。

「美しい入れ墨ずみだね。青しよう蓮れん華げは、仏の目にたとえられるのだよ」

「仏の目……？」

「君を青せい蓮れんと呼んでもいいかな」

　僧は穏おだやかな声でそう言って、少年の手を引き、歩き出した。
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　天宝十三年二月二日、興こう慶けい宮きゆう。

（旅の間中、ずっと入れ墨を隠かくし続けるって難しいだろうな。宿で個室が与あたえられるとは限らないし、お風ふ呂ろが共同だったら、一緒に入るかもしれないし……）

　旅行用の皮箱に着き替がえや手しゆ巾きんなどを詰つめながら、青せい蓮れんはふと、自分の右腕に目を落とした。前ぜん腕わんには布が巻かれている。

　布の下にあるのは、環かん状じように彫ほられた青い睡蓮の入れ墨だった。

　なぜ自分の右腕に入れ墨があるのか、青蓮は知らない。十年前のあの夜以前の記憶を失っているからだ。憶おぼえているのは、この入れ墨が彫られた右腕から鬼火を喚んで、自分の故郷を滅ほろぼしてしまったことだけだった。

　禁きん苑えんで殭屍に襲おそわれた時、少しだけ記憶が蘇よみがえり、十年前のあの夜、故郷の里が殭屍に襲われたことを思い出した。しかし、殭屍ごと母や里人を焼き殺してしまった事実は変わらない。

　その過去の罪を打ち明けたい、という思いはある。せめて黒こく麒きには──。

　けれどその勇気は、まだ湧わいてこない。

（包帯の替かえ、ほしいな。高こう将軍に、頼たのんでみようか）

　入れ墨を人に見られたくなかった──というよりも、罪の証あかしが自分の目に入ることが、青蓮には耐たえられなかった。旅装や旅の必ひつ需じゆ品は、皇こう帝ていの側近である高こう力りき士しが用意してくれたものだ。彼に言えば包帯をもらえるだろうか。

「ただいま～。青蓮、明日あしたの作戦を立てるよ。あれ？　黒麒は？」

　その時、旅たび支じ度たくのために兵舎へ帰っていた朱しゆ虎こが、ひょいと扉とびらから顔を出した。朱虎の後ろには黄こう豹ひようの姿もある。

「お帰りなさい。黒麒も旅支度をすると言って、自宅へ帰りました。夕方には戻もどると言っていましたが……」

「旅に何を持って行くつもりなんだろ？　必要な物はみんなこっちで用意するのに」

　朱虎は首を傾かしげた。

「愛用の枕まくらや毛布か、ぬいぐるみではないのか。朱虎、お前もうさぎさんのぬいぐるみがなければ眠ねむれないと、旅に出る時には必ず持って行くだろう？」

　大おお真ま面じ目めな口調でそう言ったのは黄豹である。

「今回は、うさぎさんはいらないよー。寝ねる時には茶ちや々ちやを抱っこするから」

　朱虎は「茶々姫ひめ～、半日ぶり～」と、寝しん台だいの上で昼ひる寝ねをしていた白い小猿の茶々に駆かけ寄り、抱き上げて頰ほおずりをする。長ちよう安あんに名を轟とどろかせている飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの豹ひよう虎この片割れは、小動物熱愛症しようなのだ。

「黒麒が、ぬいぐるみ……」

　彼が、あの顔あの体たい軀くで、ぬいぐるみを抱いて眠る様子を想像し、青蓮は思わず噴ふき出した。

「黒麒の場合、絵的に様にならないよね～。眠ってる時だって、眉み間けんに皺しわが寄ってるし、風呂に入る時以外は、ずっーと黒くろ鉄がねの籠こ手てと脛すね当あて着けてるし、それでうさぎさん抱っこはね～」

　朱虎の言葉に想像をかき立てられ、青蓮の笑いは止まらなくなってしまった。哄こう笑しようするのははばかられるので、箱に詰めた手巾を取り出し、顔に押しつけて笑い声を抑おさえる。

「キ──？」

　茶々が不思議そうに青蓮を見た。青蓮が三さん蔵ぞうに拾われ、茶々と暮らすようになってから十年になるが、その間、青蓮が声を上げて笑ったことはなかったからだ。その時──。

「何がおかしい」

　黒麒が部屋へ入ってきた。青蓮は顔を上げ、笑い涙なみだを指先で拭ふき取る。見れば、彼は皇こう宮ぐうを出た時と同じ格好で、特に荷物も持っていない。

「うさぎさんはどうしたのだ？」

　黄豹が真面目に尋たずねたので、青蓮の笑いはまた復活してしまった。

「うさぎさん？」

　グッと眉間に皺を寄せる黒麒に、

「旅支度をしに家へ帰ったっていうからさ。何を取りに行ったのかなーって」

　茶々をなでながら、朱虎が飄ひよう々ひようと応じる。

「物を取りに帰ったんじゃねえよ。長屋を引き払はらってきたんだ」

　黒麒はドカッと椅い子すに腰こしを下ろした。

「生きて帰れるかどうか、わからねえだろ？」

　ぼそっと呟つぶやく黒麒の言葉に、青蓮の笑いがようやく止まる。旅にともなう危険を考えれば、笑っている場合ではない。

　今朝、青蓮と黒麒は、武官の位を授さずかり、黄豹、朱虎とともに殭キヨン屍シーの殲せん滅めつと、殭屍を操あやつる灰色の道士の捕ほ縛ばく、及および羅ら刹せつ天てん像ぞうと羅刹天像縁えん起ぎの廃はい棄きを皇帝から直々に命じられた。

　羅刹天像は黄金製で、中には羅刹の血が入っている。羅刹天像縁起は、羅刹の血の説明や扱あつかい方が書かれた巻物だ。

　羅刹の血は、不老不死の霊れい薬やくのもとであり、殭屍に嚙かまれた者を直す薬も作れる。しかし、どういうわけか、羅刹の血が死人に降りかかると、その死人は殭屍として蘇る。また、生きている者でも、口や傷口から体内に入れば、殭屍になってしまうらしい。

　そして、灰色の道士が羅刹天像と巻物を欲ほつしていた。

　禁きん苑えんで、青蓮は烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうの浄じよう化かの炎ほのおを喚び、その場にいた殭屍を滅ぼしたが、他ほかにも殭屍がいる可能性はある。旅の途中、それらの殭屍を操って、灰色の道士が襲ってくる恐おそれが十分にあるのだ。

「いい覚かく悟ごだ」

　黄豹が冷厳な視線を黒麒に送る。視線に気づいた黒麒は顔を上げ、しばしの間、二人は睨にらみ合った。今はともに皇帝に仕える武官だが、つい先日まで、この二人は追いつ追われつの宿敵同士だったのだ。無言で火花を散らす彼らを、青蓮は固かた唾ずを吞のんで見守る。

「生きて帰れるかどうか──おみくじで占うらなおう」

　おもむろに、黄豹が剣けん帯たいから竹たけ筒づつを外した。青蓮の肩かたからガクッと力が抜ぬける。なぜ、おみくじなのか。彼は優すぐれた頭脳を持った指揮官だ。ここは「生きて帰れる作戦を練ってある」と言うところではないのか。

　黄豹は竹筒をシャカシャカと振ふり、せり出してきた細い棒を引き抜いた。そして棒に書かれた字を、大真面目な口調で読み上げる。

「北に向かうは不ふ吉きつ。おやつは胡ご麻ま団子が吉きち」

　手作りのおみくじだというが、どういう観点で文章を書いたのか──。

「羅刹天像と巻物は、泰たい山ざんへ捨てに行く」

　黄豹は言った。

「泰山？　確かに、ここからは東の方向ですが……」

「先ほど、三蔵法師と話したのだが、羅刹天像と巻物は、厳重な結界が施ほどこせる場所に捨てるように言われたのだ。法師が仰おつしやるには、五ご台だい山さんの中台翠すい岩がん峰ほうか、泰山のふもとの泰たい山ざん地じ獄ごくがいいとのことだった。五台山は北寄りだ。生きて帰るためにも泰山がいいだろう」

　こんな重要なことをおみくじで決めてしまうのか。

「それに、泰山近くには、節度使安あん禄ろく山ざん将軍の軍が常じよう駐ちゆうしている」

　節度使とは、辺境に置かれた軍団の司令官である。

「オレ、あの人と親しいの。いざって時には食しよく糧りようとか武器とか調達できるからさ」

　朱虎がつけ加えた。口ぶりからすると、三蔵との相談の中で、泰山へ行くと決まっていたらしい。

（だったら、何もおみくじを引かなくたって……）

　と、青蓮は思ったが、口には出さなかった。

「灰色の道士が何のために羅ら刹せつ天てん像ぞうを狙ねらっているのかとか、灰かい狗こう衆しゆうとかいう殭キヨン屍シー軍団について、高力士や三蔵は何か言っていたか？」

　そう尋ねたのは黒麒だった。

「いや、高将軍が仰るには、灰色の道士の正体や目的について、目下調査中とのことだ」

　黄豹は軽く頭かぶりを振る。

「自分を不老不死にしたいのかな、それとも殭屍を増やして反乱でも起こすつもりなのかな。それにしても、何で捕縛なんだろね？　あんな危ない人、見つけ次し第だい処しよ刑けいでいいと思うんだけど。捕縛って、殺すより難しいじゃない」

　黒麒を一いち瞥べつし、朱虎は肩をすくめた。今年の正月、朱虎と黄豹は、黒麒の捕縛に成功したのだが、殺す気だったら、もっと楽だったと言いたいのかもしれない。

「灰色の道士には協力者がいる可能性もある。陛下はそれを尋じん問もんなさりたいのだろう。とにかく、勅ちよく命めいには従わなければならん」

　黄豹は「尋問せずとも、占えばある程度のことはわかるのだが」と、竹筒に目を落とす。

（いえ、おみくじよりも、あなたの洞どう察さつ力の方がずっと確かです）

　と、青蓮は思ったが、占い愛好家にそれは言えない。

「あの……殭屍が生き残っているかどうか、何か情報は？　もし一人でも殭屍がいたら、きっと誰だれかを嚙むだろうし、嚙まれた人を救うには羅刹の血が必要です。殭屍をすべて滅ほろぼさなければ、羅刹天像を捨てるわけには……」

　青蓮が言うと、

「わかっている。まずは殭屍の殲滅、及び灰色の道士の捕縛だ。作戦を立てよう」

　黄豹は、シャカシャカとおみくじを振り始めた。
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「そういえば、あなたのお弟で子しの青蓮という童どう子じ。十年前に庭てい州しゆうで起きた厄やく災さいの生き残りなのですってね？」

　興こう慶けい宮きゆうの一室、黄豹と朱虎が退室した後、楊よう貴き妃ひは艶えん然ぜんと笑えみながら、三蔵に茶を淹いれる。

「そうだ」

　三蔵はうなずき、彼女の笑みの意味を測りかねて、急いで言葉を継ついだ。

「ちょっと待て。まさか宦かん官がんにして後宮に置きたいとか言うんじゃないだろうな。あの子は私の世話係だ。君にはやらないぞ」

「可愛かわいがっているのね」

　楊貴妃はさらに笑みを深くし、茶器を三蔵の前に置くと表情をあらためる。

「それで、十年前の厄災の原因は何だったの？」

「わからない。青蓮は何も憶おぼえていないんだ。私が彼を見つけた夜以前のことは何も……。現場の様子から、殭キヨン屍シーに襲おそわれたことは確かなのだが」

「やっぱり、陛下が羅ら刹せつの呪のろいに冒おかされたあの事件が発ほつ端たんだったのかしら。でも、その事件の直後に、羅ら刹せつ天てん像ぞうは大だい雁がん塔とうへ封ふうじられたそうよ。庭州で厄災が起きたのは、それから何ヶ月も経たってからでしょう？」

「庭州の厄災は、起こるはずがなかった──ということか。まあ、厄災が予測できていたら、青蓮にあんな思いをさせずに済んだのだろうが……」

　十年前、助けてほしいと泣いていた青蓮の顔を思い起こし、三蔵は浅い溜ため息をついた。

「あの時は、殭屍を殲滅するだけで手一いつ杯ぱいで、原因を探さぐる余よ裕ゆうがなかったものね。ただね」

　楊貴妃の目が三蔵を見み据すえる。

「今回、同じことが起きないっていう保証はどこにもないわよ。羅刹天像を捨ててしまったら、手の打ちようがなくなるわ」

「そういえば、君は、羅刹天像の廃棄に反対だったね」

　彼女の真意を知っている三蔵は、軽く笑って彼女の視線を受け止めた。

「羅刹天像を捨ててしまってから、どこかでまた庭州と同じことが起こったらどうするの？」

「その時は、君と私が体を張ればいいだろう？」

　三蔵は、楊貴妃から視線を外し、茶をすすった。

「わたくしまで巻き込むつもり？」

「君や私が苦労するのはちっとも構わないのだが──」

「だから、わたくしは省いてくださらない」

　不満げな楊貴妃の言葉を三蔵は聞き流した。明日あした旅立つ青蓮を案じていたからだ。

　青蓮は、類たぐい希まれな法力の持ち主だが、精神面のもろさがある。だからこそ十年前に力を暴走させてしまったのだろうし、今も、そこから立ち直れていない。

「十年前から、青蓮の時は止まったままだ」

　あんな危あやうい心のままで、灰色の道士の襲しゆう撃げきに対たい抗こうできるのか。

「何を物思いにふけっているかと思えば、お弟子の心配？」

「悪いか？」

「いいえ。そこがあなたのいいところだもの」

　艶あでやかな笑みを投げかけられ、三蔵はふと遥はるかな過去を思い出して苦く笑しようした。




　　　　[image: ]




　翌朝、興慶宮の通用門に、羅ら刹せつ天てん像ぞうの廃はい棄きを命じられた四人と一いつ匹ぴきと、見送りに出てきた高力士、楊貴妃、三蔵の三人が密ひそやかに集まった。

「それでは、皆みな様さま、お気をつけて」

　皇こう帝ていの側近、老宦官の高力士は、慇いん懃ぎんに拱きよう手しゆした。

「陛下から、道中の安全を祈いのっていると、お言葉を賜たまわりましたわ」

　楊貴妃は、大輪の花がほころぶような笑みを浮うかべる。

「黒麒、黄豹、朱虎。どうか青蓮を頼たのむ」

　三蔵は、ひどく心配そうだった。

「三蔵様こそ、どうか皇こう宮ぐうの方々に御ご迷めい惑わくをかけませんように」

　青蓮も三蔵が心配だった。なにしろ、身の回りのことが何一つできないぐうたら法師だ。

「キキキ」

　青蓮の肩かたに乗っていた茶々が、三蔵の肩に飛び移り、主あるじの顎あごと頭をなでて、また青蓮の肩に戻もどる。『ちゃんと頭と髭ひげを剃そりなさいよ』と言いたいのだろう。

「大だい丈じよう夫ぶよ。わたくしが世話を焼きますから。とても厳しくね」

　楊貴妃が三蔵に艶然とした視線を送り、三蔵はやれやれと肩をすくめた。黄豹と朱虎は眉まゆを跳はね上げ、黒麒の眉み間けんにはグッと皺しわが寄る。

　玉ぎよく華か寺じで隠いん遁とん生活を送っていた三蔵と、後宮から一歩も出ない皇帝の寵ちよう姫きとが、いったい、いつ知り合ったのか、そしてどういう関係なのかよくわからないが、皇帝から斬ざん首しゆを命じられるような過あやまちを犯おかさないことを祈りたい。

「では、行って参ります」

　青蓮は合がつ掌しようして軽く膝ひざを折った。胸むな元もとが膨ふくらんでいるのは、羅刹天像と巻物が入っているからだ。

　通用門には、歩ほ哨しようの姿もなく、鞍くらをつけた四頭の馬だけが、ひっそりと四人を待っていた。

　黄豹と朱虎が、ひらりと馬にまたがった。禁軍兵である彼らに劣おとらぬ所作で、黒麒も馬に乗る。そして青蓮は──。

「えーと」

　馬に乗るのは初めてである。鞍は自分の頭の高さにある。こんな場所にどうやってまたがるのか。

「手た綱づなを持ったままで、鞍の先せん端たんをつかんで」

　朱虎が声をかけてくれた。

「えーと、こうかな？」

「鐙あぶみに足をかけて、違ちがうよ、反対の足」

「え？　こっち？　えーとえーと」

「そこで勢いをつけて──あ、青蓮、手綱から手を放しちゃダメ、ああっ」

「うわっ」

　均きん衡こうを崩くずし、青蓮は石いし畳だたみに尻しりから落ちた。茶々がぴょんと肩から飛び下りる。

「いたたた……」

　青蓮は尻をさする前に、まず首をすくめた。茶々がギッと黒麒に向かって歯を剝むく。

　どんくせえやつ！　という黒麒の怒ど声せいが降ってくるに違いないからだ。

「…………あれ？」

　しかし、いつものその声はなかった。恐おそる恐る顔を上げると、馬上の黒麒は、冷めた目でこちらを見下ろしていた。茶々も拍ひよう子し抜ぬけした様子で、青蓮と黒麒とを交こう互ごに見ている。

（高将軍や楊貴妃様の前だからかな？）

　首を傾かしげ、立ち上がろうとする青蓮に、三蔵が駆かけ寄ってきた。

「青蓮、大丈夫か。本当に君は、料理と洗せん濯たくと掃そう除じ以外には、能のない子だね。やっぱり君の代わりに、私が行った方が──」

「「「それだけは、なりません!!」」」

　三蔵の声をさえぎる声は三つあった。高力士と黄豹、朱虎である。

「三蔵法師には、陛下のおそばにいていただかなくては──」

　高力士の言葉に、黄豹と朱虎もうんうんとうなずく。

（こんな超ちようぐうたらな法師の面めん倒どうまで見きれない）

（青蓮なら、おいしいご飯、作ってくれるし）

　という二人の心の声は、三蔵にも青蓮にも届かない。

「そうか……そうだな……」

　三蔵は渋しぶ々しぶといった調子で、青蓮の腰こしを支えて、馬に乗せた。

「いいか青蓮、気をつけるんだぞ。何かあったら〈識しき〉を飛ばせ。すぐに駆けつけるからな」

「はい。ではあらためて、行って参ります」

　不安げな三蔵に、青蓮は笑みで応じた。茶々もあらためて青蓮の肩に跳とび乗る。

「膝でちゃんと馬の胴どうを締しめて、姿勢は真っ直すぐ」

　三蔵にそう言われ、青蓮は膝を締めた──つもりだった。しかし、

「ぎゃーっ！」

　なぜか突とつ然ぜん、馬が走り始めた。

「待って、青蓮、どこへ行くの!?」

「青蓮、手綱を引け。そうではない、左右同時に！」

「やっぱ、どんくせえ……」

　他ほかの三人が追いかけてくる。

「た、助けて～」

　青蓮は鞍にしがみつき、涙目で叫さけんだ。







「初っぱなから……すみません」

　おっかなびっくり青蓮は馬を進ませた。いや、進んでいるのは馬であって、青蓮はつかまっているだけといった方が正しい。

　あのあと、青蓮は鞍からずり落ちたが、怪け我がもなく馬もすぐに止まった。先ほど馬が突然走り始めたのは、うっかり青蓮が踵かかとを馬の腹に当ててしまったからで、暴走でも何でもなかったのだ。よく訓練された飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの軍馬は、青蓮が初心者だと知ると『しかたないわね』といった風ふ情ぜいで、ゆっくり歩いてくれるようになった。なお、青蓮が乗っているのは牝ひん馬ばである。

「いい日よりだもの。のんびり行こうよ」

　霞かすみがかった青空を仰あおぎ、朱虎が言った。

　一行は長安郊こう外がいの長ちよう楽らく坡はにさしかかっていた。道の左右には、青々と芽め吹ぶいた柳やなぎが、朝日を浴びて輝かがやいていたが、馬から落ちないようにするだけで精せい一いつ杯ぱいで、青蓮には景色を眺ながめる余裕はない。

「普ふ通つう、騎き馬ばの旅であれば一日およそ百里、渭い南なん県の駅えき亭ていまで行けるのだが。今夜は、手前の昭しよう心しんで宿を取るにしても、この歩調では、泰たい山ざんまで何年かかるのか──占うらなってみるか」

　黄豹はさっそくおみくじの竹たけ筒づつを振り始める。

（お前がどんくさいから！　とか、黒麒が怒おこり出しそう）

　青蓮はこわごわ目だけで黒麒を振り向むいた。

　彼は、ややうつむき加減で、唇くちびるを引き結び、眉間に皺を寄せていた。ものすごく不ふ機き嫌げんそうだ。青蓮の視線に気づくと、彼は、何か言いたげにしばらくこちらを見ていたが、結局何も言わずに目をそらす。

（どうしたんだろ？　……拾い食いでもして、お腹なかが痛いとか？）

　昨夜から様子がおかしい。黒麒は普ふ段だんから無口だが、それにしても──。

「ねえ、黒──おわっ！」

　声をかけようと体をひねった途と端たん、尻が鞍からずれ、青蓮は慌あわてて姿勢を戻す。

「大丈夫？　そんな硬かたくならないで、肩の力を抜ぬいて」

　クスクス笑いながら、朱虎が馬を寄せてきた。

「た、高い所も苦手なんです……。足が地面についていないのは、何だか不安で……」

「ずっと寺にいたんじゃ、馬に乗る機会なんてないもんね。黒麒は馬に慣れてるんだね、乗馬はどこで習ったの？」

　朱虎は軽い調子でそう言って、黒麒に視線を移す。

「俺は庭てい州しゆうの生まれだ。物心ついた時には、裸はだか馬うまに乗っていた」

　黒麒はぼそっと答えた。

「そっか。西方の騎馬民族なんだ。じゃ、その短たん髪ぱつは故郷の風習？　いるよねー、唐とう朝に併へい吞どんされても、それまでの文化や風習を頑がん固こに守り続けるって人。ま、オレもその一人だけど」

　朱虎は頭頂近くでくくった赤あか髪がみを指で梳すく。漢人の成人男性は髪を結ゆい、頭ず巾きんか冠かんむりをつけるのが慣ならいだが、朱虎は皇こう帝ていの御ご前ぜんでも頭に何もかぶらない。

「その昔、南方で、唐の風習に抗あらがい続けた部族が滅ほろぼされたという話を聞いたことがある」

　そう言う黄豹は、きっちりと髪を結い上げ、小さな冠をつけている。

「脅おどかさないでよ。陛下は異文化に寛かん容ようだもの、そいつら、何か別のことで朝ちよう廷ていの怒いかりを買ったんじゃないの？　オレら、髪かみ型がたはこんなだけど、唐の臣民ですよ。ね、黒麒」

「俺が髪を伸のばさないのは、忘れないためだ」

　黒麒の目が青蓮に向く。ひどく暗い目だった。

「え？」

　視線の意味がわからず、青蓮は首を傾かたむける。

「何を忘れたくないの？　故郷のこと？　親のこと？」

　朱虎は興きよう味み津しん々しんといった様子だった。

「どっちもだ。絶対に忘れないと、自分に誓ちかった」

　黒麒は、まだ青蓮を見つめていた。

（確か、黒麒の御ご両親は火事で亡なくなったって言ってたっけ……）

　忘れないために髪を伸ばさないという気持ちはわからなくもないが、なぜあんな目でこちらを見るのだろう。

「その気持ち、すごくよくわかるんだけど、黒麒がそこまで故郷にこだわるって、ちょっと意外。何かあった？」

　朱虎がさらに尋たずねる。

「うるせえな、あんたには関係ねえだろ」

　黒麒は青蓮から視線を外すと、それきり黙だまり込み、朱虎に何を尋ねられても答えなかった。







　昭心に着いたのは、日が赤く染まり始める頃ころだった。

　長安から徒歩でおよそ一日の距きよ離りにあるこの宿場街は、東方の各地と長安を往来する大勢の人々で賑にぎわっていた。いくつもの櫃ひつを運ぶ商人や、書物を抱かかえた留学生、正月の参朝を終えて帰国するのか、外国の使節らしき一団の姿もある。

　それらの人々の間を縫ぬって、青蓮たちは一ひと際きわ豪ごう奢しやな駅亭の前で馬を止める。

「うう……お尻しりが痛い……」

　馬を下りると、青蓮はへっぴり腰ごしでうめいた。茶々が『よしよし』とでも言うように尻をなで、その途端に、ピッと熱い痛みが走って、青蓮は「ひいっ」と跳び上がった。

「茶々……、気持ちは嬉うれしいけど、お願い、触さわらないで……」

　青蓮は涙目で茶々を抱だき上げる。

「皮がすりむけちゃったかもね。あとで薬を塗ぬってあげるよ」

　馬をつなぎながら、朱虎がクスクス笑った。

「馬に乗るって大変なことだったんですね……」

「すぐに慣れる」

　黄豹が青蓮の荷物を持ってくれた。

　二人のあとについて、そろりそろりと歩きながら、青蓮は駅亭の門をくぐる。青蓮の後ろを歩く黒麒は、その間もずっと無言だった。

「離はなれを一部屋用意してもらいたい。他の客との接せつ触しよくを避さけたいのだ」

　黄豹が、案内係らしき老人にそう言うと、彼は胡う散さん臭くさそうに青蓮たちを見た。

　黄豹と朱虎は、袍ほうの上に飛龍禁軍の甲よろいを着け、外がい套とうを羽織っているのだが、きっちりと着こんだ黄豹はともかくも、朱虎は着き崩くずれて、出自の知れない傭よう兵へいに見える。

　青蓮は庶しよ民みんの服装だし、黒麒に到いたっては黒い単衣ひとえに籠こ手てと脛すね当あてだ。とても離れに泊とまれるような金持ちには見えなかったのだろう。

「鉄券を」

　黄豹に言われ、青蓮は懐ふところから皇帝から拝領した鉄製の札を出した。

「そんな馬ば鹿かな……」

　鉄券を見た案内係は、ひどく驚おどろいた様子だった。鉄券は、特に功績のあった将軍だけに贈おくられ、それを持つ者は国営の駅亭に無料で泊まれる。いかにもひ弱そうな青年が持っているはずがないのである。

「しばらくお待ちを」

　案内係は一いつ旦たん奥へ引っ込むと、駅亭の主人らしき人物を連れて来た。

　主人は、こちらを見て目を丸くした。

「その甲よろいと赤髪……あなた様方は、もしや飛龍禁軍の──!?　そそそそしてそちらの短髪黒くろ装しよう束ぞくの方は、まままさか黒くろ鉄がねの狼おおかみ──」

　飛龍禁軍の豹ひよう虎こと黒鉄の狼の名はここにも轟とどろいているのだ。

「その通り」

　黄豹が淡たん々たんと答える。

　案内係は啞あ然ぜんとし、主人は「しし失礼いたしました。どうぞこちらへ」と、腰こしを低くして青蓮たちを奥へ導く。

「それにしましても、鉄券をお持ちになっているとは、そちらの坊ぼつちゃまはどういうお方なのでございましょう。まして、正月に、飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの豹虎が黒鉄の狼を捕とらえたという噂うわさを耳にしましたが、これはいったい……」

　青蓮と黒麒をちらちら見ながら、主人は小声で黄豹に尋ねた。

「実はこちらの若様は、さるやんごとなきお方の御子息であられるのだ。黒鉄の狼をいたく気に入り、彼を近きん侍じに置かれたのだ。遊ゆ行ぎようしたいと仰おつしやるので我々が護衛についている。お忍しのびの旅ゆえ、他言は無用だぞ」

　黄豹は大おお真ま面じ目めにそう言った。

　主人は「ははっ」と拱きよう手しゆしたものの、青蓮を見る目はまだ胡う乱ろんげだ。噓うそに慣れていない青蓮はどぎまぎする。

「夕食は、こちらから食堂へ出向くゆえ特に心配しなくていい。離れには誰だれも近づかせるな。若様のお世話は私たちがする」

　部屋に案内されると、黄豹はそう言って駅亭の主人にいくらかの銅銭を握にぎらせる。

「承知いたしました。では若様、ごゆっくり」

　主人はころっと態度を変えて、上じよう機き嫌げんで戻もどって行った。

「黄豹さん、僕が若様だなんて……そんなの打ち合わせになかったじゃないですか」

　主人の足音が遠のくのを待って、青蓮はパッと黄豹を振ふり向く。

「鉄券を使えば、あれこれ詮せん索さくされることは予想していた。しかし、皇おう子じの遊行という設定にすると言えば、君が反対するに決まっているからだ」

「まあ、そうですけど……」

　僧そうは、不ふ妄もう語ご戒かいと言って噓をついてはいけないという掟おきてがある。

「君は何も言わなけりゃいい。噓をつくのは黄豹だもの。高貴なお方は、下々の者と直接話をしないものだし。さ、食事に行こうか。餓うえた狼が暴れ出さないうちに」

　朱虎が黒麒に目をやる。彼は相変わらず不ふ機き嫌げんな顔で黙りこくっていた。







　食堂はかなり混こんでいた。空いている席を探すうちに、それまで談だん笑しようしていた客たちが徐じよ々じよに静まっていく。彼らの目は屈くつ強きような二人の武官と、短髪の黒装束に釘くぎ付づけになっていた。

「飛龍禁軍の豹虎が、黒鉄の狼と……」

　という囁ささやきがあちこちで聞こえる。他言無用と言ったのに──と駅えき亭ていの主人を責めることはできない。この三人が目立ちすぎるのだ。

　ようやく空いている卓たく子しを見つけて、三人が椅い子すに腰こし掛かけると、近くで食事をしていた旅人たちが、怯おびえた様子でそそくさと席を立つ。何だか申し訳ない。

「青蓮、座らないの？」

　立ったままの青蓮に、朱虎が尋ねた。

「その、お尻が痛くて……。僕は、立っていただきます。あの、飲み物だけで結構ですから」

　僧は非ひ時じ食しき戒かいといって、午後は食事をしてはいけない決まりがあるのだ。

「食べなければ保もたないぞ。今夜は特にな」

　黄豹はそう言って、

「精しよう進じん料理はできるか？　生なま臭ぐさ物ものを使っていなければ何でもいい。それと、茶を──」

　恐おそる恐るといった様子でやって来た給きゆう仕じに、料理を注文する。

「肉もなし、酒もなしかよ」

　黒麒が低い声で呟つぶやいた。給仕がビクッと身をすくませる。

「坊さんが長生きなのは、生臭物を食べないからなんだよ。酔よっ払ぱらうわけにもいかないし」

　朱虎が軽い調子で応じる。

　間もなく、野菜づくしの料理が運ばれてきた。黒麒は眉み間けんに皺しわを寄せたまま、無言でそれを口に運ぶ。青蓮はハラハラしながら彼を見守った。

　あらかた食べつくした後、黒麒は突とつ然ぜん、バン！　と卓子を叩たたいた。食堂にいた客たちが跳とび上がる。

「イナゴじゃあるまいし、こんなもんで腹が膨ふくれるか！」

　黒麒は立ち上がると、「別の店で飲み食いしてくる」と、青蓮に背を向けた。

「こ、黒麒。ちょっと待って──」

　青蓮は声をかけたが、黒麒は振り向きもしなかった。つかつかと歩む彼に、その場にいた者がみな道を譲ゆずる。

「放ほうっておきなよ。そのうち戻ってくるでしょ」

　朱虎が、茶々に野菜の揚あげ物を食べさせながら言った。

「はい……」

　青蓮は、懐に入っている羅ら刹せつ天てん像ぞうと巻物を手で押さえる。黒麒のことは心配だが、今はこれを守ることが優先だ。朱虎や黄豹と離れるわけにはいかない。

「それにしても、黒麒の機き嫌げん、最悪じゃない？　どうしちゃったの？」

　朱虎が身を乗り出して、囁いた。

「さあ……。昨日、旅たび支じ度たくに長屋へ帰ると言って、皇こう宮ぐうを出た時には、割合にいい機嫌だったのですが……」

　青蓮も小声で答える。

「長屋で何かあったのだろうか。しかし彼に関かかわることで問題が起きれば、必ず私の耳に入るはずだが」

　黄豹は珍めずらしく訝いぶかしげな表情をしていた。

「こういう時、おみくじで占うらなわないのですか？」

　青蓮が問うと、

「占いというのは、未来の吉きつ凶きようを言い当てるものだ。過去を知りたいなら調査すればいい。しかし、君がそう言うなら占ってみよう」

　黄豹はそう言って、剣けん帯たいから竹たけ筒づつを外してシャカシャカと振る。何だかんだ言って、占いたかったようだ。

「酒は少量ならば吉きち、とのことだ。黒麒は禁酒が気に入らなかったのだろう。我々も飲もう」

　黄豹はせり出してきた棒を引き抜ぬいて淡々と言った。朱虎が「やった」と、相好を崩くずす。

（おみくじのことなんて、言い出さなければよかった……）

　山ほど酒を注文し、盛大に酒盛りを始めた二人を見て、青蓮は後こう悔かいした。僧は飲酒を戒いましめられているので、もちろん青蓮は飲まない。

（黒麒、大だい丈じよう夫ぶかな……。悩なやみがあるなら打ち明けてくれればいいのに……）

　酒の代わりに、白さ湯ゆを注ごうとして、青蓮は右みぎ腕うでに巻いた布に気づく。

（なんてね……。僕も隠かくし事してるんだもの。人のこと言えないか）
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　妙みように寂さびしい気分になって、青蓮は小さな溜ため息をついた。




　一方の黒麒は、凶きよう暴ぼうな気配を隠そうともせず、繁はん華か街がいを南に向かって歩いていた。

　道行く人々がおののきながら振り返ったが、そんなことは構わなかった。

　まだ一いつ滴てきの酒も入っていないというのに、腹の底がジリジリと痛いほど熱かった。

「なんで平気な顔をしているんだ。青蓮、いや、麴きく瑛えい──」

　黒麒は、ギリッと奥歯を嚙かみしめた。
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　十年前のその夜、黒麒は、住む家も、父も母も友人も、何もかもを失った。

　天宝三年、黒麒が七歳の冬のことだった。

「ここを越こえれば里だ」

　黒麒は冷たく乾かわいた風が吹ふきすさぶ岩山を登っていた。すでに日は暮れ、円い月が岩いわ肌はだを白々と照らしている。

　髪かみを短く刈かり、身にまとっているのは山や羊ぎの毛皮だ。

　黒麒の住む里は、大だい唐とう帝てい国こくの西の辺境、庭州の外れにあった。雨の少ない地域ではあるが、冬には里を抱いだく山脈に雪が積もり、晴れた日には銀色に輝かがやくことから、里人は自分たちの集落を銀ぎん棘きよくの里と呼んでいた。

　唐の都長安と西域を結ぶ街かい道どうからも離はなれ、北の砂さ漠ばくを越えれば、突とつ厥けつと呼ばれる遊牧民の領土だ。

　百年ほど前に、唐に併へい吞どんされるまでは高こう昌しよう王国の一部だったが、君主が高昌王であろうが唐の皇こう帝ていであろうが、辺境の里は古来の風習を頑かたくなに守り続けていた。

　髪を伸のばさず、山羊の毛皮を着るのも、その風習の一つである。

「また母さんに叱しかられちゃうな。それにしたって、父さん、何で迎むかえに来てくれないんだ」

　重い足を引きずり、黒麒はぶつぶつと独りごちた。

　三日前の早朝、黒麒は父親と一いつ緒しよに狩かりをしに山へ入り、途と中ちゆうではぐれてしまったのだ。

　黒麒は、七つとは思えないほど体が大きく、力も強く敏びん捷しような子どもだった。

　里一番の狩かりゆう人どを自負する父は、自じ慢まんの一人息子むすこを、しばしば狩りに連れて行った。そして、腕わん白ぱくで怖こわいもの知らずの黒麒が、獲え物ものを深追いして道に迷うのも、これが初めてではない。迷ったら無理に下山せずに、峠とうげに出て猟りよう師し小屋を探し、そこで迎えを待つ知識もあった。

　携けい帯たいしていた木の実や干し肉を齧かじりながら、黒麒は二晩を猟師小屋で過ごしたが、父親は迎えに来なかった。そこで、三日目の朝、黒麒は猟師小屋を出て、自力で里を目指したのである。

「何、あれ──」

　岩山の頂に立ち、里の方角を見下ろして、黒麒は愕がく然ぜんと目を剝むいた。里のある窪くぼ地ちが、青白い炎ほのおに覆おおわれていた。

「まさか、鬼おに火び？」

　悪い子は聖しよう者じや様の鬼火で焼かれる──というのが、大人たちが子どもを叱る時の決まり文句だった。聖者とは、病気や怪け我がの治ち療りようをしたり、弔とむらいの儀ぎ式しきをしたり、雨あま乞ごいをしたりする巫ふ術じゆつ師しで、鬼火とは、その聖者が使う青白い炎のことだ。何もかもを滅ほろぼす業ごう火かだという。

　その炎が、銀棘の里を焼いている。

「噓うそだろ──」

　黒麒は岩山を駆かけ下りた。

　下りるにつれて、里の様子が明らかになってくる。燃えるはずのない石造りの家が、なぜか煙けむりを上げてボロボロと崩れている。

　巻き上がる炎の音の中に、怖おぞ気け立つような断だん末まつ魔まの声が交じっていた。目を凝こらせば、炎の中には身をよじり、あるいは地面に伏ふせてのたうつ無数の人ひと影かげがある。

「父さん！　母さん！」

　黒麒は夢中で駆けた。

　ふと、耳の奥に、何かを唱える声が飛び込んできた。大人の男の声だ。経きようというものだろうか。

　黒麒が岩山を下りる間に、のたうっていた人々が次々と動きを止めていった。同時に、鬼火も鎮しずまっていく。

　炎を鎮めているのが、その誦ず経きようの声だということを、黒麒が知るよしもなく、彼は、煙を上げている家の残ざん骸がいや、顔もわからないほど焦こげた人ひと形がたの間を縫ぬって、我が家へ向かった。

「父さん！　母さん！」

　呼びかける声に返事はない。家は半ば崩れ、父と母の姿も見えない。近くに転がっている黒い亡なき骸がらが、自分の父か母だとは思いたくなかった。

　半はん狂きよう乱らんで父母を捜さがす黒麒の目に、ふと小こ柄がらな少年の姿が入った。ぼんやりとした様子で、こちらへ歩いて来る。

「麴瑛？」

　二百人あまりの小さな里で、麴瑛は唯ゆい一いつの同い年の少年だ。ただし、一緒に遊んだことはほとんどない。彼は母親の跡あとを継ついで聖者になるための修しゆ行ぎよう中とのことで、滅めつ多たに家から出なかったし、そもそもおとなしすぎて、黒麒の遊び相手は務まらないからだ。

　その麴瑛が、なぜか一人で歩いている。他ほかの人々が、みな炭のようになったというのに──。

　ふと、彼の右腕に、青白い炎がまとわりついていることに気づいて、黒麒は眉まゆをひそめた。

　彼の右手首から少し上には、環かん状じように彫ほられた睡すい蓮れんの花びらの入れ墨ずみがある。その入れ墨が、鬼火をまとわらせて、輝いている。

（何で……？）

　黒麒には、この惨さん状じようと、彼の入れ墨にまとわりついている青白い炎との関係が、すぐに結びつかなかった。

「麴瑛──」

　声をかけたが、彼の耳に黒麒の声は入らないらしい。

　麴瑛は血の気の引いた顔で虚こ空くうを見つめ、遠くから聞こえてくる誦経にいざなわれるように、ゆっくりと黒麒の前を通り過ぎて行く。

　黒麒もまた呆ぼう然ぜんとして、彼を見送った。

　ハッと我に返ったのは、誦経の声が止やんだ時だった。すでに麴瑛は闇やみの奥に姿を消している。

　黒麒は急いで父母を捜し始めた。

　大弓を握にぎったまま倒たおれている大おお柄がらな男に気がついたのは、それから間もなくだった。男の顔は黒く焦げてしまって判別できなかったが、この体たい軀くと大弓は父に間ま違ちがいない。

「父さん！」

　黒麒は父に駆け寄った。

「父さん、父さん、父さん」

　胸にすがり、揺ゆり動かす。しかし、いくら呼んでも揺り動かしても、父の反応はなかった。

　焼け死んでしまったのだ。

　黒麒は父から離れると、母を捜した。似たような体軀の遺体がいくつもあって、どれが母なのかわからなかった。

　見慣れない甲かつ冑ちゆうが、いくつも転がっていた。冑かぶとと甲よろいは常に対ついになっていて、甲の中に焦げた衣類と砂が詰つまっていた。まるで体が砂になってしまったかのように、その砂は人の形に盛り上がっていた。

　しかし、七歳の黒麒には、それについて考えを巡めぐらすことはできなかった。

　どちらにしろ、生きている者は誰だれもいなかった。里は全ぜん滅めつしたのだ。

「いったい……どうして……」

　虚きよ脱だつ状態から立ち直るまでには、かなりの時間を要した。

　いつの間にか夜が明けていた。

　涙なみだに濡ぬれた目で、朝日に照らされた焼け跡をあらためて見み渡わたし、ようやく、黒麒は鬼火を喚よんだ者に思い至った。

「あいつ……麴瑛……」

　入れ墨は、聖者になることを約束された、不思議な力の持ち主である証あかし──。

「あいつが、里を滅ぼしたんだ。父さんや母さんを、みんなを──殺したんだ」

　環状に彫られた、青い睡蓮の入れ墨──。

　黒麒の目には、青白い鬼火をまとわりつかせた、その入れ墨が焼きついていた。

「……仇かたきをとってやる」

　黒麒は拳こぶしを震ふるわせ、血が滲にじむほど強く唇くちびるを嚙んで、おのれにそう誓ちかった。
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　いったいなぜ、あのおとなしかった麴瑛が、里を滅ぼしたのか。自分が山で迷っていた三日間、里で何があったのか。

　麴瑛を捜し出し、それを問いただして、仇を取る──。

　この十年、黒麒はそればかりを考えていた。

　初対面の時に、青蓮は麴瑛に似ていると思った。

　だから、確かめようとして、飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの兵舎で、右みぎ腕うでの包帯をむしり取った。しかし、その時は、灰色の痣あざに冒おかされて入れ墨は見えなかった。

　他人のそら似かと、青蓮に気を許した。

　しかし、偶ぐう然ぜんにも昨日、青蓮が右腕の包帯を外しているところを盗ぬすみ見てしまった。

　手首から三寸ほど上に、環状に彫られた青い睡蓮の花びら──。

　それは、十年前のあの夜に、青白い鬼火をまとわらせていた入れ墨とまったく同じだった。

　青蓮はやはり麴瑛だったのだ。

（なのに、なんで、あいつは平然としているんだ）

　故郷が庭州だと言っても、短たん髪ぱつにしているわけをほのめかしても、青蓮は思い当たることがなさそうなそぶりをしていた。

（あいつだって、ガキの頃ころは、髪かみが短かったのに──）

　勘かん違ちがいなのだろうか。青蓮は麴瑛ではないのだろうか。

　黒麒は立ち止まり、無意識に、並木の欅けやきに手をかける。

（俺の勘違い……だったらいい……）

　青蓮が麴瑛でなければいい。そして、黄豹や朱虎と一いつ緒しよに青蓮を守り、殭キヨン屍シーと灰色の道士をぶちのめして、忌いま々いましいあの仏像を捨てに行けたら、どんなにか──。

（くそっ）

　ゴッ！　と黒麒は欅の幹に拳を入れた。指の皮が破れ、木の皮と一緒に、ぼたぼたと血が滴したたる。

（俺はいったい何を考えているんだ）

　あの入れ墨は、先代の聖者がお告げに従って彫ったものだ。同じ意い匠しようの入れ墨を持つ者が、他にいるはずがない。

（青蓮は麴瑛なんだ。あいつが里を滅ほろぼしたんだ）

　黒麒は無理やり、十年前のあの光景を脳のう裏りに描えがく。

　里を覆おおっていた青白い炎ほのお。その中でのたうつ、無数の黒い影かげ。真っ黒に焦げた里人の亡骸。

　その中で、ただ一人、幽ゆう鬼きのように歩んでいた麴瑛──。

「……仇をとってやる」

　黒麒は、血で染まった拳を握り、十年前と同じ呟つぶやきを発した。
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「あ、あの……お客様、そろそろ食堂を閉めますので」

　駅えき亭ていの主人自らが出向いてきた。

「え～？　も～う？　まだ、宵よいの口、じゃな～い」

　朱しゆ虎こは酔すい眼がんを主人に向ける。色白の頰ほおはほんのりと染まり、ろれつも回っていない。

「昭しよう心しんも、長ちよう安あん同様、夜間外出禁止令が発布されているのか？　たとえそうだとしても、この食堂は駅亭内にあるのだから問題はなかろう」

　黄こう豹ひようの顔色はまったく変わっていなかった。淡たん々たんとした口調もしらふの時と変わらない。

「しかし、つい先日まで、長安では殭キヨン屍シーが出しゆつ没ぼつしていたのでございましょう？　幸い、昭心では殭屍を見たという者はおりませんが、用心のため、日が暮れたら厳重に戸と締じまりをするよう、県からお達しがあったのでございます。酒を運ばせますので、どうか、お部屋でお召めし上がりいただきますよう」

　若様ということになっている青せい蓮れんの方をうかがいながら、主人は申し訳なさそうに言った。

「これだけ飲んだのですから、もういいでしょう？」

　卓たく子しには空になった酒瓶びんが十本近く転がっている。青蓮は酒を飲んだことはないし、寺では飲酒を禁じているので、この酒量が多いのか少ないのかよくわからないが、水だったら絶対に飲みきれない量だとは思う。

「若様がそ～ゆ～なら、しょ～がないな～。じゃ、続きは～部屋で～」

　朱虎は立ち上がろうとしてよろめいた。派手な音を立てて椅い子すを蹴け倒たおし、転びかけたが、黄豹に後ろ襟えりをつかまれ、転てん倒とうを免まぬかれる。

「では、銘めい柄がらは問わないが最高級の酒を十本ばかり部屋へ届けてくれ」

　黄豹は、杯さかずきを片手で持ち、もう片方の手で朱虎を引きずって歩き出した。

「あと十本って……。そんなに飲んで大だい丈じよう夫ぶなのですか？　それに、鉄券で泊とまるのなら、酒代は店の負担になるのでは？」

　青蓮はおろおろと黄豹の後について行く。

「国営の駅亭だ。店が赤字になろうが、主人の腹は痛まん。ただ酒が飲めるなど滅めつ多たにない。こんな機会を逃のがしてたまるか」

　黄豹はしごく真ま面じ目めにそう言って、杯をあおる。

　その間に、駅亭の主人は給きゆう仕じに指示して卓子を片づけさせ、出入り口や窓は厳重に戸締まりし、そこへ卓子や椅子を重ねて、外から容易に侵しん入にゆうできないようにした。

「あの、黒こく麒きがまだ戻もどってないのですが、このままでは彼が閉め出されてしまうのでは……」

　青蓮が言うと、黄豹は「ああ、そうだった」と主人を振ふり返る。

「離はなれに一番近い門を開けたままにしておいてほしい。連れが戻ったら私が閉める」

「ですが、もしもその前に殭キヨン屍シーがやってきたら──」

　主人はひどく嫌いやそうな顔をしたが、

「普ふ通つうの殭屍なら、私たちには退治する術すべがある。だが、黒くろ鉄がねの狼おおかみを一晩放ほうり出しておいて、万一、やつが殭屍になったら、私たちにもどうすることもできん」

　という黄豹の言葉で、彼は黙だまった。







　離れの窓まど際ぎわに、淡あわい光の粒つぶが凝こり始めたのは、離れに運ばせた酒もあらかた飲み尽つくした頃だった。

　長椅子に腰こし掛かけ、杯を傾かたむけていた黄豹は「来たか」と呟つぶやき、杯を卓子に置く。

　光の粒は、次し第だいに人の形を取り始めた。

　半はん透とう明めいの人形は、灰色の頭ず巾きんつきの外がい套とうを目ま深ぶかにかぶり、道服を身にまとっていた。

　殭屍を操あやつり、黄金の羅ら刹せつ天てん像ぞうと巻物──羅刹天像縁えん起ぎを狙ねらっている道士だ。

　彼の操る殭屍が飛龍禁軍の兵舎を襲おそったのは先月のことである。三名の禁軍兵が殭屍と化し、そのうちの二名は、黄豹自身が滅ぼした。

　憎にくんでも憎みきれない相手だった。問答無用で斬きり捨てたいところだが、窓際に立つこの道士は幻まぼろしに過ぎない。本人は別の場所にいる。

「ようこそ」

　憎ぞう悪おも殺意も顔に出さず、黄豹は道士の幻に語りかけた。

「私たちが皇こう宮ぐうから出るのを待っていたのか？　というより、羅ら刹せつ天てん像ぞうと羅刹天像縁起が、三さん蔵ぞう法ほう師しの手から離れるのを待っていたのか、と問うべきか？」

　先月、禁きん苑えんに現れた殭キヨン屍シーは、青蓮が烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうの炎を喚よんで滅ぼしたが、三蔵はその青蓮の師し匠しようだ。お前よりも、三蔵の方が優すぐれているのだろう？　という嘲ちよう弄ろうをこめた問いだったが、道士もまた感情を表さなかった。

　その時、寝しん台だいに突つっ伏ぷしていた朱虎が顔を上げた。

「こーひょー、なんか言った～？」

「道士殿どのがお出いでになったのだ」

　それを聞くと、朱虎はバッと起き上がり、金属の棒を鎖くさりでつなげた鞭むち──多た節せつ鞭べんを握にぎったが、「気持ちわる～。飲み過ぎたかも」と、口元を押さえてうなだれる。

「慌あわてることはない。やって来たのは幻だ」

「な～んだ、で、何の用だって？」

　朱虎は、よろよろと寝台に座り直した。

『この駅亭は、灰かい狗こう衆しゆうがすでに囲んだ。昭心各地にも我が下僕らを配置してある。おとなしく羅刹天像と巻物を我が下僕に渡わたせ。さすれば、他の人間たちには危害を加えぬ』

　低い、奈な落らくの底から響ひびくような声で、道士は言った。

「常じよう套とう手しゆ段だんだね～、台詞せりふもありきたり。ってか、囲めるほど殭屍がいたなんて知らなかったな。禁苑で青蓮が滅ぼしたやつら以外に、殭屍がいたってこと？」

　朱虎は面おも白しろくもなさそうにあくびをする。

　殭屍は人の血をすする。そして、殭屍に嚙かまれた者は、灰色の痣あざができ、夜ごとに広がる痣が首から上をすべて覆った時に息絶え、後に殭屍として蘇よみがえる。従って、一人でも殭屍が生き残っていれば殭屍は増えるが、この数日、殭屍が現れたという報告はない。

　新たに増えたのではなく、どこかで息を潜ひそめていたのだろうか。

「お前の目的は何だ。羅刹天像と巻物を使って何をしたいのだ？」

　黄豹は、道士の幻に目を据すえる。

「殭屍を増やすため、じゃないよね。灰狗衆とかいう下僕に人間を襲わせれば、ねずみ算式に増えていくもんね。まさか、殭屍に嚙まれた人を治したいなんてことはないよね。下僕は増えた方がいいもんね。やっぱり、不老不死になりたいの？」

　朱虎は首を傾かしげた。

『おぬしらが知る必要はない。羅刹天像と巻物を渡せ』

　道士は繰くり返した。

　ジャリ──と、外で沓くつが小石を踏ふむ音が聞こえた。殭キヨン屍シーの足音だろう。生ける死者の気配は、人間のものとは異なり、ひどく曖あい昧まいだが、少なくとも三十人がこの庵いおりを囲んでいるようだ。

「黄豹、どうする？　羅ら刹せつ天てん像ぞうと巻物は、ただ今爆ばく睡すい中の青蓮が抱かかえてるんだけど」

　朱虎は寝台の隅すみの、こんもりと人の形に盛り上がった毛布に目をやる。傍かたわらでは茶ちや々ちやが丸くなって眠ねむっていた。

「私たちの任務は、殭屍の殲せん滅めつと灰色の道士の逮たい捕ほ、及および羅刹天像と巻物の廃はい棄きだ。渡すことはできん」

『渡さねば、灰狗衆に昭心の民たみを襲わせる』

　道士は言ったが、

「民を守ることまでは命じられていない」

　黄豹は表情一つ変えずに、淡々と応じた。

　道士が口の端はしを上げてふっと笑う。

『たとえおぬしがそう思っていても、その青蓮とやら申す童どう子じはどうであろう。人ひと質じちがいるとわかれば、安易に烏枢沙摩明王の炎ほのおは喚べまい』

「まあ、そうだろうね。ところで黒麒は？」

　朱虎が、酔よいの醒さめていない目で、部屋を眺ながめ回す。

「まだ戻って来ない」

　黄豹はおもむろに立ち上がり、剣けんの柄つかに手をかけた。

　周囲を囲んでいた殭屍の気配が、徐じよ々じよに狭せばまっていた。

「あらら。こういう時に彼がいないと不便だねぇ。しょーがない。心が痛むし、飲み過ぎで気持ち悪いけど、ここはオレが──青蓮、ゴメンね」

　朱虎は寝台へ上がると、いきなり毛布の上から鳩尾みぞおちらしき場所を拳こぶしで打った。茶々が飛び起き、ギッと歯を剝むく。

「茶々姫ひめ、怒おこらないで～。こういう時は、青蓮の戒かい律りつを守ろう精神が邪じや魔まなのよ」

　朱虎はそう言って「どっこらしょ」と、ぐったりしている青蓮を毛布ごと抱えた。

『その童子に術を使わせぬつもりか？』

　道士は意外そうだった。

「勝ち目のない戦いはしない。兵ひよう法ほうの基本だ」

　黄豹は道士の幻を一いち瞥べつすると、バンと扉とびらを蹴けって、青蓮を抱だいた朱虎とともに離れを出た。離れを囲んでいた殭屍たちが、一いつ斉せいに襲いかかってくる。斧おのを手にした木こりであったり、矛ほこを構えた衛え士じであったり、鍬くわを持った農家の男だったりと、服装も得物も様々だったが、一様に肌はだは灰色で、首には鋼はがねの輪をつけていた。

「はいはい、ちょっとどいて」

　朱虎が片手で多節鞭を振り回し、近づいてきた殭屍を薙なぎ倒たおす。

　前方から、鑿のみを手にした職人風の殭キヨン屍シーが迫せまった。黄豹は、左右に振り回される鑿を剣で弾はじき飛ばし、素す早ばやく刃やいばを戻もどすと、その殭屍の脚あしを断たつ。

　職人風の殭屍はどっと地面に伏ふし、脚を失ったことに気づいていないのか、手をついて立ち上がろうともがいた。

　殭屍は斬られても滅ほろびない。首を刎はねれば滅ぶといわれているが、灰色の道士が操る灰狗衆は、鋼の首輪をしているため、剣では首を刎ねることができない。

　青蓮は法力を使って殭屍の力を弱めたり滅ぼしたりできるが、普通の人間である黄豹や朱虎が不死身の怪かい物ぶつに打ち勝つのは不可能だ。脚を断ち、倒れた隙すきに逃にげる以外に方法はなかった。

「廏うまやへ行け！」

　脇わきから矛をついてきた殭屍の脚を払はらいながら、黄豹は叫さけんだ。

　逃げ切る自信はあった。殭屍には意思がない。道士に操られるまま、闇やみ雲くもに攻こう撃げきするのみだ。その上、動作は人間よりも遅おそい。

　庭のかがり火を頼たよりに、二人は廏きゆう舎しやへ駆かけ込む。

「青蓮、お尻しり痛いだろうけど、ちょっと我が慢まんして」

　朱虎が、そう言いながら毛布にくるまったままの青蓮を馬に乗せ、自分も鞍くらにまたがる。茶々が心配そうに青蓮の肩かたに乗った。

　黄豹は、廏舎につながれていた馬の手た綱づなをすべて外し、そのうちの一頭にまたがると、馬群を引きつれ、廏舎を飛び出した。
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「どこへ逃げても無む駄だだ。我には羅ら刹せつ天てん像ぞうの気配がわかる」

　城じよう楼ろうの物見台に立ち、灰色の道士は呟つぶやいた。

　華か清せい宮きゆう──昭心の南、驪り山ざんのふもとにある皇こう帝ていの離り宮きゆうの城楼である。皇帝が行幸している間は、大勢の衛士が見張りを務める城楼だが、今は歩ほ哨しようの姿もない。

　道士の前には小さな卓たく子しが置かれ、卓子の上では香こう炉ろが細い煙けむりを上げていた。

　彼はそこで、羅刹天像の気配を探さぐりながら、〈識しき〉を飛ばして、配下の殭屍──灰狗衆に羅刹天像を追わせていた。

「渭い水すいへ向かっているのか。あの校こう尉い、何を考えている？」

　羅刹天像の気配は北へ移動していた。脳のう裏りに映るのは広々とした河原だ。逃げ込む建物もない。口では、民の命などどうでもいいようなことを言っていたが、戦いに巻き込むことを恐おそれたのだろうか。それとも渭水さえ渡ってしまえば、殭屍には追って来られないとでも思ったのか。

「甘いな、若造」

　馬が全力で走れる距きよ離りなど、たかが知れている。だが、殭キヨン屍シーは溺おぼれて死ぬこともなければ、疲つかれも知らない。

　唯ゆい一いつの脅きよう威いは青蓮の烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうの炎だが、彼は失神している。たとえ目覚めても、昭心各所に配置している殭屍に民を襲おそわせると言えば、炎を喚よぶことはないだろう。

「日の出前には、羅ら刹せつ天てん像ぞうを奪うばえる」

　そう確信した時だった。

「それはどうだかな」

　突とつ然ぜんの声に振ふり向いた時には、すでに背後から腕うでを回されていた。冷たい黒くろ鉄がねの感かん触しよくが喉のどに当たる。

「護衛の殭屍とかいねえんだな。あっちもこっちも一度には操あやつれねえってことか」

　声は頭の上から降ってきた。

　絞しめられた首を無理に回し、見上げればそこには眉み間けんに皺しわを寄せた短たん髪ぱつの男の顔がある。

「貴様……黒麒……。どうしてここが──」

「あなたの〈識〉を辿たどって来ました」

　黒麒の背後から姿を現したのは、朱虎の馬に乗せられているはずの青蓮だった。

「人を騙だましてはいけないと、お師し匠しよう様から言い聞かされているのですが……」

　青蓮は、慚ざん愧きに堪たえないといった表情でそう言いながら、不ふ動どう明みよう王おうの真言が書かれた術封ふうじの札を、道士の左胸に貼はった。
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「キ──」

　茶々が朱虎の肩に飛び移り、後方に目を凝こらした。

「青蓮が、道士の術を封じたようだな」

　黄豹は背後に視線を走らせる。追って来る殭屍の足取りが乱れていた。惰だ性せいで走っているものもいれば、その場に止まるもの、中には逆方向へ歩き始めたものもいる。道士からの〈識〉が届かなくなったため、本能に従って行動し始めたのだ。

「さすがは青蓮というか黒麒というか」

　朱虎が、抱えていた〝青蓮〟から、毛布をはいで河原に放ほうる。

　毛布の中身は、人の形を模した革かわ袋ぶくろである。羅刹天像と巻物は布で包まれ、その革袋に縛しばりつけられていた。

「さ、ご飯はこっちだよ～。ちゃんとついておいで～」

　朱虎は帯に挟はさんであった小刀を取り出し、革袋の端はしに小さな穴を空ける。革袋から赤黒い液体がぽたぽたと漏もれた。人の血である。昨日のうちに、同どう僚りようの飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐん兵や、左右の羽う林りん軍、龍りゆう武ぶ軍の兵から少しずつもらっておいたものだ。

　殭キヨン屍シーの気配が変わった。餓うえた獣けもののような凶きよう暴ぼうな気配だ。散り始めていた殭屍たちが、今度は血の匂においに惹ひかれて、再び追って来る。途と中ちゆうで何度か馬を乗り替かえ、黄豹と朱虎は、巧たくみに殭屍を誘ゆう導どうしながら、渭い水すい沿いに東へ走った。

　夜が明け始めたのは、右手に渭南県の街並みが見える頃ころだった。

　殭屍たちの足取りが鈍にぶり始めた。本能が、日の差さない闇やみを求めているのだ。

　二人は渭水の土手に穿うがたれた洞ほら穴あなの近くへ馬を進ませる。

「はいよ」

　朱虎が、中身の少なくなった革袋を洞穴の中へ放り投げた。

　三十名ほどの殭屍は、革袋を追って洞穴へ駆け込み、二度と出てこなかった。

　黄豹と朱虎は、朝日が昇のぼるのを待って洞穴に入る。殭屍たちは浅い穴の突つき当たりで、折り重なって眠ねむっていた。

　日の当たる場所へ引きずり出すと、殭屍の灰色の肌に亀き裂れつが入り、次し第だいに崩くずれて砂の塊かたまりと化した。

「やったね、作戦通り。あとは昭心の連中が、うまくやってくれていれば──」

　鞍あん上じようで、最後の一人が砂になるのを見守りながら、朱虎が言った。

「おみくじによると、大願成じよう就じゆするとのことだ。大だい丈じよう夫ぶだろう。行くぞ」

　黄豹は淡たん々たんとそう言って、昭心に戻るべく馬を駆った。




　その頃、昭心では──。

「化け物どもめ。思い知ったか」

　馬をも斬きるという巨きよ大だいな陌はく刀とうを手に、飛龍禁軍の精せい鋭えいたちが、朝日を浴びて砂に変わっていく殭屍を見下ろしていた。

　昨夜、外出禁止令が布しかれている昭心の街を、彼らが密ひそかに巡じゆん邏らし、殭屍の襲しゆう撃げきに備えていたことは言うまでもない。すべては、黄豹の指示である。

　夜半、突然、殭屍たちが暴れ出したが、彼らにとっては喜ばしいことだった。殭屍の暴走は、青蓮が道士の術を封じたことを示す。殭屍の反射速度は人間より劣おとる。制せい御ぎよを失った殭屍の脚を斬るのは、さほど難しいことではなかった。

　しかし、彼らの表情は今一つ冴さえない。

　彼らの腕には包帯が巻かれているのだが、殭屍に嚙かまれたからではなく、黄豹に血を取られた時の名残なごりである。疲ひ労ろう困こん憊ぱいしているのも、一晩中、殭屍と戦ったからではなく、血を提供したからだった。

「これは、黄豹殿どのに一いつ杯ぱい奢おごってもらわなければ、気が済みませんな」

　一人がボソリと呟き、兵たちは一いつ斉せいにうなずいた。
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「つまりね。昨日、昭心で宿を取ったのは、青蓮のお尻しりの皮が剝むけたからじゃなくて、最初から昭心で殭キヨン屍シーを掃そう討とうするつもりだったからなんだ。青蓮が乗馬は初めてだって言ってたし」

　朱虎は軽い調子で道士に語りかけた。

　その日の午後、青蓮たち四人と一いつ匹ぴきは、灰色の道士を長安へ送り届けるために、昨日通った街かい道どうを戻もどることになった。

　左胸に不ふ動どう明みよう王おうの札を貼られたまま、灰色の道士は、後ろ手に縛られ、馬に乗せられると、足を鐙あぶみに縛りつけられた。その馬の手た綱づなは、前を歩く黄豹の馬につながれている。道士を青蓮と朱虎で挟み、最さい後こう尾びを黒麒が固めた。凱がい旋せんだというのに、黒麒はなぜかまだ不ふ機き嫌げんそうだ。

　朱虎は上じよう機き嫌げんで、道士に語り続ける。

「で、飛龍禁軍の連中を、昭心へこっそり待機させておいたってわけ。連中、昨日の昼には、もう昭心にいたんだよ。気づかなかったでしょ？　あんたが〈識〉を飛ばせるのは夜だけだもんね」

　その飛龍禁軍の兵たちは昭心に残り、県の役人たちとともに、殭屍の生き残りがいないか、昼間でも日の差さない場所をしらみつぶしに捜そう査さしている。

「夕べ黒麒が怒おこって飲みに行っちゃったのも、オレらが飲んだくれてたのも、ぜ～んぶお芝しば居い。いや、飲んだのはホントだけど、酔よっ払ぱらってるふりをしてただけ。それから渭い水すいの土手の洞穴。殭屍を眠らせた場所。あれがあるから、殭屍をおびき寄せるなら昭心にしようって──」

「なぜ、我が昨夜仕し掛かけるとわかったのだ？」

　朱虎を無視し、道士は、頭ず巾きんの下の目を黄豹に向ける。

「おみくじで」

　黄豹は振り返ると、いつも通り大おお真ま面じ目めな顔で答えた。

「それと、お前の移動手段だ。私たちは馬だが、お前は夜にしか動けない殭屍を連れて徒かちで行くしかない。青蓮の乗馬が上達すれば追いつかなくなる。羅ら刹せつ天てん像ぞうを奪いに来るなら初日だと思った」

（それだけの頭脳を持っていながら、どうしておみくじを引きたがるんだろうって、道士も思っただろうな）

　青蓮は道士の表情をうかがう。しかし、顔の半分は頭巾に隠かくれ、見えている口元は普ふ通つうに引き結んでいるだけで、彼の感情を何も表していない。

　声は男のものだが、その口元に髭ひげはない。年寄りなのか若いのかもよくわからない。

　顔を見たいところだが、道士の中には、目を合わせることで相手に術をかける者もいるので、安易に頭巾を脱ぬがすことはできない。

「我は、貴様の手の上で踊おどらされたわけか。大したものだ」

　道士は言ったが、その口調からも、何の感情も読み取れない。

「そうでもない。私たちを追って来た約三十名、及および、昭心に配置された二十数名の殭キヨン屍シーの数は把は握あくしていなかった。禁きん苑えんの生き残りか？　ならば、どこに隠していた。長安城内と近きん郊こうの街は、左右の羽林軍龍武軍が総出で捜そう索さくしたはずだ。それとも、一、二名の殭屍を使って急きょ増やしたのか？」

　黄豹の問いに、道士の表情が初めて動く。ほんの一いつ瞬しゆんだが、ふっと微かすかに笑ったのだ。

「貴様は確かに切れ者だが、羅ら刹せつの血について知識が足りぬようだな」

　道士の言葉に、妙みような余よ裕ゆうを感じ、青蓮は何となく不安になった。

　視線に気づいたのか、道士がこちらを向く。

　彼はしばらくの間、値ね踏ぶみするように青蓮を見つめていた。

（な、なんで……？　僕が〈識しき〉を辿たどったことを怒ってるのかな……？）

　何かの術をかけられては大変なので、青蓮は目を合わせないようにして、ドキドキしながら視線が離はなれるのを待った。

「そなたの右みぎ腕うでの入れ墨ずみ──」

「え？」

　唐とう突とつな質問に青蓮はギョッとした。黄豹と朱虎が、訝いぶかしげに振ふり向き、背後の黒麒も、ハッと顔を上げたが、青蓮は気づかなかった。

（そうか……。禁苑で烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうの炎ほのおを喚よんだ時に、道士に見られたんだっけ……）

　青蓮は、無意識に、布を巻いた右腕を左手で押さえる。

（それにしても、なぜ急にそんなことを……）

　心臓が耳みみ障ざわりなほど大きな音で鳴り始めた。

「確か、青い睡すい蓮れんの入れ墨だったな。どこで彫ほったのだ？」

　青蓮は息を吞のんだ。なぜ道士がそれを訊きくのか、何と答えたらいいのか、などと考えを巡めぐらす余裕はなかった。

　炎の中で戦う里人。母らしき女性を襲おそった殭屍。そして、それらすべてを、焼き尽つくしてしまった青白い鬼おに火び──。十年前のあの光景が一気に蘇よみがえる。

　ひどく息苦しく、呼吸の度たびに胸が痛んだ。

「青蓮？」

　朱虎の声が、ひどく遠くで聞こえた。景色がゆっくりと傾かたむき、青蓮は馬から落ちると、それきり気を失った。







「ここは？」

　最初に目に入ったのは、茶々の顔だった。

　周囲はすでに暗く、ろうそくの明かりが見知らぬ部屋を照らしている。床ゆかも壁かべも板張りの質素な部屋だ。床に直接夜具が敷しかれ、青蓮はそこへ寝ねかされていた。

　半身を起こした途と端たん、頭に鋭するどい痛みが走り、青蓮は顔をしかめた。

「気がついたか」

　部屋の隅すみで、黒麒が壁に背を預けてこちらを見ていた。ものすごく不機嫌そうだ。

「あ、あの……ここは……長安？」

「いや、落馬した時に頭を打ったから動かさない方がいいと、黄豹が近くの農家の空き部屋を借りた。今夜は、ここへ泊とまるそうだ」

「道士は？」

「外で、黄豹と朱虎が尋じん問もんしている」

「そうですか……」

　青蓮は、溜ため息をついて、夜具の上に座り直した。

（みんなに迷めい惑わくをかけちゃった……。黒麒、怒っているだろうな）

　何だか怖こわくて、彼と目を合わせられない。

「お前、何で急に落馬したんだ？」

「……わ、わかりません。急に息が苦しくなって、目眩めまいがして……」

　青蓮はうつむいた。

「あの時、道士は、右腕の入れ墨をどこで彫ったのかと訊いていたな」

「はい……」

　ドクンと心臓が鳴った。

「いつも右腕に布を巻いているのは、入れ墨を隠すためだったんだな。なぜ隠す。そしてどこで彫ったんだ？」

　目を合わせていないにもかかわらず、彼の視線を痛いほど感じた。

「あ、あの……」

　打ち明けたい、せめて黒麒には──。

　ずっとそう思っていた。打ち明けたところで、犯おかした罪が消えるわけでもないし、楽になれるとも思えない。けれど、隠し続け、ごまかし続けるのは嫌いやだった。

　彼の前では、誠実でありたい。

（言うなら、今……）

　青蓮は、汗あせばんだ手を握にぎり、顔を上げた。

「どこで入れ墨を彫られたのか……憶おぼえていないのです……」

「憶えていない？」

　黒麒の眉まゆが跳はね上がる。

「僕には……小さい時の記き憶おくが……ないのです……」

　心臓がドクドクと鳴り始めた。鼓こ動どうに合わせて、打った頭が痛む。

「生まれた場所がどこなのか……、本当の名前は何なのか……」

　青蓮は震ふるえる指で、右腕に巻いた包帯を外した。

　環かん状じように描えがかれた青い睡蓮の花びらに目を落とした途端、冷や汗が出て来た。

「どうしてこの腕うでに、入れ墨があるのか……何も、憶えていないんです」

「そんな馬ば鹿かな──」

「本当です……。三蔵様に拾われた時には、自分の名もわからなくて……、青蓮という名は、三蔵様につけられたものです。……この入れ墨が青い睡蓮だから」

　入れ墨を見ていることに耐たえられず、青蓮は黒麒に視線を戻もどした。彼は食い入るようにこちらを見つめていた。

「拾われた場所がどこだったのかも、僕は憶えていなくて……、三蔵様に訊いたこともないし……三蔵様も言いませんでした。な、なぜなら……」

　青蓮は左手で、入れ墨が彫られた場所を、爪つめが食い込むほど強く握った。

　渇かわいた喉のどがひりついていた。唾つばを飲みこみ、青蓮は無理やり声を絞しぼり出す。

「……ぼ僕の、右腕が……、入れ墨のある、この腕が……」

　途端、心臓がものすごい速さで鳴り始めた。うまく息ができず、青蓮は喘あえいだ。

　脳のう裏りには、十年前のあの夜、入れ墨から鬼火が生まれた時の光景が映る。

　右腕の青い睡蓮の花びらから、青白い火の輪が生じ、手の平の上で球となって飛び出していった。そしてそれは、殭キヨン屍シーもろともに、母を飲みこんだ。

　炎は瞬またたく間に広がり、里を焼き尽くした。

　青白い炎の中でのたうつ黒い人ひと影かげ。巻き上がる炎の音、断だん末まつ魔まの声──。

　どっと涙なみだが溢あふれてきた。

　言葉が声にならなかった。息苦しさに耐えかねて、青蓮は喉を押さえる。

「もういい！」

　黒麒の声に、青蓮は我に返った。

　目の前に黒麒の顔があった。怒おこっているような、悲しんでいるような、そんな顔だった。

　青蓮はようやく息をついた。茶々が小さな手で、青蓮の背をなでる。

「……僕は罪を、取り返しのつかない罪を犯しました……。それだけは憶えていて……それを償つぐないたいと……償わなくてはと……」

　拳こぶしで頰ほおをぬぐい、しゃくり上げながら、青蓮は言った。

「わかったから、もう言わなくていい」

「あの夜に、里で何が起きたのか、憶えていなくて……で、でも……僕がやってしまったのは事実で……」

「黙だまれ。寝ろ」

　黒麒に肩かたを押さえられた。されるがまま、青蓮は夜具に身を横たえる。

　それきり黒麒は何も言わず、その場に座って、暗い目で青蓮をずっと見ていた。




（里の記憶がないだと？）

　黒麒は膝ひざの上で拳を握った。腹の底がジリジリと焼けるように熱かった。

（だからって、許せるわけじゃねえ）

　これまで話が通じなかったわけは納なつ得とくできたが、父母を焼き殺され、里を滅ほろぼされた怒いかりも憎にくしみも消えていない。

　十年前、何もかも失い、一人取り残された時、自分はまだ七歳だった。

　里の近くを通りかかった隊商に加わるまでの数ヶ月、草の根を食べて飢うえをしのぎ、夜は焼け崩くずれた家の陰かげで眠ねむった。心細くて、父母が恋こいしくて、いっそ自分も父母のもとへ行きたいと、何度も思った。実際、死にかかったことは一度や二度ではない。鳥を狩かろうとして崖がけから落ちたこともあるし、熱病に冒おかされたこともある。

　それでも生きることを諦あきらめなかったのは、麴きく瑛えいを捜さがし出し、仇かたきをとると決意していたからだ。

（殺やるなら、今──）

　青蓮はいつの間にか眠っていた。無防備な寝ね顔がおだった。彼は、黒麒が里の生き残りだということも、仇をとるつもりでいることも知らないのだ。

　十七にしては華きや奢しやな青蓮は、喉も細かった。

（絞しめ殺すか、いや、皇こう帝ていから拝領した刀で喉を突つくか）

　これまで、殺しはしない、だから刃は物ものは持たないと決めていた自分が、その戒いましめを破るには、ふさわしいやり方かもしれない。

　黒麒は、片かた膝ひざをつき、腰こしに佩はいた柳りゆう葉よう刀とうの柄つかに手をかけた。殺気を感じた茶々が、ギョッとした様子で黒麒を振ふり向むく。

（一息に、この喉を──）

　青蓮の死に顔を想像した途端、全身に鳥とり肌はだが立った。

（こいつが死ぬのは嫌だと思っているのか、俺は……）

　柄にかけた手が震えていた。どうしても刀を抜ぬくことができない。

　そこへ、茶々が飛びかかってきた。

「キキキーッ！」

　手足を黒麒の頭にからめて、顔にビタッと貼はりつき、視界をさえぎる。

「猿さる！　てめえ、何しやがる！」

　もみ合っていると、「ちょっと、何を騒さわいでんの」という朱虎の声がして、引き戸が開いた。

「茶々姫ひめ、なぜ、そんなむさ苦しいものに貼りついているの？　どうせならオレの顔に貼りついて～」

　朱虎が手を伸のばすと、茶々は黒麒の顔から離はなれたが、彼女は朱虎のもとへは行かず、柳葉刀の柄にしがみついて、『刀は抜かせないわよ』とでも言うように、黒麒を睨にらみつける。

「何があったか知らんが、茶々相手にむきになるな」

　黄豹が淡たん々たんとそう言って、灰色の道士の背を押しながら部屋に入ってきた。

「今夜は全員がこの部屋で休むことにする。道士は交こう替たいで見張る。──黒麒、夜半まではお前に見張りを頼たのみたい」

　それを聞いた途と端たんに、黒麒の肩から力が抜けた。腹の底はまだ熱かったが、頭が少しずつ冷えていく。今は道士の護送が最優先だ。

「わかった」

　黒麒は、腹の底でくすぶる熱い塊かたまりを無理やり抑おさえ込み、ボソリと答えた。

　青蓮に目をやると、あれだけの騒ぎにもかかわらず、彼は目を閉じたままだった。

　夢を見ているのか、青蓮の頰に涙が伝う。

　なぜかひどく切ない気分になって、黒麒は青蓮から視線を外し、道士に向き直った。

　壁かべ際ぎわに座らされた道士は、青蓮の方をじっと見つめていた。頭ず巾きんを目ま深ぶかにかぶっているため、どこを見ているのか判然としないが、青蓮の懐ふところに押し込まれている羅ら刹せつ天てん像ぞうに視線を注いでいることは間ま違ちがいなかった。
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　明かり取りの窓から日が差していた。鳥の声が聞こえてくる。

　青蓮は、ぼうっと夜具の上に身を起こす。

（朝の勤ごん行ぎよう、やらなかったな……）

　ぼんやりと、そんなことを思った。

　何気なく視線を巡めぐらすと、黒麒が目に入った。こちらに背を向けて眠っている。

　肩かた越ごしに見える横顔は、目を閉じていても眉み間けんに皺しわが寄っていて、不ふ機き嫌げんそうだ。腰につけたままの柳葉刀の柄には、なぜか茶々が乗っている。

（打ち明け損そこねたんだっけ……）

　青蓮は昨夜の会話を反すうする。一方的に支し離り滅めつ裂れつなことを喋しやべり、泣き喚わめいた。それで、寝ねかしつけられたのだ。

　感情を昂たかぶらせた後に特有のけだるさが、体全体に重くのしかかっていた。落馬した時に打った頭が、まだズキズキと痛んでいる。

「青蓮、大だい丈じよう夫ぶ？」

　朱虎に声をかけられて、ゆるゆると振り返った。

　壁際に、灰色の道士が端たん座ざし、朱虎は彼の前で片膝を立てて座っていた。黄豹はその隣となりで壁かべに背を預け、剣けんを抱かかえて目を閉じている。

「……はい。大丈夫です」

　道士に目をやり、青蓮は彼の視線が懐に留とどまっていることに気づいて、慌あわてて襟えりをかき合わせた。後ろ手に縛しばられ、術を封ふうじられていても、道士は羅ら刹せつ天てん像ぞうの奪だつ取しゆを諦めていないのだ。

（油断したり、隙すきを見せたりしちゃだめだ）

　頭痛もけだるさも回復していないが、青蓮は気持ちを奮い立たせる。

「あの……昨夜、道士に尋じん問もんして、何かわかりましたか？」

　青蓮は尋たずねた。殭キヨン屍シーを増やすだけなら、羅刹天像は必要ない。彼がなぜ羅刹天像を欲ほつしていたのか。裏で何者かが糸を引いているのなら、それは誰だれで、どのような目的があるのか。まだどこかに殭屍が残っているのか──。

「いやいや、なーんにも。口が堅かたくてね。強ごう引いんに口を割らせる方法もいくつか知ってるけど、あんまり荒あらっぽいことできないじゃない。この不ふ動どう明みよう王おうのお札が剝はがれちゃったら、方術復活でしょ？」

　朱虎は頭かぶりを振って、道士の左胸に貼った札を指す。

　不動明王の札を貼ったのは青蓮だが、真言を書いたのは三蔵だ。どういう仕組みかわからないが、心臓の上に貼ることで、術師の法力を抑おさえることができるらしい。しかし、一度剝がれてしまうと、効果がなくなるとのことなので注意が必要だった。

「青蓮。尋ねたことに、必ず答えちゃうような術とかかけられない？」

「残念ながら、僕には……」

　そこへ、「あの、黄豹様、朱虎様」と恐おそる恐るといった感じの声がして、引き戸が開いた。

　この家の主あるじだろうか。土のついた野の良ら着ぎ姿の男が、軽く腰を折って拱きよう手しゆする。黄豹の目が開き、黒麒も起き上がった。

「実は、街かい道どうに行き倒だおれの子どもがおり、騒ぎになっておりまして。その子が、うわごとのように皇こう宮ぐうへ行くと言っていて……。一応、禁軍兵であられるおふた方に、お知らせした方がいいのではないかと思った次し第だいでございます」

「行き倒れなんて珍めずらしくもないし、陛下に直じき訴そしたいっていう人なんか山ほどいるんだけど」

　朱虎は、禁軍兵に知らせるほどの事件ではないだろうと言いたげだった。

「ですが、万一、疫えき病びようでは……。その子どもの手足には、灰色の痣あざがあるのでございます」

「灰色の痣──!?」

　青蓮は息を吞のみ、朱虎も黒麒も黄豹も目を瞠みはる。

　その時、灰色の道士の唇くちびるが、微かすかに笑えみの形を作ったが、四人とも気づかず、ただ茶々だけが、胡う乱ろんな視線を道士に向けていた。
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「昭しよう心しんに隠かくれていた殭キヨン屍シーが生き残っていて、その子を嚙かんだのでしょうか？」

　男に案内され、青せい蓮れんは黒こく麒き、黄こう豹ひようとともに、子どもが倒たおれているという場所へ走った。

　茶ちや々ちやは、なぜかまだ黒麒の柳葉刀の柄にしがみついていた。朱しゆ虎こは農家の空き部屋に残り、道士を見張っている。

「いや、昭心の殭屍を掃そう討とうし損ねたのであれば、私の部下が報しらせてくるはずだ。また昭心で嚙まれた子どもが禁軍兵に発見されないまま、この付近で行き倒れるのは位置的に考えにくい」

　青蓮の問いに、黄豹はそう答えた。

「道士が、他ほかの里にも殭屍を潜ひそませていたとも考えにくいのですが」

　華か清せい宮きゆうから殭屍を操あやつっていた道士の〈識しき〉は、昭心にしか向かっていなかった。そもそも〈識〉とは、一度に何方向へも飛ばせるものではないのだ。

　しばらく街道を走ると、やがて、道の真ん中に人だかりが見えてきた。

「参ったな、こんな所で死なれたら──」「禁軍兵はまだか」

　そんな会話が聞こえる。

「皆みなの衆、禁軍の方を連れてきたぞ」

　男の声に、人々が「おお」と、一いつ斉せいに振ふり向き、青蓮たちのために道を開けた。何人かは、長身で黒くろ装しよう束ぞくの黒麒を見て、ギョッと後ずさる。

　人の輪の中心には、十一、二に見える少女が、目を閉じて地面に横たわっていた。身なりは質素だが、衣服は清潔に保たれ、遠方からの旅人には見えない。

　青蓮たちは少女の傍かたわらに膝ひざをついた。

　少女の顔色はひどく悪く、男が言っていた通り、手足に銅銭大の灰色の痣があった。殭屍に嚙まれた者にできる痣に酷こく似じしてはいるが──。

「嚙まれた痕あとがない」

　黄豹が、少女の衣ころもの裾すそや袖そでをまくり、ざっと体を調べた。痣はいくつもあるが、いずれも牙きばの痕はなかった。

「どういうこと……？」

　青蓮は黄豹と顔を見合わせた。

　殭屍に嚙まれた場合、まず、嚙まれた場所が痣になり、そこから夜ごとに徐じよ々じよに広がっていく。この少女のように、痣が点在することはあり得ない。

「取りあえずこの子を連れて戻もどる」

　黄豹は黒麒に目配せした。彼は相変わらず不機嫌そうだったが、無言で少女を抱だき上げた。

　少女の目が薄うすく開く。

「お願い、助けて……このままじゃ……里が滅ほろぶ……」

　彼女は、うわごとのようにそう言って、黒麒の腕うでにすがった。







「ノウモ、バギャバテイ、バイセイジャ、クロ、ベイルリヤ、ハラバ、アラジャヤ──」

　三人と一いつ匹ぴきは、少女を連れて農家の空き部屋に戻った。

　部屋の中央に寝かされた少女を前にして、青蓮は、携けい帯たいしていた香こうを焚たき、結けつ跏か趺ふ坐ざして薬やく師し如によ来らいの真言を唱える。壁かべ際ぎわでは、灰色の道士がその様子をじっと見ていた。

「──バイセイゼイ、バイセイゼイ、バイセイジャサンボリギャテイ、ソワカ」

　真言を唱え終わる頃ころには、少女の頰ほおに赤みが差し始めていた。

　少女の目が開く。

「具合はどう？」

　青蓮は少女の顔をのぞきこんだ。虚うつろな目が次第に焦しよう点てんを結び、青蓮の顔をとらえる。

「……あなたは誰？」

「青蓮。君は？」

「あたしは白はく琳りん……。ここは……？」

「僕たちが借りてる農家。君、街道に倒れていたんだよ。憶おぼえてる？」

　少女は、我に返ったような表情になり、「あたし、寝ねてる場合じゃないの。急いで皇宮へ行かないと」と、起き上がった。

　そこで、不ふ機き嫌げんそうな黒麒と目が合い、彼女は「キャーッ！」と悲鳴を上げて青蓮にしがみついた。黒麒の眉み間けんの皺しわが、グッと深くなる。

「えーと……」

　しがみつかれて、青蓮は少し困った。たとえ子どもでも白琳は女性だ。戒かい律りつに抵てい触しよくするのではないだろうか。

「黒麒を知っているの？」

　彼は、黒くろ鉄がねの狼おおかみの二つ名を持つ、もとお尋ね者だ。そのせいで怖こわがっているのなら、誤解を解いてあげようと思ったのだが、

「ううん、ただ……びっくりしただけで……」

　少女は、怯おびえた目を黒麒に留めたまま頭を振った。見た目の怖さはどうにもならない。

　黄豹と朱虎がそれぞれ自己紹しよう介かいすると、少女は「禁軍の兵隊さん……」と、ほっと息をつく。表情が緩ゆるんだ顔は、愛あい嬌きようがあってなかなか可愛かわいらしい。

「白琳、急いで皇宮へ行きたいという理由は何だ？　そして君はうわごとで、このままでは里が滅ぶと言っていたが──」

「あたしは、北ほく庄しようから来たんです」

　黄豹にうながされ、彼女は語り始めた。北庄はここから北へ徒歩で一日半の小さな里だ。

　痣のせいで、どこの宿にも泊とめてもらえず、昨夜、彼女は長ちよう安あんに向かって歩き、途と中ちゆうで倒れてしまったのだという。

「皇宮に行きたいのは、突とつ然ぜん、里のみんなにこういう痣ができたから……」

　白琳は、腕をまくって灰色の痣がある腕を見せた。

「里のみんな？」

　青蓮は思わず聞き返した。

「いつから、なぜ、その痣ができたのだ」

　黄豹が尋たずねた。

「三日前です。理由はわかりません」

「わからない？」

　青蓮だけでなく、朱虎も黒麒も目を瞠った。

「この痣、夜になるとすごく痛くなって、大きくなっていくんです。紫し薇び様──里の女道士様が、灰色の痣が顔全部に広がると、殭キヨン屍シーになってしまうって……」

　白琳は、そう言って身み震ぶるいした。

（間ま違ちがいなく、羅ら刹せつの呪のろいだ。でも、嚙まれた痕もなければ、里の人がみんな一斉にって、いったい、どういうこと？）
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　青蓮は道士を振り返ったが、頭ず巾きんを目ま深ぶかにかぶった道士の表情は読み取れない。

「紫薇という女道士が、灰色の痣あざに頭部を覆おおわれた者は殭キヨン屍シーになると言ったのか？」

　黄豹が問い直した。羅ら刹せつの呪いに関する詳しよう細さいは極ごく秘ひだ。なぜ紫薇が知っているのか。

「はい。それで、紫薇様がこのままじゃ里が滅ぶと……皇こう宮ぐうの高こう力りき士し様に連れん絡らくすれば、助けてもらえるからって仰おつしやって──」

　彼女は、懐ふところから丁てい寧ねいに折った書簡を取り出した。宛あて名なに驃ひよう騎き大将軍という高力士の官職名が印しるされている。

「高将軍に？」

　その書簡を受け取り、黄豹はあらためて白琳の顔を見た。

「紫薇様は、若い時、皇宮に勤めていて、高力士様とは顔見知りなのだそうです」

「それにしたって、君がお使いに出されるって……。君、まだ十一か二でしょ」

　朱虎は不ふ憫びんそうに言った。

「十二歳です。あたしが行くと紫薇様に言ったんです。里の中では、あたしが一番痣が少ないから。それに、あたしのお母さんは、もともと体が弱くて、痣の広がり方が速くて……だから急がないといけなくて……」

　白琳は、膝の上で拳こぶしを握にぎる。

「お母さんが……」

　青蓮の心臓がドクンと鳴った。十年前のあの夜、青蓮が力を暴走させたのは、殭屍に捕つかまった母を助けたかったからだ。

「僕を北庄へ行かせてください。一日に修ず法ほうを施ほどこせる人数は限られていますから、急いで修法を始めなければ、手て遅おくれになる人が出てしまうかもしれません」

　青蓮は黄豹を見上げた。

　それを聞いて、「青蓮さん、治せるんですか!?」と、白琳の顔が、ぱあっと明るくなる。

「青蓮だけってわけにはいかないでしょ」

　朱虎が肩かたをすくめる。修法を施すなら、当然、羅ら刹せつ天てん像ぞうを持って行かなければならないが、羅刹天像を狙ねらっているのが灰色の道士だけとは限らない。道士の裏で糸を引いている者がいるとすれば、青蓮が一人になる機会を逃のがしはしないだろう。

「だが、道士を連れて寄り道ってのは危ねえだろ」

　黒麒が灰色の道士を顎あごで指した。

「そんな──」

　白琳の顔から笑えみが消えた。

「夜になったら、三さん蔵ぞう様に連絡して、応おう援えんを寄こしてもらうこともできます。殭屍になりかかっている北庄の人々を放ほうってはおけません。それに、誰だれかが殭屍になって、人を襲おそうようなことになったら、北庄だけの問題では済まされません」

　青蓮は言い募つのった。

「だよねえ。じゃ、取りあえず黒麒をつけて北庄へ送り出す？」

　朱虎は黄豹に指示を仰あおいだ。

「勢力の分散は避さけたい。また、北庄の緊きん急きゆう度は高い。全員で直ちに北庄へ向かう」

　即そく答とうだった。最初から彼はそのつもりだったのだろう。

「ありがとうございますっ！」

　白琳は、手をついて深々と叩こう頭とうした。

「おみくじでは、北へ向かうは不ふ吉きつ──だったのだが……」

　呟つぶやく黄豹の口調は、相変わらず淡たん々たんとしていた。







　白琳の里、北庄は、昭心の北西、渭い水すいの南にある集落だった。井い戸どを中心に、百戸で構成されるごく普ふ通つうの里だ。周囲の畑では麦が青々と伸のびている。しかし、畑で働く人ひと影かげはなく、里は妙みような静けさに覆われていた。夕食時だというのに、家々からかまどの煙けむりも上がらず、人の話し声も聞こえない。

「とにかく紫薇様のところへ」

　白琳は、青蓮たちを里の北ほく端たんの家へ案内した。

　その家の板いた敷じきの広間には、数え切れないほど大勢の里人が横たわっていた。

「どうして、こんなことに……」

　生まれて間もない赤子までもが灰色の痣に冒おかされているのを見て、青蓮は絶句した。

　数人の男女が、寝ている者の介かい抱ほうをしていたが、症しよう状じようが軽いだけで彼らにも痣ができているとのことだ。

「痣ができていないのは紫薇様だけ。神気があるからだそうです」

　白琳は、里人に薬湯を飲ませている道服の老女に、「紫薇様」と声をかけた。

　振ふり向いた老女は、「白琳、なぜこんなに早く──」と言いかけ、戸口に立っている黄豹と朱虎に気づくと目を瞬またたいた。

「その甲よろいの文様は、飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの……」

「黄豹という。この赤あか髪がみは朱虎。罪人の護送中に、偶ぐう然ぜん、白琳と出会ったのだ」

　黄豹がそう言うと、

「罪人？」

　と、紫薇は黒麒を見上げた。途と端たん、ぶわっと黒麒から殺気に近い気配が迸ほとばしったので、青蓮は慌あわてて間に入った。

「彼は黒麒といいます。僕は青蓮。二人とも一応、南なん衙が禁きん軍ぐんの副隊正です」

「護送中の罪人は、こっちの灰色の方」

　灰色の道士につないである縄なわをつかんでいた朱虎が、その縄を掲かかげて見せた。

「青蓮さんは、灰色の痣を治せるんですって」

　白琳が青蓮を見上げると、

「羅ら刹せつの呪のろいを解くことができるとは──」

　紫薇は皺しわに埋うもれた目を瞬いた。

「いやいや、ここで立ち話というわけには参りますまい。どうぞこちらへ──」

　彼女は、白琳に茶の支し度たくを頼たのむと、青蓮たちを小部屋へ案内した。




　その小部屋には、質素だが手入れの行き届いた大きな卓たく子しが置かれていた。灰色の道士を続き部屋の柱に縛しばりつけ、四人は、紫薇とともにその卓子を囲む。茶々はずっと黒麒の柳りゆう葉よう刀とうの柄つかに乗ったままだ。

「茶々、そんな無ぶ粋すいな物に乗ってないで、オレのお膝ひざにおいで～」

　朱虎が茶々を呼んだが、彼女は「ギッ」と妙に緊きん張ちようした声を上げて柳葉刀にしがみついた。

「茶々、どうしたの？」

　青蓮も茶々に声をかけたが、彼女は首を振るばかりで、どうしても柳葉刀から離はなれない。黒麒もまた、不ふ機き嫌げんそうにただ黙だまっているだけだ。

「青蓮殿どの。羅刹の呪いが解けるとのことでございましたが、あなた様はもしや大だい慈じ恩おん寺じか玉ぎよく華か寺じの──」

　紫薇の目が青蓮に向いた。

「青蓮は玉華寺で修しゆ行ぎよう中の身だが、なぜそう思うのだ？」

　黄豹が怜れい悧りな眼まな差ざしを紫薇に注ぐ。

「羅刹の呪いに関しての一いつ切さいは、極秘でありましたな」

　紫薇は、柱に縛りつけられている灰色の道士に視線を走らせた。

「あの道士も羅刹の呪いに関わっている。構わないから話してくれ」

「わたくしは十年前まで、皇宮勤めをしておりまして、高力士様ともそれなりの交流がございました。羅ら刹せつ天てん像ぞうについても羅刹の呪いについても、その時分に、高力士様からうかがったのでございます。里人に痣ができた時に、これは羅刹の呪いに違ちがいないと思いました。これは高力士様にお知らせせねばならぬことでございますし、高力士様ならば手立てを講じてくださるはずと、白琳を使いに出した次し第だいにございます」

「十年前──」

　黄豹の眉まゆがピクリと跳はねた。

「もしやあなたは、十年前に皇宮で起きた騒そう動どうの関係者か？」

「はい。その後の西方の厄やく災さいで怪け我がを負い、お暇いとまをいただきました」

　紫薇はうなずいた。

「では、あの道士に見覚えは？」

「いいえ。初対面にございます」

　黄豹は「そうか」と小さく息を吐ついた。

（十年前の皇宮の騒動？　で、何が、そうか？）

　黄豹は、頭の中ではめまぐるしく思考を働かせ、様々な可能性を推理しているのだろうが、表情がほとんど変わらないので、彼が何を考えているのか青蓮にはわからない。

「白琳が、痣あざができたのは三日前で、殭キヨン屍シーに嚙かまれたわけではないと言っていたが、その時の状じよう況きようを詳くわしく教えてほしい」

　黄豹の問いはさらに続く。

「三日前の宵よい、突とつ然ぜん、大勢の里人が、痛みを訴うつたえてここへ参ったのでございます」

　道士である紫薇は、日ひ頃ごろから方術を使って病の治ち療りようをしていたという。

「多くは腹痛でございました。次に胸、手や口が痛むと申す者もおりました。見れば、痛む場所には、灰色の痣や斑はん点てんができておりました」

「斑点？」

　青蓮は聞き返した。その場にいた者が同時に青蓮を振り向く。

「あ……僕が羅ら刹せつの呪いに冒された時、初めは斑点だったので」

「そっか。青蓮も殭屍に嚙まれてないのに、羅刹の呪いにかかったんだっけ」

　朱虎が言った。

「僕は最初は痛まなかったのですが、斑点が広がって痣になったら痛むようになって……」

　青蓮は、殭屍に嚙まれた兵に羅刹天の修ず法ほうを行った時、傷のある手で羅刹の血に触ふれて灰色の斑点ができた。法力を使い尽つくしていたため、斑点は痣となって広がり、危あやうく殭屍になりかけた。それが先月のことである。

「最初は斑点だったものも、見る間に広がって痣となりました」

　紫薇はうなずいた。

「次の宵もまた同じ症状の者が現れました。そして昨夕には、とうとうわたくしを除く全員に、痣ができてしまったのでございます」

　痣や斑点は、日暮れと同時にじわじわと広がり、その時に痛みを訴えるとのことだった。青蓮もそうだったが、そこは殭屍に嚙まれて痣ができた者と同じだ。

「そなたと他ほかの里人との違いは何だ？」

「実は、わたくしも三日前に腹の辺りに灰色の斑点ができたのでございますが、体内で神気を練り、それを巡めぐらせて消しました」

　神気とは、仏教でいうところの法力と同じものだろう。

「となると、羅刹の血に触れたとしか考えられないが──」

　黄豹の目が青蓮の懐ふところ──羅ら刹せつ天てん像ぞうに向く。

「でも、羅ら刹せつ天てん像ぞうは、一昨日おととい、僕が受け取るまで、三蔵様が管理なさっていたはず……」

　青蓮は、衣ころもの上から羅刹天像を押さえた。

「じゃあ、ここの里の人たちは、いったい、どうして羅刹の呪いにかかったんだろうね？」

　朱虎が首を傾かしげる。

「わかりませぬ。十年前の厄災の折にも──」

　紫薇は言いかけたが、

「ああ、いやいや、すでに夕刻。今はそのような昔話をしている場合ではございません」

　と頭かぶりを振る。

「すでに殭キヨン屍シーとなった者はいるのか？」

　黄豹が尋たずねた。

「昨夜八名が……」

　紫薇は悄しよう然ぜんとうつむく。

「まさか、その八人、野放し!?」

　朱虎がギョッとした様子で身を乗り出した。

「いいえ、息絶えた折、即そく座ざに土蔵へ移し、固く閉じこめてございます」

「生かしてあるの？　蘇よみがえる前に首を刎はねるとか、眠ねむっているうちに日に当てるとかしなきゃダメじゃない」

「わたくしもそう申しましたが、それらの者たちの家族が反対いたしまして……。もしや皇宮には、殭屍になった者を人に戻もどす方法が伝わっているのではないかと、その期待も含ふくめて白琳を使いにやりました」

「殭屍を人に戻すことはできない」

　黄豹が淡たん々たんと告げた。冷れい酷こくにも聞こえるその言葉に、紫薇は一いつ瞬しゆん瞠どう目もくし、「さようにございますか……」と再びうつむく。

「では、その旨むねをみなに知らせ、明日、日のある時に、殭屍となった者をあの世へ送りたいと存じます」

　彼女はうつむいたまま、目め頭がしらを押さえた。

「里人に知らせる必要はない。殭屍は検分の後、いずれ私と朱虎で片づける。里人にはすべて終わった後、私たちが勝手にやったと伝えればよい」

　黄豹は言った。

「そうそう。オレたちのせいにしとけば、一番面めん倒どうがないでしょ」

　朱虎が軽い調子でうなずく。

　飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの豹ひよう虎こが滅ほろぼしたと聞けば、家族も諦あきらめがつく。紫薇の心の負担を軽くするための心こころ遣づかいだ。

「ありがとう存じまする……」

　紫薇はそう言って、また目頭を押さえた。

　そこへ、「失礼します」と、白琳が茶器を乗せた盆ぼんを手にやって来た。

「灰かい道どう士しさんにも、お茶を淹いれた方がいいですか？」

　一人一人に茶ちや碗わんを配りながら、彼女は言った。

「灰道士？」

　青蓮は聞き返した。

「だって、名無しの灰色の道士さんじゃ、呼ぶ時に不便なんだもの。紫薇様も道士だし」

「好きに呼ぶがいい」

　灰色の道士が言った。これまで、青蓮の入れ墨ずみについて尋ねた他は、まったくと言っていいほど口を開かなかった彼である。しかも、穏おだやかに微笑ほほえんでいる。

（女の子だから？　女子力ってすごい……）

　新たな発見である。

　白琳は、新たに茶を淹れようとして、「いた……」と顔をしかめた。茶器を置き、痣のある腕うでを押さえて、その場にうずくまる。

　日が暮れたのだ。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　青蓮は席を立って、彼女に歩み寄り、顔をのぞきこむ。

「あたしは平気。それよりも、お母さんを診みてあげて……。きっと苦しがっているわ」

　彼女は顔を上げて、無理やりといったような笑えみを浮うかべた。よほど母親が心配なのだろう。

「青蓮は広間で修法を始めてくれ。私と朱虎は、土蔵の殭キヨン屍シーの様子を見て来る。黒麒には灰道士を見張っていてもらいたい」

　黄豹が言った。すでに灰道士という呼び名をすんなり受け入れている。

「その前に、黒麒、白琳を広間へ運んであげれば」

　朱虎にそう言われて、黒麒は渋しぶ々しぶといった様子で腰こしを上げたが、

「いえいえ、いいです。青蓮さんと一いつ緒しよに歩いて行きます」

　白琳は怯おびえた様子で青蓮の腕にしがみついた。黒麒から、またぶわっと怒ど気きが迸ほとばしる。

「あ、あの、白琳、黒麒……」

　女の子にしがみつかれるのも困るし、黒麒の機き嫌げんがこれ以上悪くなるのも困る。

　それにしても、黒麒の機嫌が悪すぎる。夕食前だし、空腹のせいだろうか。

「黒麒、あとで厨ちゆう房ぼうを借りて、夕食を作って持って来ますから……少し辛しん抱ぼうして」

　白琳を支えて歩きながら、青蓮は肩かた越ごしに黒麒を振ふり返った。しかし、彼の視線はすでに灰道士に向かい、青蓮の呼びかけには答えなかった。







「ラサ、ラクタ、マーンサ、メーダ、アスティー、マッジャー、シュックラ──」

　板いた敷じきの広間に結けつ跏か趺ふ坐ざし、青蓮は羅ら刹せつ天てんの第一の真言を唱える。羅刹の呪のろいに冒おかされた者を深く眠らせ、痣あざの広がりを止める真言である。

　白琳を含め、それまで、痛みを訴うつたえていた人々が次々と静まっていった。

「アーマパーチャナシローダーラ──」

　次し第だいに、体温が低下し、呼吸と脈みやく拍はくが少なくなっていく。同時に、それまでじわじわと広がっていた痣が、動きを止めた。その様子を見て、紫薇が目を丸くする。

「これで、一いつ時ときほどは眠っていると思います」

　里人をすべて眠らせると、青蓮は座り直して額の汗あせを拭ふいた。本当は、すぐにでも薬を作って治ち療りようを始めたいが、道具も材料も足りない。

「お若いのに、大した法力をお持ちでございますな」

　紫薇はしきりに感かん嘆たんする。

「わたくしなどは、せいぜい痛み止めの膏こう薬やくと眠り薬を作るぐらいでございました」

　彼女は、「念のために余分に作っておきましょう」と、棚たなの上から箱を下ろし、中に入っていた何種類かの薬草をすり鉢ばちで練り始める。

　ふっと漂ただよって来た薬草の匂においに、青蓮は目を瞬またたいた。

（この匂い……）

　並んで寝ねかされている里人に重なって、別の光景が思い浮かぶ。

　同じように、大勢の人々が板の間に寝かされていた。しかし、みな山や羊ぎの毛皮にくるまっている。そして誰だれかと一緒に、膏薬を貼はる自分──。

　途と端たん、ドクンと心臓が跳はねた。昨日のように、息苦しさが始まるような気がして、青蓮は急いでその光景を頭から振り払はらった。

「どうかなさいましたか？」

「いいえ……。あの、その薬は？」

「樟くすと他ほかの薬草をいくつか練り合わせて、痛み止めの膏薬にするのでございます。痛みを多少和らげる程度で、痣の広がりを止めることはできませぬが、それが何か？」

「ずっと以前に、嗅かいだことがある匂いだなと……」

「薬くす師しの間では、古くからよく使われております。皇こう宮ぐう勤めをしておりました時にも重宝されました」

　紫薇の言葉で、「そういえば」と、青蓮は先刻の会話を思い出す。

「先ほど里の方たちがなぜ羅刹の呪いに冒されたのかという話をしていた時に、十年前の厄やく災さいでも、と言いかけておられましたが、十年前に何があったのですか」

　原因究明の鍵かぎになるかもしれないと、青蓮は尋ねた。

「単なる昔話でございますよ。同じような厄災に見み舞まわれた里があったと、それだけのことでございます」

「同じような厄災？　あの、もう少し詳くわしく……」

「本当は秘密にしておかなければならないのですが、あなた様は羅ら刹せつの呪いについてご存じなので構いますまい」

　紫薇はそう前置いて、薬草を練りながらポツポツと語り始めた。

「十年前、皇宮で、さる高貴なお方と、その側そば仕づかえの者が、突とつ然ぜん殭キヨン屍シーになり、大変な騒そう動どうとなりました」

「突然、殭屍になるって……」

　青蓮は目を瞠みはった。

「誰ぞが不老不死を望み、羅ら刹せつ天てん像ぞうが持ち出されたのでございましょう」

（じゃあ、これは、百年間ずっと大だい雁がん塔とうに封ふうじられていたんじゃなかったんだ）

　青蓮は懐ふところの羅刹天像を衣ころもの上から押さえる。

「大勢の女によ官かんや宦かん官がん、衛え士じが嚙かまれて、殭屍となってしまいました。それが皇宮の騒動でございます。殭屍のほとんどは、何とか退治したのでございますが、数名が行方ゆくえ知れずに──。それで、高力士様が大だい唐とう全域を極ごく秘ひに捜そう索さくされたのでございます」

　紫薇が練る薬草から、むせかえるほどの樟の匂いが立ち上り、青蓮は軽い目眩めまいを覚えた。

「その折に、殭屍に嚙まれてもいないのに、灰色の痣ができ、殭屍になってしまうという厄災が、西方の辺境で起きていたことが判明いたしました。中には、里人がすべて殭屍になってしまった里もございました。殭屍を滅ほろぼすために、軍ばかりでなく、長安から何人もの僧そうや道士が派は遣けんされました。わたくしも多少は方術が使えましたので、その殭屍の掃そう討とうに加わったのでございます。そこで怪け我がを負い──」

「それが十年前……」

　青蓮が、鬼おに火びで里を滅ぼした年だ。

（里人がすべて殭屍に……）

　またも、この広間で眠ねむっている里人に、あの山羊の毛皮にくるまった人々の光景が重なった。

　薬を練る紫薇に、山羊の毛皮を羽織った女の姿が重なる。

（僕の故郷……？）

　記き憶おくをたぐろうとすると、鼓こ動どうが速くなり、息苦しくなってくる。

「このように静かだと、不安になりまする」

　紫薇の声に、青蓮は現実に引き戻もどされた。長く息を吐つき、まだ高鳴っている胸を押さえる。

「みな、息をしているのでございましょうか」

　紫薇は、薬草を練る手を止めて、眠っている里人の脈を取り始めた。

「ああ、大丈夫です。呼吸数や脈が少なくなっているだけで……」

「ですが、もともと病弱な者もおります。頭部が痣に覆おおわれる前でも、亡なくなれば殭屍として蘇よみがえってしまいまするゆえ」

「──そうなのですか!?」

「昨夜、殭キヨン屍シーになった者は、頭部を痣に覆われたからではなく、それぞれの持病が原因で亡くなりました。羅ら刹せつの呪いに冒されたことが引き金になったのでございましょうが」

「大変だ……」

　青蓮は、慌あわてて里人たちの脈を調べた。

（飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの林りん尚しようさんが、修ず法ほうの途と中ちゆうで亡くなったけれど……）

　彼がどのように埋まい葬そうされたか、青蓮は聞いていない。亡くなったのは日のある時刻だったので、あれから間もなく土に還かえってしまったのだろうか。

「今のところ、異常はなさそうですね」

　一通り、里人の脈を確かめると、青蓮はほっと息をついた。その途端、腹がぐ～っと鳴った。そこで、黒麒に何か食べさせなければと思い出す。

「あの、紫薇さん、連れの者たちに何か食べさせたいので、厨房を貸していただけますか」

　青蓮は立ち上がった。

「これはこれは、夕食も差し上げず、失礼いたしました。ただ今、急ぎ支し度たくを──」

「いいえ、料理は僕がするので、紫薇さんはこちらにいて、誰かが目を覚ましそうになったら知らせてください」

「あなた様がお料理を？」

「僕、寺では掃そう除じ洗せん濯たく食事の支度が主な仕事なんです」

「さようにございますか。では御ご案あん内ないいたしましょう。ついでに水を取り替かえますゆえ」

　そう言って紫薇は、広間に備えてあった手洗い用のたらいを抱かかえて、青蓮を厨ちゆう房ぼうへ導く。

　彼女はたらいの水を捨てると、水みず瓶がめの水を釜かまに注ぎ、かまどの火を熾おこし始めた。

「手洗い用の水も沸わかすのですか？」

　青蓮は少し驚おどろいた。玉ぎよく華か寺じでは、清せい浄じような湧わき水が出るので、飲料水さえも沸かさずに使っている。

「里の者が羅刹の呪いに冒されて以来、飲み水も手洗いの水も洗せん濯たくの水も、すべて一度沸かすようにしております。流は行やり病であろうが呪いであろうが、このような場合は水に注意を払わねばなりませぬ。湯が沸いたら、まな板も包丁も食器も、一度湯をくぐらせるがよろしいと存じまする」

「ああ、毒消しですね」

　青蓮は大きな鉢はちを借り、使う予定の食器や調理器具をすべてその鉢に入れた。湯が沸くのを待って、鉢に熱湯を注ぐ。

（これ、前にやったことがあるような……）

　もうもうと立ち上る湯気に、妙みような既き視し感かんがあった。

　かまどに薪まきをくべる紫薇に、また山羊の毛皮を羽織った女が重なる。

　再び動どう悸きが始まり、息苦しくなってくる。

　脳のう裏りに映る女が、袖そでをまくり、かまどに薪をくべる。火に照らされた彼女の右みぎ腕うでには、赤い睡すい蓮れんの入れ墨ずみ。

　──こういう場合は、水に注意を払わなければいけないのよ。

　女が振ふり返った。

「お母さん……？」

　ドクンと心臓が大きく一つ鳴った。

「何やってるんだ、阿あ呆ほう」

　いきなり手をつかまれ、青蓮はハッと我に返った。見上げると、不ふ機き嫌げんこの上ない黒麒の顔がある。

「自分の手をゆでてどうする」

　どうやら、危あやうく熱湯に手を突つっこむところだったらしい。柳りゆう葉よう刀とうの柄つかに乗っている茶々が、心配そうに青蓮を見上げている。

「……ぼんやりしてて……。あ、ありがとう……」

　黒麒の声を聞くのは、ずいぶんと久しぶりな気がした。罵ば声せいにもかかわらず、ひどくほっとする。

「まだ夕食ができていなくて……すみません。急いで作りますから」

「飯は後だ。黄豹が、三蔵に連れん絡らくを取れと言っている」

　黒麒はぶっきらぼうにそう言って、くるりと背を向けた。

（連絡ついでに、三蔵様に訊きいてみようか。十年前のこと……）

　黒麒の後について暗い廊ろう下かを歩きながら、青蓮はふとそんなことを思った。訊くのは怖こわかったが、これ以上、失った記憶に振り回されるのも嫌いやだった。







　里人が深く眠っているせいか、広間の〈気〉は、無人の部屋のように静まっていた。

「ノウボウ、アラタンノウトラヤーヤ、ノウマク、アリヤーミターバーヤ──」

　青蓮は、結けつ跏か趺ふ坐ざし、へその前で定印を結ぶと、阿あ弥み陀だ如によ来らいの真言を用いて、〈識しき〉を皇こう宮ぐうへ飛ばす。

　青蓮の背後には、紫薇と、黄豹、黒麒が座り、青蓮の術を見守っていた。朱虎は小部屋で灰道士を見張っているとのことだった。

　紫薇は、青蓮が〈識〉を飛ばすと聞いて、「わたくしが何年かかっても習得できなかった術を──」と、とても驚いていた。

「タタギャタヤアラカテイ、サンミャクサンボダヤー、タニャタ──」

　やがて、青蓮の前の地面に、淡あわく白い光が凝こり、次し第だいに人ひと形がたを成し始めた。

　人形は、実際の人間の半分ほどの大きさで、半ば透すき通っている。

「──サラバキャラマキレイシャキシャヨウキャレイ、ソワカ」

　人形の目鼻がはっきりし、真言を唱え終わる頃ころには、寝ね間ま着き姿の三蔵の形を成した。

　例によって、あぐらをかき、寝間着の襟えりはだらしなくはだけている。周囲には書物が散乱し、茶器が転がっていた。

（三蔵様、どうして皇宮で、そんなだらしない真ま似ねができるのですか？）

　問いたいが、今はそれどころではない。

「三蔵様、聞こえますか？」

『……蓮か。辛かろうじて……が、何かあった……灰……道士は？』

　三蔵の声は、ひどく聞き取りにくかった。人が動くと〈気〉が乱れ、〈識〉が届きにくくなる。深夜だが、皇宮では衛え士じや女によ官かん、宦かん官がんが起きているためだろう。

「灰道士──殭キヨン屍シーを操あやつっていた灰色の道士は捕とらえました。けれど、北庄という里の人たちが、みな羅ら刹せつの呪のろいに冒おかされて──」

　青蓮はこれまでの経けい緯いや北庄の状じよう況きようをかいつまんで話した。

『里人が全員？　……に嚙かまれたのではなく……』

　三蔵が眉まゆをひそめる。

「どのような原因が考えられますか？　もしも他ほかの里でも同じことが起こっていたら、急いで手立てを講じなければ──」

『……を調査……感かん染せん源げん………………』

　よく聞き取れないが、三蔵のことだ、北庄の状況がわかれば手を打つだろう。

「それで、修法を施ほどこしたいのですが、手持ちの道具では足りないので、送っていただきたいのです。それから、灰道士を引き取ってもらえるよう、禁軍に連絡をお願いします」

『わか……た。手配……』

　そこの部分は、何とか話が通じたらしい。これで必要なことはすべて連絡した。

「あの、三蔵様、これは北庄とは関係がないのですけれど──」

　鼓こ動どうが速くなり、手の平が汗あせばんできた。

「十年前、三蔵様は、どこで僕を拾ったのですか」

　背後で黒麒が身じろいだが、青蓮は気づかず、さらに問いを重ねる。

「十年前のあの夜、三蔵様は、なぜあの場に居合わせたのですか？　僕の故郷で何があったのですか？　なぜ、僕は何もかも忘れて──」

　そこまで言って、青蓮は胸を押さえた。動悸が激しく、息がうまくできない。

　失った過去について話そうとすると、苦しくなるのはなぜなのか、それも知りたかった。

『いきなり……んだ。私が君を見つけ…………あの時………………だから』

「聞こえません！　三蔵様、もう一度、仰おつしやってください。僕はどこで拾われたのですか!?」

『君を拾ったのは──』

　そこで突とつ然ぜん、三蔵の幻まぼろしがぷつっと消えた。

「三蔵様！」

〈識〉の気配も消えてしまった。〈場〉が乱れたのだ。誰だれかが、三蔵様の部屋を訪おとずれたのだろうか。楊よう貴き妃ひでないことを祈いのるが──。

（必死の思いで尋たずねたのに……）

　青蓮はがっくりと肩かたを落とし、ぜいぜいと荒あらい息をついた。







「おいし～。青蓮のご飯、食べるの久しぶり」

　鶏とりの蒸むし物を口に運び、朱虎は下がり気味の目め尻じりを一層下げた。

「うむ、評判通りの美味だ」

　淡たん々たんとした黄豹の口調の中にも、満足げな響ひびきが混じっている。先月、飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの兵舎で青蓮が食事を作っていた時に、彼は羅ら刹せつ天てんの修ず法ほうで眠ねむっていたため、青蓮の手料理を食べるのは初めてだった。

　灰道士を縛しばってある小部屋の卓たく子しには、鶏の蒸し物の他、春野菜の和あえ物、豚ぶた肉にくと青菜の炒いため物などが彩いろどりよく並べられている。

　黒麒は相変わらず仏ぶつ頂ちよう面づらだったが、食べる勢いはすさまじい。

「お口に合ってよかったです。時刻が時刻ですから、短時間でできる料理しか作れなくて」

　非ひ時じ食しき戒かいを守る青蓮は、白さ湯ゆの入った茶ちや碗わんを手にしているだけである。

「大だい丈じよう夫ぶ、十分おいしいよ。ねえ茶々。青蓮を連れて、オレのところに嫁よめに来て。幸せにしてあげるよ──ってか、柳葉刀のどこが気に入ったの？　多た節せつ鞭べんじゃダメ？」

　朱虎が茶々に話しかける。彼女はまだ黒麒の腰こしに下がっている柳葉刀の柄に乗っていた。

「あの……灰道士には食事をさせなくていいのですか？」

　青蓮は、柱に縛られたままの灰道士をチラリと見た。うつむいているので表情はわからないが、捕らえて以来、水と少量の薄うす粥がゆしか与あたえていないので、空腹であることは間ま違ちがいない。

「必要ない」

　灰道士を振り向きもせずに黄豹は答えた。同どう僚りようを殭キヨン屍シーにされた恨うらみの深さがうかがえる。

「ところで、青蓮。君は先ほど三蔵法師に十年前のことを尋ねていたな。どこで拾われたのかと。よかったら子細を聞かせてくれないか」

　唐とう突とつな問いだし、しかも灰道士の前だ。けれど、黄豹は十年前に皇宮で起きた殭屍騒そう動どうを知っている。彼の頭の中では、それらの関連も含ふくめて、青蓮には計り知れない思考が働いているのだろう。

「その……僕は、三蔵様に拾われる以前の記き憶おくがなくて……」

　話そうとした途と端たんに、動どう悸きが始まった。青蓮は胸を押さえて、肩で息をする。

　三人の箸はしが止まった。視線が青蓮に集まる。灰道士も青蓮を見ていた。

「……すみません……。そのことを話そうとすると……何だかドキドキしてしまって……」

　青蓮は額に浮ういた脂あぶら汗あせを拳こぶしでぬぐった。

「記憶を失っていたのか。悪かった」

　いつもは無表情の黄豹が、痛ましげな視線を投げかける。

「オレの知り合いに何人かいるよ、そういうやつ。最前線で死にかかって、そのことを全然憶おぼえてないとか、思い出そうとすると具合が悪くなるとか」

　朱虎は、よくあることさと、軽い調子で言った。

「以前はこんなことはなかったのですが……」

　この動悸と息苦しさが始まったのは、灰道士に、どこで入れ墨ずみを彫ほったのかと、尋ねられた時からだ。

　青蓮は布を巻いた右みぎ腕うでに目を落とす。

（今まで、そんなこと誰も訊かなかったものな）

　黒麒に出会ったばかりの頃、彼にあれこれ訊かれたが、その時は、十年前に鬼おに火びを喚よんだことや、それ以前の記憶がないことを話す気はまったくなかった。行動をともにするうちに、せめて黒麒には、打ち明けたいと思うようになったが、なかなか覚かく悟ごが決まらなかった。

　そこへ灰道士に問われたのだ。

（犯おかした罪を打ち明ける勇気がないだけじゃなくて、僕は、心の底で、記憶を取り戻もどしたくないと思っているのかもしれない）

　青蓮は黒麒に目をやる。彼はひたすら料理を口に運んでいた。食しよく欲よくは旺おう盛せいだが、ものすごく不ふ機き嫌げんそうだ。

（何があったんだろう。皇こう宮ぐうを出る前の日までは、上じよう機き嫌げんだったのに）

　これでは、慚ざん愧き懺ざん悔げどころか、他た愛あいのない内容でも話しかけにくい。

　そこへ、「青蓮殿どの、里人の何名かに目覚める気配がござりますゆえ」と、引き戸の向こうで紫薇の声がした。

「すぐに行きます」

　青蓮は席を立った。

「休む暇ひまもないね。青蓮、大丈夫？」

　朱虎が労いたわしげに言った。

「羅ら刹せつ天てん第一の真言は、それほど法力を使わないので大丈夫です」

　里人の痣あざが広がれば広がっただけ死に近づくのだ。それを考えたら、眠いの疲つかれたの、馬に揺ゆられて尻しりが痛いのと言っていられない。

「ゆっくり食べててください。食器はどうかそのままで。後で片づけに来ますから」

　青蓮は、彼らにそう言い置き、急いで広間へ向かった。




（くそ──）

　黒麒は焦あせりと苛いら立だちを持てあましながら、ひたすら食べた。青蓮の作った料理を旨うまいと感じる自分にも腹が立つ。

（お前の生まれは庭てい州しゆうの銀ぎん棘きよくだ！）

　言葉が飛び出そうだった。

（お前の犯した罪というのは、俺の両親を、里人全員を、鬼火で焼き殺したことだろうが！　俺は、お前が滅ほろぼした里の生き残りだ。お前は、親の仇かたきだ！）

　繰くり返し何度も心の中で喚わめいた。

　声に出さないのは、灰道士に付け入らせたくないからだ。告げれば、おそらく憎にくしみを抑おさえきれなくなる。灰道士を引き渡わたすまでは、隙すきを作るわけにはいかない。

「記憶がないとか、いったい何があったんだろう。うちらの兵舎で修法をしてる時も思ったけど、なんで青蓮は、あんなに自分を痛めつけるんだろうね」

　何も知らない朱虎は、椅い子すの背もたれに寄りかかって、吞のん気きに干し棗なつめを齧かじる。

「自分を罰ばつしているのだろう」

　答える黄豹は、几き帳ちよう面めんに蒸し鶏を箸で一口大に分けていた。

「何でそう思うんだ？」

　罰という言葉に引っかかり、黒麒は尋ねた。

「もちろん、おみ──」

　言いかけた黄豹の言葉に、黒麒は「おみくじで、とか言うんじゃねえぞ」とかぶせた。

「林尚が修法の途と中ちゆうで死んだ時、青蓮は自分を責めた。彼は、弁解も責任転てん嫁かも一いつ切さいしなかった。なぜ記憶を失ったのか、過去に何があったのか、私にはわからないが、青蓮はそれらすべてを自分のせいだと思っているのだろう。だから語ろうとすると辛つらくなるのではないか？」

「真ま面じ目めで真っ直すぐなんだよねー。剃てい髪はつもしていないのに、戒かい律りつを守ろうとするし。けど、そういう生き方を貫つらぬくには線が細すぎるかも」

　朱虎は肩をすくめて微び苦く笑しようする。

（そんなことはわかっている。だからといって、許せるほどあいつの罪は軽くねえ）

　青蓮に好意的な二人の言葉を、黒麒はジリジリしながら聞いていた。

　朱虎は「そういえば」と、背もたれから身を起こし、灰道士に向き直った。

「あんた、前に、青蓮の入れ墨がどうとかって訊きいてたよね。あれどういうこと？　オレら、入れ墨ってのも初耳なんだけどさ。青蓮の昔のこと、何か知ってるの？」

　同じことを黒麒も思った。

　──そなたの右腕の入れ墨。確か、青い睡すい蓮れんの入れ墨だったな。どこで彫ったのだ？

　灰道士は確か、そう尋たずねた。彼は〈識しき〉を飛ばして離はなれた場所の光景を見ることができる。どこかで青蓮の入れ墨を見たのだろうが、入れ墨がある理由を訊くのならともかくも、彼は青蓮が入れ墨を彫った場所、つまり故郷はどこかと尋ねたのだ。

（何を知っているんだ。こいつは──）

　黒麒は灰道士の表情をうかがう。けれど、灰道士は薄うすく笑えむばかりで何も答えない。

（ったく、どいつもこいつも──）

　苛立ちは募つのるばかりだ。

「黄豹。こいつの迎むかえはいつ来るんだ？」

　黒麒は灰道士を顎あごで指した。灰道士さえ引き渡してしまえば、遠えん慮りよは必要ない。

　仇を討うってやる。そのあと豹ひよう虎ことやり合うことになっても構わない。羅ら刹せつ天てん像ぞうは誰だれか別の者が捨てに行けばいい。

「何とも言えんな。ここはおみくじで──」

　黄豹は箸を置くと、剣けん帯たいに挟はさんだ竹たけ筒づつを取り出し、シャカシャカと振ふり始めた。

「この──」

　思わず柳りゆう葉よう刀とうに手をかけようとし、黒麒は、指に鋭するどい痛みを感じて、刀の柄つかに目を移す。

「ギ──」

　見れば、茶々が指を嚙かんでいた。険しい顔でこちらを睨にらんでいる。

「茶々、お手て柄がら！」

　朱虎が囃はやした。

「黒くろ鉄がねの狼おおかみは、いたいけな小こ猿ざるちゃん相手に、本気で喧けん嘩かなんかしないよねー」

　先にそう言われてしまったら、怒ど鳴なれない。

「…………寝ねる」

　黒麒は嚙まれた指をさすりながら席を立った。
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「青蓮殿、今のうちにお休みくだされ」

　東の空が白み始めると、紫薇に声をかけられた。

「はい、ありがとうございます」

　青蓮は、深く眠ねむっている里人を見回し、異常がないか確かめる。

　本来は、眠らせたままで修ず法ほうの次の段階に入るのだが、修法に必要な道具や材料がまだ届かない。日が昇のぼれば、痣は広がらなくなるので、あえて里人を眠らせておく必要もなかった。

「じゃ、失礼します」

　会え釈しやくしながら引き戸を開け、広間を出ようとして向き直った途端、ボスッと黒いものにぶつかった。

「あたた……」

　ぶつけた鼻をさすりながら見上げると、不機嫌な黒麒の顔がある。

「ご、ごめんなさい。よそ見していて」

　彼は無言で、青蓮を睨んでいた。いつもの「どんくせえやつ」はない。

「もしかしてお腹なかが空いてます？　待っててください。すぐに朝ご飯にしますから」

「飯はあとでいい。とにかく、この猿さるを何とかしろ」

　黒麒は柳葉刀の鞘さやをつかんで掲かかげた。柄には、まだ茶々がしがみついている。

「夕べもずっと貼はりついていたんですか？　茶々、こっちにおいで」

　青蓮は茶々に手を差し伸のべたが、彼女は頑がんとして柄から下りない。

「茶々、どうしちゃったの」

　抱だき上げようと、白いふわふわの脇わきに手を差し入れたら、茶々は「ギッ」と歯を剝むいた。青蓮を威い嚇かくするのは初めてだ。

「な、何だか、そこがものすごく気に入ってしまったみたいです……。茶々の気が済むまで、そこにいさせてもらえませんか」

「冗じよう談だんじゃ──」

　黒麒が言いかけた時、

「お母さん！」

　切せつ羽ぱ詰つまったような白琳の声がして、青蓮は振り返った。

「お母さん、大だい丈じよう夫ぶ？　苦しいの？」

　真言の効き目が切れて、目を覚ましたのだろう。白琳は床とこから起き上がって、母に呼びかけていた。紫薇が慌あわてた様子で歩み寄る。

「どうかしたの？」

　青蓮も白琳のもとへ行った。

　白琳の母親は、背を丸め、胸を押さえてうめいていた。何かの発ほつ作さだろうか。

「大変だ──。もう一度、深く眠らせましょうか？　それとも薬やく師し如によ来らいに祈き願がんした方がいいですか？　ある程度は症しよう状じようを和やわらげることができると思いますが」

　青蓮は紫薇に指示を仰あおいだ。

「では、薬師如来に祈願してくださいませ。薬湯を飲ませねばなりませぬので」

　紫薇は青蓮にそう言って、慌ただしげに薬草を練り始めた。

　その間に、青蓮は香こうを焚たき、結けつ跏か趺ふ坐ざして真言を唱える。

　間もなく、母親の表情が和らいできた。体から力が抜ぬけ、ゆったりと仰ぎよう臥がする。

「……ありがとうございます。……楽になりました」

　彼女の声は、ひどく弱々しかった。顔色もあまりよくない。

（この様子じゃ、修法を施ほどこしても……）

　羅ら刹せつ天てんの修法は、あくまでも羅刹の呪のろいを解くだけであって、もともとの病を治せるわけではない。悪くすれば、修法の途中で命を落とすかもしれない。

　そんな青蓮の心配をよそに、白琳は嬉うれし涙なみだを浮うかべて「お母さん、よかった～」と、母にすがりついた。

「さあ、これを飲んで」

　紫薇が薬湯を持って来た。

　青蓮は、紫薇のために場所を空け、そのまま広間を出ようとして、引き戸の所に、まだ黒麒がいることに気がついた。彼の視線を追って青蓮は振り返った。黒麒もまた白琳と彼女の母を見ていたらしい。

　母親は床に半身を起こしていた。その膝ひざに手を置いて、白琳は母を見上げている。

「お母さん、朝ご飯は、お粥かゆと麵めんとどっちがいい？」

「あら、白琳は麵が打てるようになったの」

「うん。こないだ紫薇様に習ったの。だって、お母さん、麵が好きでしょ？」

　そんな会話が聞こえた。今までも、病弱な母の代わりに白琳が家事をしてきたのだろう。

「助けたい……です」

　白琳と母親に目を留めたまま、青蓮は呟つぶやいた。

「ねえ、お母さん。具は何がいいかな。肉とか使った方が滋じ養ようがつくかしら」

　白琳は慕したわしげに母を見上げていた。

「あなたが作ってくれた物なら、きっと何でもおいしいわ」

　白琳を見る母の目も、愛いとしげだった。

「あの方の病は重じゆう篤とくで、修法をしてもだめかもしれません。でも……彼女を、助けたいです」

「償つぐないのためか？」

　頭上で、黒麒の低い声がした。

「償いたいという思いは……もちろんあります」

　自分の母親を助けられなかったから、その代わりに、せめて白琳の母は助けたいという思いもある。

「でも、それだけではないような気がします」

　白琳と母親が、他た愛あいのない話をして笑っていた。その光景が、青蓮にはひどく愛おしく感じられた。自分の母の笑顔の記き憶おくは失われてしまったが、心の奥には、母と過ごした時間に味わった幸福感が詰つまっているのだろう。

「あの親子が、幸せであってほしいから……だと思います」

　白琳の母を助けるのは難しいとわかっていても、そう願わずにはいられない。

「ああ」

　黒麒がポツリと相づちを打った。




　一方の黒麒は、幼い頃ころの自分と、白琳とを重ねていた。

　母親の言うことなど聞かなかった。勝手に馬を引き出して、砂さ漠ばくへ遠乗りに出かけたり、入ってはいけないと言われていた洞どう窟くつを探検したり、鳥の巣を見たくて崖がけをよじ登ったりした。

　だから叱しかられてばかりいた。

　──お前が死んだら、母さんは生きていけない。

　と、泣かれることも度たび々たびだった。

　一人っ子の自分は、母に溺でき愛あいされていたのだろう。

　白琳の気持ちも、彼女の母の気持ちもよくわかる。そして、母を失った時の悲しみも──。

　同じ思いをさせたくない。

「あの親子が、幸せであってほしいから……だと思います」

　青蓮の言葉に、（お前がそれを言うのか）と思ったが、不思議と腹は立たなかった。

　自分もそう願っていたからだ。

「ああ」

　と相づちを打ち、黒麒は青蓮に目を移した。
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　青蓮は、緊きん張ちようした様子でじっと白琳親子を見つめていた。その手が黒麒の衣ころもの裾すそを握にぎる。拳こぶしが震ふるえていた。

　白琳の母の病は重篤だという。修ず法ほうをしても助けられないかもしれないという不安が、青蓮を苛さいなんでいるのだろう。

（お前は、俺の両親を殺したんだぞ──）

　心の中では罵ば声せいを浴びせているにもかかわらず、なぜか黒麒は青蓮の手を振ふり払はらうことができなかった。







　長安から二名の輜し重ちよう兵が、馬車に修法の道具や材料を積んで到とう着ちやくしたのは、翌日の朝のことだった。

「取りあえず、修法に必要な物をお届けに参りました。数日後には、羽う林りん軍の一隊が灰道士を引き取りに来る予定です」

　輜重兵はそう言っていた。

　推測通り、昭心郊こう外がいの里と、渭い南なん県で、北庄と同じような厄やく災さいが起きていて、高力士の指示で、禁軍兵と三蔵、及および大だい慈じ恩おん寺じの僧そうが対処に向かっているという。そちらに人員を割さいたため、灰道士の引き取りが遅おくれるとのことだった。

「とにかく道具を広間へ──。すぐに修法を始めます」

　青蓮は輜重兵に荷物の搬はん入にゆうを頼たのみ、禊みそぎをしたり修法の場を清めたりと、慌ただしく修法の準備にとりかかった。

　他ほかの里でも同じような厄災が起きているのであれば、そちらにも羅ら刹せつ天てんの血が必要だ。急がなければならなかった。







「顔や頭に痣あざがある人はこちらへ。持病をお持ちの方は、修法をしても問題がないか、紫薇さんに診みてもらってください」

　白い前まえ掛かけを着けて里人に指示を出す青蓮を、黒麒は、広間の片かた隅すみに座ってぼんやりと眺ながめていた。灰道士は輜重兵が見張っているのですることがなかった。

　青蓮が、香こう炉ろや供く物もつの入った小こ鉢ばちを並べる。

　一人目の里人が、青蓮の前に横たわった。

　青蓮が真言を唱え始めて間もなく、「大変、お母さんがまた発作を──」という白琳の声が聞こえた。青蓮は修法を中断して、白琳の母親のもとへ行く。

　母親に薬師如来の真言を唱える彼の表情は、必死を通り越こして悲ひ壮そう感すら漂ただよっていた。

（なんて顔をしてるんだ……）

　チリ、と黒麒の胸が痛む。

　──僕は罪を、取り返しのつかない罪を犯おかしました……。それだけは憶おぼえていて……それを償いたいと……償わなくてはと……。

　黒麒の脳のう裏りに、数日前、入れ墨ずみを見せた青蓮の姿が蘇よみがえる。

　息苦しそうに喉のどをかきむしっていた。入れ墨のある右手で鬼おに火びを喚よんだと打ち明けることが、よほど辛つらかったのだろう。

　──あの夜に、里で何が起きたのか、憶えていなくて……で、でも……僕がやってしまったのは事実で……。

　確かな記憶もなく、ただ鬼火を喚んで里を滅ほろぼしてしまったことだけを憶えているのでは、苦しいのも無理はない。

　憐あわれだとは思った。けれど、腹の底は熱いまま、憎にくしみは未いまだに消えない。

　だから、灰道士が引き取られ、青蓮が里人の修法を終えたら、殺すつもりだった。

　だが──。

　──あの親子が、幸せであってほしいから……だと思います。

　自分と同じことを、青蓮は願っていた。不安に震える彼の手を、自分は振り払えなかった。

　今、青蓮は、白琳の母を、何百人という里人を救おうとしている。

　あの調子では、飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの兵舎にいた時と同じように、おのれの命を削けずりながら修法を施すのだろう。

　青蓮は生きることに執しゆう着ちやくしていない。自分が銀ぎん棘きよくの生き残りだと青蓮に告げれば、おそらく彼は自ら首を差し出すに違ちがいない。

（俺は殺せるのか？　青蓮を──）

　黒麒は自問した。

　今まで、自分は青蓮に銀棘の生き残りであることも告げなかったし、彼の首を取ろうともしなかった。いくらでも機会があったにもかかわらず──。

　灰道士を引き渡わたしたら、修法が終わったら、と先延ばしにしてきたのは、青蓮を殺したくなかったからではないのか。

（なら、許せるか？）

　許せるわけがない。銀棘の惨さん状じようや父母の死に様を思い起こすと、どろどろとした熱い塊かたまりが腹の底から湧わき上がり、刀を抜ぬきたいという衝しよう動どうに駆かられる。

（俺は……）

　どれほどの時間が経たったのだろうか。

「見事な修法にございます」

　紫薇の声に、黒麒は現実に立ち返った。いつの間にか日が中天にかかっていた。青蓮が一人目の修法を終えたらしい。

「丸一日ほどで、痣が消え始めると思いますが、それまでは、脈も体温も上がらないようにしなくてはなりません。容態に変化があったら知らせてください」

　そう言って、青蓮はすぐさま二人目の修法にかかる。

　飛龍禁軍の兵舎でもそうだった。敵だとわかっていながら、青蓮は彼らを救おうとした。

　そんな彼のひたむきな姿に、心を揺ゆすぶられたのだ。

（……なんてこった）

　黒麒は一つ溜ため息をつくと、腰こしの柳りゆう葉よう刀とうを剣けん帯たいごと外した。

「ギ？」

　柄つかにしがみついていた茶々が、胡う乱ろんな目つきで黒麒を見上げる。

「お前のせいだぞ。クソ猿ざる」

　黒麒は茶々を睨にらみつけ、おもむろに立ち上がった。
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「ねえ。夏ならともかく、何で今いま頃ごろ、井い戸どなんかさらわなきゃなんないの？」

　集落の中央にある井い戸ど端ばたで、井戸の中に縄なわをそろそろとおろしながら、朱しゆ虎こはぶうたれた。

　朱虎が握にぎっている縄の先にぶら下がっているのは、黄こう豹ひようである。

「輜し重ちよう兵が、昭しよう心しん郊外の里と渭い南なん県でも、ここと同じ厄災が起きていたと言っていたからだ」

　井戸の中から、黄豹の声が響ひびく。

「だから、なんで井戸なわけ？」

　水音が聞こえた。「止めろ」の声で、朱虎は縄を結んで固定し、井戸の中をのぞきこむ。

「おみくじで、水難ありと出たからだ」

　ざぶざぶと、黄豹は井戸の底を探さぐっていた。

「それに、いくつかの里で北ほく庄しようと同じく、同時期に全員が羅ら刹せつの呪のろいに冒おかされた。しかも最初は痣ではなく斑はん点てんから始まった。羅ら刹せつ天てんの修ず法ほう中に、羅刹の血に触ふれて呪いにかかった青せい蓮れんと同じようにな。全員が一いつ斉せいに、となれば、考えられるのは──」

　水音が止まった。

「上げてくれ」

　黄豹は目当ての物を見つけたらしい。朱虎は固定していた縄を解ほどき、つるべを巻き上げる。

「何、それ」

　上がってきた黄豹が、衣服らしき布を持っているのを見て、朱虎は目を瞬またたいた。

　黄豹は井戸から出ると、地面にその布を広げた。

「僧そう衣い？」

　その僧衣は、白衣に墨すみ染ぞめの衣ころもを重ね、きちんと帯が結ばれていた。さらにその上に黄色い袈け裟さをかぶっている。まるで着ていた人間だけが消失してしまったような整い方だった。

「もしかすると、灰かい道どう士しは捕つかまった際の脱だつ出しゆつ手段をあらかじめ用意しておいたのかもしれん」

　黄豹は淡たん々たんと呟つぶやいた。
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「青蓮、ちょっといいかな？」

　二人目の修法が一段落したところで、朱虎に声をかけられ、青蓮は振ふり向いた。

　裏庭に、朱虎とともに、ぐっしょりと濡ぬれた僧衣を手にして黄豹が立っていた。まだ水浴びには早い季節だが、黄豹の袖そでや足も濡れている。

　青蓮は立ち上がって、掃はきだし窓へ歩み寄った。

「どこの寺の物かわかるか？」

　黄豹が尋たずねた。

「玉ぎよく華か寺じでも、同じ物を着ていらっしゃる僧は大勢います。法要などの儀ぎ式しきでは、違う色の袈裟を着けますが……。それが何か？」

　青蓮は首を傾かしげた。

「井戸に投げ込まれていたのだ」

　それを聞いた途と端たんに、またあの既き視し感かんに襲おそわれた。

　母の声が耳の奥で響く。

　──井戸に、女物の衣がひとそろい投げ込まれていたわ。まるで着ていた者だけ溶とけてしまったように。拾えたのはこれだけだけど。

　その時、母が手にしていたのは、宝石がちりばめられた冠かんむりだったように思う。

「青蓮？」

　朱虎に声をかけられ、青蓮は慌あわてて僧衣から目を上げた。

「は、はい。すみません。ちょっと考え事をしていて」

「確かめたいことがある。三さん蔵ぞう法ほう師しに連れん絡らくが取れるか？」

「三蔵様が、他ほかの里にお出いでになっているなら、難しいと思います」

　黄豹の問いに、青蓮は頭かぶりを振った。〈場〉が安定していなければ〈識しき〉は飛ばせない。

「黒こく麒きを使いに出せば？　彼、そこらの騎き馬ば兵より達者に馬を操あやつるでしょ？　夜を待つよりも、その方が早いかもよ」

「黒麒なら、そこに──」

　と、青蓮は広間を振り返ったが、さっきまでいたはずの黒麒の姿がない。

「灰道士の見張りに行ったのでしょうか？」

「だが、柳葉刀を置いたままだ」

　黄豹に言われて、青蓮は柳葉刀が剣帯ごと放置されていることに気がついた。

「キ──？」

　鞘さやの上では、茶ちや々ちやが怪け訝げんな顔でこちらを見ていた。







「黒麒、どこにもいないよ」

　夕方近くになって、黄豹とともに広間に戻もどってきた朱虎は、肩かたをすくめて頭を振った。

「いないって、そんな──」

　修法の手を止め、青蓮は二人に向き直る。

　彼らは、灰道士を閉じこめてある小部屋も含ふくめて、里のすべての家を捜さがしたが、黒麒の姿はなかったという。

「灰道士が、黒麒に何かしたとは思えないんだよね。術封ふうじの不ふ動どう明みよう王おうの真言が書いてある札は、ちゃんと灰道士の左胸に貼はってあったし、見張りの輜重兵も何事もなかったっていうし。黒麒が誘ゆう拐かいされるなんてあり得ないし、ってか、黒くろ鉄がねの狼おおかみを拐かどわかそうなんてやつがこの世にいるわけないし。何か事件があってここを飛び出したんなら、柳葉刀を持って行くはずだし」

「旅のための携けい帯たい品はすべて残っていた。この先、私たちと行動をともにする気はないということだろう」

「どういうこと……ですか？」

「多分、黒麒は、自分から出て行ったんだよ」

「出て行った!?」

　青蓮は腰を浮うかせた。

「柳葉刀を置いていったのは、任務から外れるという意思表示だろう」

　黄豹が朱虎の腰に提さげられた柳葉刀に目を移す。皇こう帝ていからの拝領の品を放置しておくわけにはいかないので、取りあえず朱虎が柳葉刀を預かることになったのだ。

「茶々が離はなれなかったからかもしれないよ」

　朱虎は鞘をつかんで柳葉刀を掲かかげた。茶々はまだ柄にしがみついている。

「青蓮、黒麒から何か聞いてない？」

「いいえ……特に何も……」

　思い当たることは何もない。突とつ然ぜんのできごとに、青蓮はひたすら驚おどろいていた。

「三蔵法師への使いは、輜重兵の一人に頼たのむにしても、ここで黒麒に抜ぬけられるのは痛い」

　黄豹の淡々とした口調の中には、若じやつ干かんの焦しよう燥そう感かんが滲にじんでいた。




　その頃ころ、黒麒は眉み間けんに皺しわを寄せ、街かい道どうを長ちよう安あんへ向かって歩いていた。

（この先、何食わぬ顔であいつと一いつ緒しよにいられるほど、俺はできた人間じゃねえ）

　憎にくしみは消えない。けれど、殺すこともできない。

　さんざん思い悩なやんだあげく、黒麒が出した結論は、青蓮の前から姿を消すことだった。

　皇帝から命ぜられた任務のおおよそは果たした。羅ら刹せつ天てん像ぞうと巻物を捨てに行くだけなら、黄豹と朱虎がついていれば十分だ。

（長安へ戻って、一仕事して金を貯ためて──）

　庭てい州しゆうへ帰ってもいいし、幼い頃のように、隊商に加わって遥はるかな西方へ旅をしてもいい。

　そうして忘れよう。

　自分に親がいたことも、麴きく瑛えいという仇かたきがいたことも、何もかも──。

　腹の底が熱いわりに、胸の辺りが妙みようにすかすかして不快だったが、それも時間が解決してくれるはずだ。

（だがもしも、青蓮が修法をやり損そこなったら──）

　ふと、そんなことを思い、黒麒は足を止めて、北庄の方角を振り返る。

　その後は、まさしく疫えき病びようのように殭キヨン屍シーが増え続け、滅ほろぼすのは青蓮の役目になるだろう。

　修ず法ほうで救えなかった者を、自らの手で──。

（滅ぼせるのか？　あのどんくさくて、臆おく病びようで、気弱なへたれ童どう子じに）

　飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの兵舎で、修法を行っている最中に兵の一人が死んだ時には、錯さく乱らん状態だった。

　──自分を罰ばつしているのだろう。

　黄豹の声が耳の奥をかすめる。

　殭屍を滅ぼせなければ、真っ先にやつらの餌え食じきになるのは青蓮だろう。

「俺がいなくて大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　と呟いてから、仇の心配をしている自分に気づき、黒麒は舌打ちをする。

（灰道士に勝手な真ま似ねさえさせなけりゃ、黄豹と朱虎が何とかするさ）

　自分にそう言い聞かせ、黒麒は視線を前方に戻すと、足早に歩き始めた。







（黒麒、なんで、いきなり出て行ったんだろう……）

　黄豹と朱虎は輜し重ちよう兵と打ち合わせると言って、灰道士を閉じこめた小部屋へ行き、青蓮は修法の続きを行うために、鉢はちに張った水に手を入れて洗い清める。

（皇こう宮ぐうを出た時から、機き嫌げんが悪かったけど、それにしたって……）

　黒麒は約束を守る男だ。羅ら刹せつ天てん像ぞうと巻物を捨てに行くのは勅ちよく命めいによるもの、言わば皇帝との約束だ。

（途と中ちゆうで放ほうり出すなんて、黒麒らしくない。よほどの事情があるんだろうけど）

　なぜ、その事情を言ってくれなかったのか。

　手を拭ふきながら、布を巻いた右みぎ腕うでに目をやる。

　せめて、黒麒には打ち明けたいと思っていた。今まで誰だれにも言えなかった、自分の罪を。

　一度、試みて失敗したが、その気持ちは今でも変わらない。

　黒麒の前では誠実でありたいと思っていた。けれど──。

（かけがえのない友人だと思っていたのは、僕だけだったのかな……）

　黒麒は皇宮を出た時から、灰道士を捕とらえて長安へ送り届けたら、去るつもりだったのかもしれない。

　北庄へ寄ることになったが、輜重兵が来たため、灰道士を見張る必要もなくなり、数日後には羽う林りん軍が灰道士の迎むかえに来ることがわかった。

　黒麒にしてみれば、予定通りの行動なのかもしれない。

（ただ、僕に何も言わなかっただけで……）

　勝手に頼たよりにして、彼なら、いつでもそばにいて助けてくれると思い込んでいた。

（驕きよう慢まんもいいとこだ）

　青蓮はうなだれる。その時──。

「青蓮さん、来て！　お母さんが！」

　悲鳴に近い白はく琳りんの声が、耳に飛び込んできた。

　振ふり向くと、母親は背を丸めて胸を押さえ、白琳は母親の背をさすっている。

　青蓮は急いで白琳の母のもとへ行って、薬やく師し如によ来らいの真言を唱えた。その間に、紫し薇びが薬湯を持ってやって来た。声を聞きつけたのか、黄豹と朱虎も駆かけつける。

　彼女の顔面は蒼そう白はくで、大量の汗あせをかいていた。真言が効いてきたのか、一いつ旦たんは、治まったのだが、それも一いつ瞬しゆんのことで、彼女は間もなく胸を押さえて苦しがる。

　真言を唱え終わっても、彼女の発ほつ作さは治まらなかった。

　青蓮はありったけの法力をこめて、二度目の真言を唱えた。

　母親の体から力が抜けてきた。しかし回復の兆候ではない。唇くちびるは青く、目が虚うつろだった。

　息をしていないことは明らかだった。

「お母さん！　しっかりして」

　白琳が悲痛な叫さけび声を上げ、母親の肩を揺ゆさぶる。

　黄豹が脈を取った。

「ひどく弱い。それに安定しない」

　朱虎が母親を仰ぎよう臥がさせ、彼女の胸に手の平を当てて、鼓こ動どうを補助するかのように何度か強く押した。黄豹が彼女の顔に耳を近づけ、呼吸を確かく認にんする。

　青蓮は三度目の真言を唱えた。その間、朱虎は絶え間なく母親の胸を押し続けた。

　けれど、彼女は息を吹ふき返さなかった。

（まさか……）

　青蓮の心臓はドクドクと煩うるさいほどに鳴っていた。呼吸が荒あらくなり、真言を唱える喉のどが詰つまってくる。背中に冷たい汗が流れていた。

　四度目の真言を唱えようとした時、「もういい」と、黄豹に制された。朱虎も彼女から手を放す。黄豹は脈と呼吸を確認した。

「亡なくなった」

　青蓮の心臓がドクンと、一ひと際きわ大きな音を立てた。

　脳のう裏りに青白い炎ほのおの光景が映る。黒い人ひと影かげが怨えん嗟さの声を上げた。

　──お前が殺した！

　視界が揺らぎ、頭の中に薄うすい闇やみが下りてくる。

「いやよ！　お母さん！　死んじゃいや！」

　記き憶おくの中の自分の声と、白琳の声が重なった。

　──忘れなさい。この里で起きたことは……。あなたが悪いのではないの。

　ふとそんな声が、耳の奥で響ひびいた。

「青蓮さん、お願い、もう一度真言を！」

　突然、しがみつかれ、青蓮は現実に引き戻もどされた。白琳が、涙なみだに濡ぬれた目でこちらを見上げていた。

「青蓮が真言を唱えても生き返らない。君の母はは御ごは亡くなったのだ」

　黄豹は淡たん々たんとそう言って、母親の亡なき骸がらを抱だき上げた。

「やめて！　お母さんをどこへ連れて行くの！」

　白琳が母親に取りすがろうとし、青蓮は咄とつ嗟さに白琳を抱き留とめた。

　黄豹は、母親を殭キヨン屍シーが閉じこめられているという土蔵に連れて行くつもりなのだろう。

　夕暮れ時だ。間もなく、彼女は殭屍となって蘇よみがえる。その様を白琳に見せるわけにはいかない。

「放して！　お願い、お母さんを連れて行かないで！　もう一度真言を！」

「紫薇殿どのはもちろん、青蓮も朱虎もでき得うる限りの手を尽つくした。白琳、君の母御の命数は尽きていたのだ。天命には誰も逆らえない」

　黄豹は、母を抱いたまま白琳を見下ろす。冷れい淡たんにも聞こえるが、黄豹は白琳の激情の矛ほこ先さきを自分に向け、治ち療りように携たずさわった者たちをかばおうとしているのだろう。

　黄豹の意図を察し、紫薇が黄豹に向かって叩こう頭とうした。ぽたぽたと涙のしずくが床ゆかに落ちる。

「お願い、お母さんを助けて──」

　白琳は、青蓮の胸に顔を埋うずめて泣き伏ふした。

「白琳……」

　胸が痛んだ。母親と過ごした記憶は戻っていないが、母を失った場面だけは思い出した。だから、白琳の混乱も悲しみもよくわかる。

　けれど、かける言葉が見つからない。

「白琳、オレとあっちへ行こう」

　朱虎が白琳に手を差し伸のべた。柳りゆう葉よう刀とうの柄つかにつかまっていた茶々が、白琳の肩かたに乗った。茶々の小さな手が、少女の頰ほおの涙をぬぐう。

　白琳は青蓮の胸から顔を起こした。茶々がその首に手を巻いて白琳を抱きしめる。

（僕も、三蔵様に拾われた時、茶々に慰なぐさめられたっけ……）

　それまでの記憶を失い、感情も鈍どん麻まし、渾こん沌とんとした意識の中で、ただ、三蔵に助けを求めた。

　母を助けてほしいと言いたかったのか、それとも罪を犯おかした自分を救ってほしかったのか、今でもわからない。そんなことを思い出して、青蓮は無む性しように悲しくなった。

　白琳が朱虎の手を取って立ち上がった。

「いい子だね」

　朱虎が白琳の手を引いて、広間を出て行った。他ほかの里人が痛ましげな目で、白琳を見送る。

「青蓮殿……、間もなく日が沈しずみまする」

　紫薇に呼びかけられた。

　悲しんでいる場合ではない。修ず法ほうを急がなければ、また命を落とす者がいるかもしれないのだ。青蓮はパンと両手で自分の頰を叩たたき、修法の場へ戻った。




　深夜、廁かわやへ立った青蓮は、土蔵の前に黄豹と朱虎が立っていることに気づいた。向こうでも青蓮に気づいたのか、朱虎が軽く手を上げる。

「白琳のお母さんは？」

　青蓮は尋たずねた。

　朱虎が土蔵を指さし、緩ゆるく頭かぶりを振った。殭キヨン屍シーとして蘇ったのだ。

「三蔵法師の返信と照らして、詳くわしく検分し、その後に弔とむらうつもりだ」

　黄豹が言った。三蔵の返信とは、井い戸どに沈んでいた僧そう衣いに関する問い合わせに対する答えだ。今後のためにも、北庄の里人が羅ら刹せつの呪のろいに冒おかされた原因を究明したいのだろう。いずれにしろ、土蔵の中の殭キヨン屍シーは、日にさらされるか首を落とされて滅ほろぶのだ。白琳の母も──。

「そうですか……」

　青蓮はそれだけを言って、彼らに背を向けた。

　自分には殭屍になってしまった人を滅ぼすことはできても、助けることはできない。

　青蓮は、足を引きずるようにして、とぼとぼと渡わたり廊ろう下かを歩む。どうにもならないほど、心も体も重かった。

　ふと、視界の隅すみに、長身の人影を見たような気がして青蓮は振り向いた。

「黒麒……？」

　しかし、そこに彼の姿はなく、ただ、葉を茂しげらせた植木が立っているだけだった。

　これまで、過去の幻まぼろしを見て錯さく乱らんしたり、不安や恐きよう怖ふに苛さいなまれたりした時、いつも黒麒がそばにいた。

　けれど、彼はここにはいない。白琳親子の幸せを一いつ緒しよに願ってくれた彼は、去ってしまった。

　悲しみや心細さ、寂さびしさが、一緒くたになって一気に押し寄せ、堰せきを切ったように涙が溢あふれてきた。

（黒麒。僕は、白琳のお母さんを……助けられなかったんです）

　青蓮は柱に寄りかかり、口元を手で覆おおって、声を殺して泣いた。







　それ以降、昼夜を問わず、真言を唱える青蓮の声が途と絶だえることはなかった。

「そんな調子で修法をやってたら、また倒たおれるよ。飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの兵舎にいた時みたいに、自分も羅ら刹せつの呪いにかかっちゃうんじゃない」

　何かに憑つかれたように修法を施ほどこす青蓮を見て、朱虎はそう言って心配した。

「大だい丈じよう夫ぶです。前よりは、法力の使い加減の要領がわかってきましたから」

　倒れるわけにはいかない。羅ら刹せつ天てんの修法が行える三蔵は、羅刹の呪いに冒された他の里へ行っている。自分の代わりは誰だれにも務まらないのだ。

　けれど、手を抜ぬくこともできない。もう、誰も死なせたくない。白琳と同じ思いをさせたくなかった。

　しかし、三日後の夕刻、また一人の里人が息を引き取った。九十過ぎの弘こうという老ろう爺やだった。まだ日のある時刻で、痣あざの痛みを訴うつたえることもなく、眠ねむるように亡くなった。

「羅刹の呪いのせいではございませぬ。天命でございましょう」

　紫薇は、衣ころもの袖そでで目め頭がしらを押さえながら、そう言っていた。

　弘老人も土蔵へ安置することになった。

　家族の要望により、遺体は棺ひつぎに寝ねかされ、青蓮は弔いの経きようを唱えた。

「急げ」

　日暮れが迫せまり、黄豹や朱虎、症しよう状じようの軽い里人たちが、慌あわただしく棺を運び出す。

　青蓮が修法を再開しようと、手を清めていた時、土蔵の方角でいくつもの悲鳴が上がった。

「弘さんが、棺を土蔵へ入れる前に、起き上がっちまった！」

　里人の一人が駆かけてきた。

「大変だ──」

　青蓮は、慌てて土蔵へ向かった。

「あれは……」

　渡り廊下に出た所で、青蓮は息を吞のんで立ちすくんだ。

　土蔵は、紫薇の家の裏庭を挟はさんで、麦畑沿いに立っていた。

　日が暮れたばかりの空はまだ青みを帯び、薄うす暗ぐらい庭では、土蔵を背に佇たたずむ弘老人と紫薇が対たい峙じしていた。庭の隅には、腰こしを抜かしたのか、数名の里人が座り込み、彼らをかばうようにして黄豹と朱虎が武器を構えている。

　弘老人の足元には、蓋ふたの開いた棺が横よこ倒だおしになっていた。深い皺しわが刻まれた弘老人の顔は、燃え尽きた抹まつ香こうのような、乾いた灰色をしていた。

「噓うそ……そんな、まさか……」

　青蓮が驚きよう愕がくしたのは、日の気配が残るうちに、弘老人が殭キヨン屍シーになってしまったからではない。

　弘老人から二に丈じようほどの距きよ離りを空けて、彼の正面に立つ紫薇の右みぎ腕うでに、青白い炎ほのおがまとわりついていたからだ。

　烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうの浄じよう化かの炎ではない。もっと、激しい気配を持った業ごう火か──。

「鬼おに火び──」

　青蓮は限界まで目を見開き、呆ぼう然ぜんとその炎を見つめた。

　心臓がドクドクと大きな音を立てて鳴っていた。息が詰つまってくる。

「弘さん、もう思い残すことはないでしょう？　わたくしが彼ひ岸がんへ送ってさしあげましょう」

　老人に語りかける紫薇の頰には、幾いく筋もの涙なみだが伝っていた。

　紫薇が右腕を上げた。手の平が弘老人に向かう。紫薇の唇くちびるから呪じゆが紡つむがれ、右腕にまとわっていた青白い炎が、膨ふくらみ始める。

　ドン！

　雷らい鳴めいのような音を立てて、紫薇の手から炎が放たれた。

　それは、空中で膨らみ、巨きよ大だいな火の玉となって弘老人を包んだ。

　断だん末まつ魔まの声が響ひびき渡った。人の声とは思えなかった。

　青白い炎の中で、弘老人は身をよじり、地面に倒れ、転げ回った。着物や肌はだが、真っ黒く焦こげていったが、それでも彼は、悲鳴を上げながらのたうち回った。

　青蓮の脳のう裏りに、十年前のあの夜の光景が蘇よみがえる。

　鼓こ動どうはますます激しく、息がうまくできずに青蓮は喘あえいだ。

　記き憶おくの中で、青白い炎に包まれて、のたうち回っているのは、甲かつ冑ちゆうをつけた殭屍たち、里人、そして母だった。

　幼い青蓮は、何もかも忘れて、ただ呆然としていた。

　悪夢を見ているような心持ちで、のたうつ黒い人ひと影かげを眺ながめ、彼らの悲鳴を聞いていた。

　やがて、耳の奥に、朗々とした誦ず経きようの声が届いた。同時に、炎が鎮しずまっていく。

　誦経の声に引き寄せられ、青蓮は、焼け跡あとを歩き始めた。

　途と中ちゆうで、一人の少年に出会ったが、意識は渾沌としていて、なぜ彼がそこにいるのか、青蓮には考えることができなかった。

　その少年に声をかけられた。何を言われたのか憶おぼえていない。けれど──。

（あの顔……）

　日に焼けた浅黒い肌、鼻は細く高く、唇は薄うすい。少し吊つり上がったまなじり。

「黒麒……？」

　呼吸がままならず、青蓮は喉のどを押さえて、その場にくずおれた。
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（……まさか……お母さんも、あんな風に焼かれてしまうの……？）

　柱の陰かげで、弘老人の末路を見ていた白琳は、ガタガタと全身を震ふるわせた。

　やがて弘老人は動かなくなった。紫薇が呪を止やめると、青白い炎が消えた。

　炎に触ふれた庭石は土つち塊くれとなって崩くずれ、弘は、骨も残さずに乾いた砂のようになっていた。

（いや……。あんな恐おそろしい炎で、お母さんが焼かれるなんて……いや）

　白琳は、よろよろと足をもつれさせながら、その場を離はなれた。
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（どうしたらいいの……）

　母が焼かれるのも、朝日とともに滅んでしまうのもいやだった。人の血をすするような浅ましい真ま似ねをさせるのはもっといやだった。

　日が沈しずんだのか、痣がひどく痛み出した。広間へ戻もどれば、青蓮が真言を唱えて眠らせてくれる。けれど、青蓮には会いたくなかった。彼は、母を助けてくれなかったからだ。

　表口へ向かって廊ろう下かを歩いていると、

「──娘むすめ」

　突とつ然ぜん、小部屋の中から呼びかけられた。灰道士の声だ。

「何ですか？」

　白琳は、なぜ彼が捕とらえられ、閉じこめられているのか知らない。ただ、危険人物だとしか聞いていなかった。また、紫薇と同じ道士であることが、白琳の警けい戒かい心しんを緩ゆるませていた。

　白琳は戸の閂かんぬきを外し、扉とびらを少し開けて、中をのぞいた。

　明かりが点ついていない。見張りの輜し重ちよう兵は、騒さわぎを聞いて土蔵の方へ行ってしまったのだろうか。

　部屋の中は真っ暗だったが、なぜか、灰道士がこちらをじっと見ているのがわかった。

「母を人に戻してやろうか？」

　奈な落らくの底から響いてくるような声で、彼はそう言った。
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「青蓮！」

　肩かたを強く揺ゆすぶられ、青蓮は顔を上げたが、誰だれなのかわからなかった。

「ちょっと、大だい丈じよう夫ぶ？」

　肩を揺すりながら尋たずねているのは朱虎だったが、その声も青蓮の耳には入らなかった。

「あの顔……黒麒に、そっくりだった……」

　床ゆかに手を突つき、青蓮はぜいぜいと荒あらい息をつく。

「黒麒？　いきなり何なの」

「……何であそこに黒麒が……」

　思い出そうとすると、鼓動が激しくなって苦しくなる。

「あの里はどこ？　僕は誰？　何で全部忘れてしまったんだ……？」

　青蓮の両目からボロボロと涙が落ちる。怒おこっているのか悲しいのか、自分でもわからない。ただ、胸の奥が熱くて痛かった。

　今までは、十年前のあの夜のことを、できるだけ思い出さないようにしていた。右腕の入れ墨ずみも隠かくして、見ないようにしていた。

　けれど、今は、思い出せないことがもどかしい。

「いかがなされました？」

　紫薇がやってきた。混乱の中で、青蓮は一いつ瞬しゆん、紫薇が母に見えた。

「僕は……思い出したいのです。僕の里で何があったのか、十年前のあの夜に会った少年が誰だれなのかを、はっきりと思い出したいのです」

　思わず、彼女にすがって訴うつたえた。

　事情がわからない紫薇に、朱虎が「小さい時の記憶がないんだって」と耳打ちする。

「心の傷か、または誰ぞに物忘れの術をかけられたか……。治す術すべがないこともございませぬが、わたくしにそれほどの技量があるかどうか……」

「試ためしてみてください」

　青蓮は紫薇の衣ころもを握にぎり締しめた。

「人は、本当に辛つらいことは忘れるものでございます。思い出さぬ方が、幸せな場合もございますよ」

「でも、思い出したい……思い出さなければならないんです」

　動どう悸きや息苦しさが治まらなかった。もう一人の自分が「思い出すな」と、警けい鐘しようを鳴らしているようだった。

　けれど、どうしても確かめたい。あの少年は、黒麒なのか──。

「では、うまくいくかどうかわかりませぬが……」

　紫薇はその場にしゃがんで、青蓮と目の高さを合わせた。彼女の手が青蓮の額に当てられる。

「わたくしの目を御ご覧らんなされませ」

　彼女の声が、深く耳に染しみ入った。

　青蓮は紫薇の目をのぞきこむ。皺しわに埋うもれた目に、炯けい々けいとした光が点ともったような気がした。

　──麴瑛。

　誰かに呼ばれた。

（僕の名は、麴瑛……。そして、里の名は銀ぎん棘きよく……）

　頭の中にかかっていた霧きりが晴れるように、様々な記憶が鮮せん明めいに蘇ってきた。
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「麴瑛」

　母に呼ばれた。

　母一人子一人だった。父は、麴瑛が生まれる前に病死したという。

「これが樟くすの葉。これから痛み止めや虫むし除よけの薬を作るのよ」

　そう言って、樟の葉を水で清める母の右みぎ腕うでには、赤い睡すい蓮れんの入れ墨があった。母は里の者から聖しよう者じやと呼ばれていた。入れ墨はその証あかしである。

「ほら、麴瑛、術をかけてごらん」

　母の家系には、度たび々たび、法力を持つ者が誕生するとのことで、麴瑛は生まれつき希け有うな資質を持っていた。麴瑛は、臆おく病びようで、運動神経が救いようのないほど鈍にぶく、馬にも乗れなかったが、母に慈いつくしまれ、次代の聖者として、里の者たちからも丁てい重ちように扱あつかわれていた。

　三方を岩山に囲まれ、一方は砂さ漠ばくに面した辺境の小さな里は、作物も穫とれない厳しい自然環かん境きようだったが、麴瑛は幸せだった。

　ある日、奇き病びようが里を襲おそった。

　突然、里人全員の腹や手足に灰色の斑はん点てんができたのだ。斑点は痣あざとなり、夜になるとひどく痛むとのことだった。聖者である母のもとに、痛みを訴える里人が次々とやって来た。

　麴瑛と母にも同じ斑点ができたが、法力を巡めぐらせてそれを消した。

「黒こく統とうのとこの息子むすこが、行方ゆくえ知れずだと」

　そんな話を耳にしたが、麴瑛は聞き流した。麴瑛の家には大勢の里人が横たわり、痛みに苦しんでいたからだ。

　麴瑛と母は、薬を作ったり治ち癒ゆの術を行ったりして、懸けん命めいに治ち療りようにあたった。

　母が井い戸どの底で豪ごう華かな女物の衣い裳しようを発見したのは、その日の午後だった。

　悪夢のようなできごとが起きたのは、二日目の夜だった。

　宵よいに、病がちだった何人かの男女が息を引き取った。亡なき骸がらは、納な屋やに運んだのだが、夜半にその亡骸が起き上がった。

「殭キヨン屍シーか──!?」

　灰色の肌はだの動く死人は、里人を襲い、異様に尖とがった犬歯を喉のどに突き立てて血をすすった。男たちが殭屍に矢を射かけたが、彼らは平然としていた。

「下がって！」

　母が、赤い入れ墨のある右手を前に突き出した。入れ墨の周囲に、青白い炎ほのおが生まれ、膨ふくらみ始めた。

　雷らい鳴めいのような音とともに炎が母の手から飛び出した。それは空中で球となって殭屍を包んだ。

　青白い業ごう火かの中で、殭屍たちは叫さけび、のたうち、やがて灰色の砂となった。

「鬼おに火び……」

　誰かが呟つぶやいた。

　麴瑛も、知識としては知っていた。聖者が継けい承しようする業火。何もかもを滅ほろぼすという。

　母が鬼火を喚よんだのは、その一度だけではなかった。

　赤子や年寄りなどが、次々に亡なくなった。母はその度に、鬼火を喚んで焼いた。

　化け物だから滅ぼすのは仕方がないことだと言う者もいたが、家族を焼いたと言って母を恨うらむ者もいた。

　それ以上に、懸命の治療にもかかわらず、慣れ親しんだ人が、化け物になって亡くなってしまうことが母にも麴瑛にも辛かった。

　死の恐きよう怖ふや、殭キヨン屍シーとなって蘇よみがえるかもしれないという恐怖が、里人の心を苛さいなんだ。正気を失う者や、自害する者も出始めた。

　三日目の夜、風上の西の端はしの家から火の手が上がった。

「火事だ！」

　暗い空に、赤々と燃える炎。煙けむりと悲鳴。

　灰色の肌をした甲かつ冑ちゆう兵が攻せめてきたという報しらせが届いたのは、それから間もなくだった。

　彼らの甲よろいには唐とう軍の紋もん章しようが彫ほられていた。同じ奇病に冒おかされて、殭屍になってしまったのだろうか。

　里で殭屍になった者たちは、血を求めて暴れたが、灰色の甲冑兵は血をすすろうとはせず、里人を手にした矛ほこで突いたり、捕つかまえて炎の中に引きずり込んだりした。

「術師に操あやつられているのよ」

　母が言った。

　甲冑兵に殺された里人が、今度は甲冑兵とともに隣りん人じんの殺さつ戮りくを始めた。

「そんな化け物になってたまるか！」

　腕うでに覚えのある里の男たちは、武器を手に、痛みをこらえて殭屍に立ち向かった。母も、鬼火を喚んで殭屍を滅ぼして行った。けれど、増え続ける彼らを相手に敵かなうはずもない。

　殭屍たちが麴瑛の家に迫せまった。風にあおられ、屋根に火が移る。

「聖者殿どの、ここは俺が食い止めます。動ける者を連れて、お逃にげください！」

　黒統が言った。彼は、里で一番大おお柄がらな弓の名手だった。

　彼に送り出され、麴瑛と母は数人の里人とともに家を出た。

　積まれた藁わら束たばや飼い葉に火が移った。炎とともに甲冑兵が追って来た。

　一人、また一人と、痣に冒された里人は力ちから尽つき、あるいは矛で突つかれて脱だつ落らくしていった。

　母は、追ってくる化け物に鬼火を放ったが、やがて法力が尽つきたのか、鬼火を喚べなくなった。もう誰だれも殭屍を止めることはできない。

　炎の中、麴瑛と母は手をつないで逃げ惑まどう。背後に一人の甲冑兵が迫っていた。

　やがて母の肩かたに、兵の手がかかり、彼女は引き倒たおされた。

「お母さん！」

「逃げなさい！　早く！」

　けれど、麴瑛は逃げずに甲冑兵に飛びかかった。甲冑兵に払はらいのけられ、麴瑛は地面に叩たたきつけられる。

　甲冑兵は母に馬乗りになり、片手で肩を、もう片方の手で頭を押さえつけた。

「やめて！」

　起き上がりながら、麴瑛は悲痛な声を上げた。

　兵の口がガッと開いた。犬歯が異様に尖っていた。

「やめて！　やめて！」

　麴瑛は絶ぜつ叫きようした。

　犬歯に唾だ液えきの糸をからませ、兵は、母の喉にゆっくりと顔を近づけた。

「やめて────っ！」

　麴瑛は立ち上がりざま、無意識のうちに右手を前に突き出した。右手の手首から三寸ほど上の所には、環わを巻いたように青い睡蓮の花弁が描えがかれている。

　その花から、青白い炎が生まれた。炎は、突とつ風ぷうにさらわれるがごとく飛び出し、空中で巨きよ大だいな球となった。

「ぐあっ！」

　青白い火の玉に包まれ、母に食いつこうとしていた甲冑兵が身をのけ反らせた。

　火の玉は、波は紋もんを描きながら、信じられない速度で広がった。母を吞のみ、大地を舐なめながら、朱しゆの炎を駆く逐ちくして空へ駆かけ上がる。

　そこで麴瑛は我に返った。

　鬼火を喚ぶのは初めてだった。自分に鬼火が喚べるとも思っていなかった。自分が喚んだ鬼火は、母が喚ぶ鬼火の何十倍もの規模で里を焼いていた。力の加減を誤ったのだ。

「お母さん！」

　麴瑛は、青白い炎に包まれている母に駆け寄った。炎を消さなければならない。けれど消す方法がわからない。

「……消さなくていいの。私は嚙かまれてしまったもの。私を化け物にしないで……」

　炎の中で母は言った。

「忘れなさい。この里で起きたことは……。あなたが悪いのではないの。私の力が足りなかったのよ」

「いやだ、お母さん、死んじゃいやだ」

「あなたは生きて、幸せになって。何もかも忘れて……」

「そんな……いやだよ……お母さん、僕を一人にしないで……」

「さあ、目を閉じて。私の歌を聴きいて」

　母の唇くちびるから呪じゆが紡つむがれた。
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　気づけば、青蓮は紫薇の瞳ひとみを見つめていた。

　長い夢を見ていたような気がするが、紫薇の背後では、黄豹に先導されて、里人がのろのろと広間に向かって歩んでいる。現実にはほんの少しの時間しか経たっていなかったようだ。

「思い出されましたか？」

　紫薇に問われた。

　はい、と答えようとしたが、声が出なかった。代わりに涙なみだがボロボロと落ちた。

（僕の故郷も、羅ら刹せつの呪のろいに冒されたんだ……。物忘れの術をかけたのは、お母さん……）

　あまりに凄せい惨さんな三日間だった。力を暴走させたことも含ふくめて、一人残される七つの子どもには酷ひどすぎるそれらのできごとを、母は忘れさせたかったのだろう。

　けれど、呪を成じよう就じゆさせるまで母は保もたなかった。だから、青蓮は、自分が鬼火を喚んで里を焼いたことを憶おぼえていたり、何かのきっかけで、断だん片ぺん的に記き憶おくを取り戻もどしたりしたのだ。

　そしてやはり、焼け跡あとで見た少年は黒麒だった。

　火事から青蓮と母を逃がしてくれた黒統──。黒麒は、彼の一人息子むすこだ。同じ歳なのに、体が大きくて腕わん白ぱくで、狩かりと乗馬が上手で、彼が自在に馬を乗りこなす様子をうらやましく思いながら、遠くから見ていた。

　黒麒は、あの三日間、里にいなかった。

（きっと、里に戻って来たところで、僕が鬼火で里を焼いてしまったことを知ったんだ……）

　青蓮は床ゆかに手をつき、うつむいた。ぼたぼたと膝ひざに涙が落ちる。

（黒麒は、最初に会った時から、僕が麴瑛かもしれないと思っていたんだ）

　だから、右みぎ腕うでに巻いてある布を気にしていたのだ。

　落馬して農家に泊とまった日、青蓮は入れ墨ずみを見せて、記憶がないことを打ち明けた。

　そこで、黒麒は確信したのだ。青蓮が麴瑛だということを──。

（黒麒が出て行ったわけだ……）

　ガリ──と、青蓮は渡わたり廊ろう下かの床に爪つめを立てた。

（僕は……僕とお母さんを逃がしてくれた黒統を……黒麒の両親を殺した仇かたきだったんだもの！）

　床に手をついたまま落らく涙るいする青蓮の肩に、茶々が跳とび乗った。

「キー……」

　小さな手が首に回り、青蓮は抱だきしめられる。

　耐たえきれず、青蓮は真っ白い彼女の毛に顔を埋うずめて号ごう泣きゆうした。そんな青蓮を紫薇が痛ましげに見ていた。

「よくわかんないけど、とにかく広間へ戻らない？　修ず法ほうもしなくちゃ、ね」

　朱虎に支えられて、青蓮がよろよろと立ち上がった時、

「灰道士がいません！」

　輜し重ちよう兵が、転がるように裏庭へ駆け込んできた。
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　灰かい道どう士しを閉じこめておいた小部屋へ行くと、解ほどけた縄なわと術封ふうじの札が、彼を縛しばっておいた柱の根元に落ちていた。

　青せい蓮れんは呆ぼう然ぜんと札を見下ろした。頭の中に霧きりがかかっているようで、何だかこれが現実のこととは思えなかった。

「灰道士から目を離はなしたのは、ほんの半刻ほどのことだったのですが……」

　見張っていた輜重兵は、青い顔でそう言った。

　北ほく庄しようへやって来た二人の輜重兵のうち、一人は、井い戸どで発見した僧そう衣いに関する文書を持って、三さん蔵ぞうの所へ行っていた。そのため、灰道士の見張りは、その輜重兵が一人で行っていた。

　弘こう老人が殭キヨン屍シーとして蘇よみがえった時、外の様子がわからなかった彼は、尋じん常じようではない悲鳴を聞いて何事かと思い、裏庭へ行ったとのことだった。

「もちろん、外から閂かんぬきをかけておきました。これまでも廁かわやへ立つ時など、灰道士から目を離すことはありましたが、特に問題がなかったので、まさか、誰だれかが閂を外して札を剝はがすとは思わず……」

「優すぐれた道士は、人の心を操あやつる術も心得ておりまする。術が封じられていても、目を交かわしたり、言の葉に耳を傾かたむけさせることで、術をかけることは可能にございます。心持ちを強く持っていれば、そう簡単に術に陥おちいったりはしませぬが、不安や動どう揺ようが心に隙すきを生みまする」

　そう言ったのは紫し薇びだった。

「灰道士は、このような機会が訪おとずれることをずっと待っていたのだ。やつは昭しよう心しんで私たちを襲おそう以前に、あらゆる事態を想定して、あらかじめ手立てを講じていたのだろう」

　黄こう豹ひようの口調はあくまでも淡たん々たんとしていた。

「朱しゆ虎こ、輜重兵と手分けして、直ちに皇こう宮ぐうへの報告及および、羅ら刹せつの呪いに冒おかされた他ほかの里へ連れん絡らくに行ってくれ。もしも殭屍になった者がいれば、灰道士に操られる可能性がある」

「了りよう解かい」

　朱虎は「しばらくお別れだね～」と、茶ちや々ちやに手を振ふり、輜重兵とともに小部屋を出て行った。

「私は灰道士を追う。おそらく、やつは羅ら刹せつ天てん像ぞうの奪だつ取しゆにかかるだろう。青蓮、土蔵が破られた場合は、殭屍を滅ほろぼせ。家族の目もあるだろうが、まずは羅刹天像を守ることが最優先だ」

「はい……」

　青蓮はうなずいたが、烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうの炎ほのおを喚よぶことを考えただけで、心臓が跳はねた。

「黒こく麒きがいないのは、やはり痛いな」

　黄豹はそうぼやいて、出かけて行った。

「修法は一時中断した方がようございますね。なれど、痣あざが広がらぬように、第一の真言だけは唱えておかねば。なに、わたくしも第一の真言は聞いて憶えましたゆえ、青蓮殿どのは灰道士の気配のみに気を配っていただければ──」

　紫薇に言われて、青蓮はとっくに日が暮れていることを思い出した。広間では、大勢の里人が痣の痛みに苦しんでいるのだ。

（しっかりしなくちゃ……）

　広間へ戻りながら、青蓮は自分を叱しつ咤たした。けれど、まぶたの裏には、少年時代の黒麒の顔がこびりついて離れず、他のことは霧の彼方かなたのできごとのように現実感がなかった。
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（追って来るか）

　街かい道どう沿いの雑木林を足早に歩きながら、灰道士は近づいて来る蹄ひづめの音に耳を傾け、舌打ちをした。

　追って来るのは黄豹一人だ。〈識しき〉が見えない彼に、自分の居場所を特定できるはずがない。

　しかし、場所を移動しても、彼は着実にこちらに迫せまってくる。

　ただの人間など恐おそれはしないが、殭キヨン屍シーを操っている最中に邪じや魔まをされたくない。

　灰道士は足を止め、軽く〈識〉を飛ばすと、黄豹の様子を探さぐる。彼は馬を下り、雑木林の藪やぶへ足を踏ふみ入れようとしていた。草の踏み跡などのわずかな痕こん跡せきを辿たどっているのだろうか。

　灰道士は〈識〉を飛ばすのを止やめ、大樹の陰かげでじっと息を潜めた。

　やがて、再び蹄の音がした。馬は遠ざかっていくようだ。

（諦あきらめたか……）

　灰道士はニッと唇くちびるの端はしを吊つり上げ、大樹の陰から一歩足を踏み出した。途と端たん、ズンと右みぎ肩かたに熱い衝しよう撃げきが走った。見ると右肩のつけ根に、短刀が深々と突つき刺ささっている。

　灰道士は愕がく然ぜんと振り向いた。剣けんを手にした黄豹が、下草を踏み分けてすさまじい速度で走って来る。

「貴様──」

　先刻の遠ざかる蹄の音は、彼が空馬を走らせた音だったのだ。

　灰道士は、右手を前に突き出そうとして顔をしかめた。腕うでに力が入らない。

「その短刀には鳥とり兜かぶとの毒が塗ぬってある」

　淡々とした口調でそう言いながら、黄豹が剣を突き出した。

　急いで後方へ跳んだが、間に合わなかった。剣の切っ先が腹に刺さる。

「消えよ、オン、ラコシリ、ソワカ」

　灰道士は早口で呪じゆ文もんを唱えた。




「何!?」

　一方の黄豹は、咄とつ嗟さに剣を引いて飛び退ずさった。突とつ然ぜん視界が闇やみに閉とざされたからだ。

「目くらましか」

　黄豹は油断なく身がまえ、周囲の気配を探る。やがて闇が晴れた。しかし、そこにいたはずの灰道士の姿がない。

　黄豹は眉まゆをひそめ、月明かりを頼たよりに血の痕あとを追った。

　何かしらの術を使われることは承知していた。だから致ち死し量の鳥兜の毒を用い、止とどめを刺そうと剣で突いた。生け捕どる気などまったくなかった。

　しかし、彼は毒に冒されているにもかかわらず目くらましの術を使い、さらに逃とう走そうしている。

「なぜ死なない」

　黄豹は、雑木林を出た所で途と切ぎれてしまった血けつ痕こんを見つめ、淡々と呟つぶやいた。




「ただの人間にしては大したものだ、というべきか」

　その頃ころ、灰道士は、街道沿いの社の屋根から〈識〉を飛ばし、黄豹の姿を探っていた。彼は馬を呼び戻もどしたようだ。北庄へ戻るつもりだろう。

「時を無む駄だにした」

　灰道士は月を仰あおぎ、夜明けまでの時間を目測する。ふと、右肩に目をやり、まだ短たん剣けんが突き刺さっていることを思い出して、忌いま々いましげに唇を歪ゆがめた。

　その短剣を左手で抜ぬき、灰道士は無造作に社の庭へ投げ捨てる。

　裂さけた衣ころもの間からは、赤黒い傷口がのぞいていた。間もなく、傷の周囲の皮ひ膚ふがじわじわと盛り上がり始める。新たにできた皮膚が、うごめきながら傷口を覆おおっていく。二呼吸ほどの間に、傷はすっかりふさがり、月に照らされて青白く見える肌はだには、短剣が刺さった痕跡は何一つ残っていなかった。

「あの校こう尉いが北庄へ戻る前に──」

　灰道士は、北庄の方角へ向き直ると、新たに呪じゆを唱え始めた。
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　青蓮は、裏庭に面した掃はきだし窓の枠わくに寄りかかり、ぼんやり夜空を眺ながめていた。灰道士が飛ばすであろう〈識〉の気配を探るつもりで、そこに座ったのだが、まったく集中できなかった。背後で紫薇が呪文を唱えながら札を書いていたが、その声も、見ている夜空も、夢の中のできごとのように思えた。

　心の中に、あの三日間の光景や母の死に顔が、波のように押し寄せては引き、その合間には、少年時代の黒麒や、去り際ぎわの彼の不ふ機き嫌げんな顔が思い浮うかんだ。

（黒麒が北庄まで一いつ緒しよに来てくれたのは、灰道士を長ちよう安あんへ送り届けるという役目を果たそうとしていたから……）

　黒麒らしい、と青蓮は虚うつろな笑えみを浮かべた。

（どんな思いで、僕を見ていたんだろう……）

　はらわたが煮にえくりかえっていたのではないか？　仇かたきを取りたいと思っていたのではないか。

（僕を殺してしまったら、羅ら刹せつの呪のろいに冒された人を治せなくなると思ったんだろうな）

　だから、彼は姿を消した。しかも、禁軍兵による灰道士引き取りの手はずが調ととのった後に。

　そこも黒麒らしい。

　結局、禁軍兵が来る前に、灰道士には逃にげられてしまったが。

（疲つかれた……）

　ひどくだるかった。手足が鉛なまりの様に重く、何をするのも億おつ劫くうだった。考えることにも疲れてしまったのに、心の中には、繰くり返し繰り返し、あの三日間の光景や母や黒麒の顔が浮かんでは消えた。

「キーッ！　キーッ！」

　突然、茶々に袖そでを引かれた。我に返って夜空に目を凝こらせば、灰道士の〈識〉が土蔵の上を漂ただよっているのが見えた。

「来たようにございますね」

　紫薇も気づいたのか、書き上げたばかりの黄色い札を手に、腰こしを浮かせた。

　バキッ！　と閂かんぬきが折れて、土蔵の扉とびらが開いたのは、その直後だった。

「僕が行きます。紫薇さんはここで里の人たちを見ていてください」

　青蓮は、掃きだし窓から裏庭へ飛び下りた。茶々が青蓮の肩かたに跳とび乗る。

　土蔵の扉にかけられていた太い閂が折れて、ぶら下がっていた。鬼おに火びに焼かれてもろくなっていたのか、それとも、灰道士が逃走間際に何かの術をかけたのかもしれない。

　開いた扉から、うつむき、ゆらゆらと頭を揺ゆらしながら九つの人ひと影かげが出てきた。瘦やせた男であったり、若い女であったり、腰の曲がった年寄りだったり、幼い子どもだったりした。その中には白はく琳りんの母もいた。

　彼らには灰道士の〈識〉の気配がまとわりついている。目的はもちろん羅ら刹せつ天てん像ぞうと巻物だ。

　青蓮は右みぎ腕うでに巻いてあった布を外した。青い睡すい蓮れんの入れ墨ずみが目に入った途端、心臓が跳はねた。

　鬼火を喚よんだ時の光景が目に浮かぶ。驚おどろくほどの速さで広がっていった青白い業ごう火か──。

　背筋に鳥とり肌はだが立ち、膝ひざがガクガクと震ふるえ始めた。

（落ち着いて……。僕が呼ぶのは鬼火じゃない。烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうの浄じよう化かの炎ほのおだ）

　知らず知らずのうちに荒あらくなっていた呼吸を整え、青蓮は自分に言い聞かせる。

　鬼火は何もかもを焼き尽くす業火だが、烏枢沙摩明王の炎は、殭キヨン屍シーだけを滅ほろぼす。建物や草木、生きている人間を傷つけることはない。

　殭キヨン屍シーたちが、ジリジリと迫った。

「不ふ浄じようを清せい浄じようと化す烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうに願い奉たてまつる。蓮れん華げよ、宝ほう珠じゆよ。烈れつ火かをもたらしたまえ」

　右手を突き出し、心の中に青しよう蓮れん華げの蕾つぼみを思い浮かべる。五感のすべてをその青蓮華に向け、心の奥底に漂う光の粒つぶが蕾に集まる様を想像する。光の粒は法力である。法力は目に見える物ではないが、青蓮は光だと思うことにしていた。

「オン、クロダノウ、ウンジャク──」

　真言を唱え始めると、右腕の、青い睡蓮の入れ墨から青白い炎が生まれた。炎は螺ら旋せんを描えがいて右腕にまとわりつく。

　しかし、その時──。

「青蓮さん、やめて！　お母さんを焼かないで！」

　白琳の叫さけび声が青蓮の耳に飛び込んだ。見ると、彼女が掃きだし窓から裏庭に飛び下り、殭屍の方へ駆かけていく。真言の効き目が切れてしまったのだろうか。

「行ってはいけません！　白琳、下がりなさい！」

　紫薇が広間から呼びかけたが、白琳は止まらなかった。

「お願い！　あたしのお母さんなの！　滅ぼさないで！　どんな姿でもかまわない、お母さんに生きていてほしいの！」

　白琳は殭屍を背にかばい、大きな目からボロボロと涙なみだをこぼして、悲痛な声で訴うつたえる。

　その泣き顔が、青蓮の頭の中で、あの夜の黒麒と重なった。

（僕は……黒麒の両親を……）

　体の芯しんから力が抜け、青蓮はくずおれそうになった。動どう悸きが始まり、息苦しくなっていく。心の中で、青蓮華の蕾に集まっていた光の粒が引き、同時に、入れ墨にまとわりついていた青白い炎が消えた。

「青蓮殿どの！　迷ってはなりませぬ。今、殭屍を滅めつしなければ、里人の命までも危あやうくなりまする！」

「やめて！　お母さんを滅ぼさないで！」

　二人の声が胸に突つき刺ささった。

　紫薇が右手を前に突き出した。最悪の場合は鬼火を喚ぶつもりだろう。けれど、鬼火では白琳ごと焼いてしまう。

　青蓮は再び法力を集めようとした。けれど、ドクドクと心臓の音ばかりが耳に響ひびき、ひどく息苦しくて、光の粒が青蓮華に集まらない。それどころか、思い浮かべていた青蓮華さえも消えていく。

（何で……）

　殭屍たちが一いつ斉せいに駆け出した。白琳の脇わきをすり抜け、彼らは同時に青蓮につかみかかる。

「青蓮殿！」

　紫薇が悲鳴を上げた。

　青蓮は咄とつ嗟さに体を丸めて、羅ら刹せつ天てん像ぞうを押さえた。何本もの冷たい手に、髪かみや手足、衣服を引っ張られる。

「ギーッ!!」

　青蓮に食くらいつこうとした殭キヨン屍シーの顔を、茶々がバリバリと引っ搔かいた。しかし殭屍は痛みを感じない。茶々を振ふり払はらって、なおも青蓮を嚙かもうとする。

　その間に、青蓮は別の殭屍に足を掬すくわれていた。地面を転がりながら、羅刹天像だけは渡わたすまいと、青蓮は歯を食いしばり、両りよう腕うでで自分の懐ふところを抱だく。

「つ──っ!!」

　足に鋭するどい痛みが走った。続いてそこを中心に、しびれるような鈍どん痛つうが広がる。殭屍に嚙まれたのだ。その直後に、同じ痛みを右みぎ肩かたにも感じた。そして左ひだり腕うでにも。

　必死で殭屍を追い払おうとする茶々の気配が伝わってくる。しかし、膂りよ力りよくもなく小さな茶々に、九名の殭屍から青蓮を守ることなどできるわけがなかった。

　嚙まれた手足から力が抜ぬけていく。動悸はますます激しく、いくら喘あえいでも、息が入ってこない。

（誰だれか、助けて……。三蔵様……黒麒……）

　目め尻じりに涙が滲にじんだ。視界がだんだん暗くなっていった。




「青蓮殿！」

　紫薇は黄色い札を手に、掃はきだし窓から裏庭へ下りた。一人の殭屍が、青蓮を担かつぎ上げたからだ。青蓮が羅刹天像を放さないためか、青蓮もろとも羅刹天像を奪うばおうとしているのかもしれない。茶々がその殭屍の顔に飛びかかったが、殭屍は茶々を無視して歩き始めた。

　紫薇は、青蓮を担いでいる殭屍に、黄色い札を投げつけた。

　十年前の厄やく災さいで、殭屍討とう伐ばつに赴おもむいた紫薇は、ある程度なら殭屍の力を弱める術をいくつか知っていた。この札もその一つである。

　札は吸いつくように殭屍の背に貼はりつき、その殭屍はがっくりと膝をついた。青蓮が地面に放ほうり出される。どこかで見ている灰道士が指示を変えたのか、殭屍たちは、青蓮を置いて一斉に裏庭に面した麦畑へ走った。

「待って！　お母さん！」

　白琳が母の後を追った。母が振り返る。

「行ってはなりません。それはもはやお前の母ではないのです！　操あやつられているのですよ！」

　紫薇は叫んだが、白琳は母の胸に飛び込んだ。母は白琳を抱き上げ、仲間とともに走り去る。

「キーキー」

　茶々が、青蓮を頼たのむというような身み振ぶりをして、殭屍を追って行った。

　一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんと立ちすくんだ紫薇だが、すぐに気を取り直して青蓮に駆け寄った。

「青蓮殿、しっかり！」

　抱き起こそうとして、紫薇は愕がく然ぜんとした。

　青蓮の懐に入っていたはずの羅ら刹せつ天てん像ぞうと巻物が、いつの間にか抜き取られていた。
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「おやぁ」

　北庄へ続く街かい道どうで、朱虎は馬を止めた。昭心近きん郊こうの羅刹の呪のろいに冒おかされた里へ、灰道士逃とう走そうを報しらせて回った帰りである。

　満月を間近に控ひかえた月が、街道を横切るいくつもの足あし跡あとを照らしていた。

　足跡は、北庄から麦畑を突っ切り、街道を渡って、雑木林の中へ消えている。

（殭キヨン屍シー？）

　北庄の里人で、こんな所まで出歩ける者はいない。しかも足跡は大小含ふくめて九人分。頭数は土蔵の殭屍と同じだ。

「つまり、土蔵から出て来た連中を、青蓮が滅ぼし損そこねたってことだよね」

　朱虎は北庄に急行するか、殭屍を追うかしばし迷った。青蓮の身は心配だが、九名の殭屍が逃走した後では、北庄に行っても自分にできることがない。

「もう、ホントに人手が足りないと困るねえ。黒麒のいけず！」

　朱虎は、頭頂近くでくくってある赤髪を一本つまんで引き抜いた。それを雑木林の小枝に結びつけると、馬に乗ったまま殭屍の足跡を追って、雑木林に分け入った。
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「法力は心の力。体の力や考える力と同じで、個人差はあっても誰もが持っているもの。だから聖しよう者じやは特別な存在ではないのよ。ただ、生まれながらに法力を使うコツを知っているだけ」

　腹にできた灰色の斑はん点てんが痛くて泣いていると、母はそう言って、法力を体内に巡めぐらせる方法を教えてくれた。

「体の力と同じ？　じゃあ、法力も鍛きたえれば強くなる？」

　幼い麴きく瑛えいは、涙の溜たまった目で母を仰あおいだ。

「なるわ」

「じゃあ、体を鍛えれば、僕も馬に乗れるようになる？　黒麒みたいに」

「なるかもね」

　母は微笑ほほえんだ。




（かも、って、僕のどんくささは、鍛たん錬れんだけでは克こく服ふくできないってことだったのかな……）

　夢うつつの中で、青蓮はそんなことを思った。

　顔に日が当たっているのか、ひどく眩まぶしかった。青蓮は眉まゆを寄せ、薄うすく目を開ける。ぼんやりと一つの人ひと影かげが見えた。心配そうにこちらをのぞきこんでいる。

「紫薇さん……」

「お目覚めですか？」

「僕はいったい……」

　起き上がろうとしたが、その途と端たんに右肩に激痛が走り、青蓮は小さな悲鳴を上げた。

「無理をしてはなりませぬ。傷が開いてしまいまする」

　紫薇が、ずれた枕まくらを青蓮の後頭部に当てる。

「傷……？」

　と、問い返しながら、昨夜のことを思い出し、青蓮はハッとして懐に手を当てた。

「羅ら刹せつ天てん像ぞうと巻物は!?」

　紫薇が無言で首を振った。殭キヨン屍シーに奪われてしまったのだ。

　青蓮はしばらく声も出せなかった。

（なんてこと……）

　もしも羅刹の血がばらまかれれば、大勢の人間が羅刹の呪いに冒される。そして羅刹の血がなければ、それらの人々を助ける薬も作れない。

「あの、茶々は？　白琳は無事ですか？　黄豹さんと朱虎さんは、戻もどって来たのですか？」

　青蓮は咳せき込んで尋たずねた。

「茶々は、殭屍を追いかけて行きましたよ。わたくしに、青蓮殿どのの手当てを頼む、というようなそぶりを見せて──。賢かしこい小こ猿ざるにございまするな」

　紫薇は微笑んだが、すぐに沈しずんだ表情に変わる。

「なれど、白琳はさらわれました」

「さらわれた!?」

「自らついて行ったと申すべきかもしれません」

　彼女は、殭屍が青蓮を連れて行こうとしたことや、白琳が母に抱かれて行ったことなど、昨夜の様子を語った。

「しばらく後に、黄豹殿がお戻りになり、事情を知ると殭屍を追って行かれました」

　朱虎は戻って来ていないという。

「僕が失敗したから……」

　青蓮は唇くちびるを嚙かみ、夜具の中で拳こぶしを握にぎった。

　母親を助けたいという彼女の言葉に心を乱した。彼女の泣き顔が黒麒と重なった。

　思い知らされてしまったのだ。母を、黒麒の両親を、すべてを焼いてしまったことを──。

　黄豹も朱虎も手て練だれだが、殭キヨン屍シーを滅ほろぼすことはできない。羅ら刹せつ天てん像ぞうを取り返せなかったら、大勢の人間が殭屍にされてしまう。

　十年前の、銀ぎん棘きよくの里と同じように──。

「全部、僕のせいだ……」

　目尻に涙なみだが滲んだ。

「真言を唱えておられましたが、術が成らなかったようにございますな」

「どうしても……法力が集まらなくて……。羅刹天像を守らなければならないことは、わかっていたのですが……」

　涙で声が震ふるえた。言い訳など見苦しいが、言わずにはいられなかった。弱音を吐はいてしまう自分も嫌いやでたまらない。

「法力とは、わたくしどもが言うところの神気のことにございましょう？　心安らかでなければ扱あつかえるものではございませぬ」

　紫薇は頭かぶりを振ふった。

「白琳があのようなことを申したのも、自ら殭屍のもとへ参ったのも、わたくしの責任でございます。羅刹の呪いに冒された里人の気持ちを慮おもんぱかり、殭屍がどのような生きものか、みなに正しく伝えておらなかったのでございます。もしも白琳の身に万一のことがあれば……」

　彼女はそう言って、袖そで口ぐちで目め頭がしらを押さえ、

「いやいや。悔くやんでいても始まりませぬ。今のうちに膏こう薬やくを取り替かえましょう」

　と、青蓮の肩かたの膏薬を剝はがした。

「おお、痣あざが消えておりまする」

　塗ぬり薬を拭ふき取りながら、彼女が言った。見ると、牙きばの痕あとはあるが灰色の痣はない。

（法力がなくなってしまったわけじゃないんだ……）

　母の夢を見ながら、無意識のうちに、体に法力を巡らせたのだろうか。

　手当てが終わると、青蓮は紫薇に手を借りて起き上がり、結けつ跏か趺ふ坐ざして、試ためしに薬やく師し如によ来らいの真言を唱えてみた。いつも通り、法力が体を巡る感覚がある。傷の痛みもかなり取れた。

（次は、烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうの炎ほのおが使えるかも……）

　と考え、右みぎ腕うでの入れ墨ずみに目を落とした途端、心臓が跳はねた。息苦しくなり、法力も心の底に沈んでいくような感じがした。

「あの、包帯が余っていたら、分けていただけませんか？」

「ようございますが？」

　紫薇は不思議そうに言いながらも、包帯を一巻き手て渡わたしてくれた。

　それを巻いて入れ墨を隠かくすと、動どう悸きも息苦しさも治まってきた。

（気持ちの問題なんだ……）

　わかってはいるが、自分では制せい御ぎよできない。

　──法力は心の力。

（僕は弱すぎる）

　母が言っていた言葉を思い出し、青蓮は深い溜め息をついた。
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　黄豹は、木の枝に縛しばりつけられていた赤い髪かみを辿たどり、驪り山ざんに足を踏ふみ入れた。

「朱虎」

　彼は、ふもとからしばらく登った森の中に立っていた。

「一足遅おそかったみたい。灰道士ってば、オレが追っかけてることに気づいてたんだろうね」

　朱虎は黄豹に気づくと、肩をすくめた。足元には、砂にまみれた衣類が散らばっている。北庄から逃にげた殭キヨン屍シーだ。

「この者たちが羅ら刹せつ天てん像ぞうと巻物を奪うばって行ったのだ。白琳も同行したらしい」

「白琳には気づかなかったな。羅刹天像については、もしかしたらと思って、こいつら追っかけてたんだけど。追いついたと思ったら、こういう状態だった。どうする？　即そつ行こうで灰道士の足取りを追う？」

「いや、捜そう索さく範はん囲いが広すぎる。全軍に捜索を要よう請せいする」

　黄豹は踵きびすを返し、山を下り始めた。

「灰道士は驪山を根こん拠きよ地にしてたんだねぇ。華か清せい宮きゆうを造る時に、温泉掘ほりまくりで、驪山て、穴だらけだもんね。黒麒と青蓮が灰道士を捕つかまえたのだって、華清宮だったし」

　と、朱虎は木々の梢こずえを透すかして、彼方かなたの華清宮を仰あおぐ。

「そうそう。里巡めぐりの途と中ちゆう、渭い南なん県で三蔵法師に会ったよ。これを君にって」

　朱虎は懐ふところから書簡を取り出した。先日、井い戸どから引き上げた僧そう衣いについて問い合わせの書簡を輜し重ちよう兵に持たせたのだが、里巡りのついでに、その返事をもらって来たらしい。

　山を下りながら、黄豹はそれを黙もく読どくする。

「何か、いっぱい実験して、それで返信が遅くなったって謝ってたよ。で、井戸の底に沈んでいた僧衣。君の予想通りだったって」

「私のおみくじは当たる。十年前の西方の厄やく災さいも、原因はおそらく同じだろう」

「犯人も同一人物？」

「可能性は高い。とにかく羅刹天像を取り返さなければ」

　黄豹は書簡を懐にしまい、ふと、山を下りる足を止めて、殭屍のなれの果てを振り返る。

（追つい跡せきを逃のがれるために、殭屍を滅ぼすのはわかる。しかし、なぜ灰道士は白琳を連れて行ったのだ？）
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　茶々が紫薇の家に戻ってきたのは、翌日の昼頃ごろだった。

「無事でよかった」

　声を聞きつけて、青蓮は夜具から起き上がる。

　掃はきだし窓から飛び込んでくるなり、茶々は、右手を胸の前で握り、左手の人差し指と中指を立てた。羅ら刹せつ天てん像ぞうの姿勢だ。そして、外を指さす。

「羅刹天像を見つけたの？」

　彼女はうんうんとうなずき、続いて両手で、頭を上からなでて額を隠した。

「冑かぶと？　頭ず巾きん？　灰道士のこと？」

　身み振ぶり手て振ぶりで、茶々は羅刹天像が灰道士の手に渡わたったと言っているようだ。

「白琳は？」

　その問いに、茶々はうなずいたが、「黄豹と朱虎は？」と尋ねると首を振った。茶々は、黄豹と朱虎には会っていないらしい。彼らはまだ、殭キヨン屍シーや灰道士の行方ゆくえを捜さがしているのだ。

「二人に知らせなくちゃ……」

　青蓮は、夜具から出ると身み支じ度たくを始めた。

「どこへ行きなさる」

　かまどで湯を沸わかしていた紫薇が振り返る。

「黄豹さんと朱虎さんの後を追います」

「なれど、傷がふさがってはおりませぬ。それに、法力がまだ──」

「薬やく師し如によ来らいの真言は使えるので大だい丈じよう夫ぶです。茶々が、羅刹天像の在処ありかと白琳の居場所を知っているんです。とにかく、急がなければ──」

　羅刹の血がばらまかれてしまったら、取り返しがつかない。

「白琳が……」

　それを聞いて、紫薇は居住まいを正した。

「ありがたく存じまする。何とぞ白琳を──里の者たちをお救いくださいませ」

　彼女は手をついて深々と叩こう頭とうする。

　救う──。

　その言葉が青蓮の胸を衝ついた。

（こんな僕でも、まだできることがあるなら……）

　左手で、布の上から右腕の入れ墨をギュッと押さえる。

「行って参ります」

　青蓮は深くうなずくと、茶々を肩に乗せて廏うまやへ走った。
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「……あの、お客さん、そうやって毎日毎日、店の入り口近くに陣じん取どられては、その……客足が遠のいてしまって……」

　おずおずと店主が話しかけてきた。

「──んだと？」

　黒麒が振ふり返ると、店主は「ひいぃ」と後ずさる。

「どこに座ろうと、俺の勝手だ。俺は客だ。ちゃんと飯代も酒代も払はらってるだろが」

「ど、どなたか、ここを通るのを待ってらっしゃるのですか？　なんなら店の者に見張らせておきますので、おおお客様は、どうか、おおお奥へ」

「ほっといてくれ。俺はこの席が気に入っているんだ」

　黒麒は街かい道どうに目を戻もどした。

「さようですか……で、では、ごゆっくり……」

　店主がすごすごと引っ込む。

（くそ──）

　腹立たしい。何もかもが頭にくる。長安へ帰らずに、ここでうだうだしている自分に一番腹が立つ。

　灞は水すい近くの街道沿いの飯店である。黒麒は店の表口に置かれた席にどっかり腰こしを据すえ、朝から晩まで街道を眺ながめていた。今日で六日目である。夜は宿を兼かねているこの店に泊とまっていた。

（北庄から長安へ戻るなら、必ずここを通るはずだ。なのになぜ来ない）

　黒麒は灰道士が通るのを待っていた。道士が長安で拘こう束そくされる場面を見るまでは、安心できなかったからだ。

　輜重兵が北庄に到とう着ちやくした時、数日後には羽う林りん軍が、灰道士を引き取りに来ると言っていた。他ほかの里でも北庄と同じ厄災が起き、人手が足りないと言っていたが、それにしても遅すぎる。

　一昨日おとといの夜、北庄にいるはずの輜重兵が慌あわただしく馬を走らせているのを見た。彼が羽林軍との連れん絡らく係を務めているのなら、昨日か、遅くとも今朝には灰道士を護送する隊がここを通るはずだ。しかし、伝令らしき単たん騎きが時折行き来するだけで、それらしき一行はまだ見えない。

（何かあったのか？）

　心配している自分にも腹が立つ。

　黒麒は、指先で卓たく子しをカツカツと叩たたき、北庄の方角に目を凝こらす。

　しばらくすると、彼方に羽林軍の騎き馬ばの一隊が見えた。

（来たか）

　ほっと息をついたが、見ていると、どうも様子がおかしい。それぞれ分散して街道の右に寄ったり左に寄ったり、時には馬を下りて、茶ちや亭ていをのぞいたり民家を訪ねたりしている。

　じっと待っていられず、黒麒は席を立った。

「何をしているんだ？」

　黒麒は、農家の床ゆか下したをのぞきこんでいる一人の若い兵に声をかけた。

「お上の命令でやっているのだ。お前には関係ない」

　その兵は、床下に半分顔を突っこんだまま答えた。

「何をしている、と訊きいている」

　黒麒は再び尋たずねた。

「うるさいな、だから俺たちは、仕事で──って、うわぁ」

　振り返ったその兵は、黒麒の顔を見て目を剝むいた。顔を見ただけで怯おびえたところを見ると、ただただ、黒麒の顔が怖こわかったのかもしれない。

　その後、彼は黒くろ鉄がねの籠こ手てと脛すね当あてに目をやり、さらに怯えた。

「もももしや、くく黒鉄の狼おおかみ」

「何をしている？　もしや灰道士が逃にげたとか、北庄の殭キヨン屍シーが逃げ出したとかで、捜してるんじゃねえだろな」

「そそその通り。両方ともせせ正解」

「何だと？　両方!?」

　黒麒は思わず兵の襟えり首くびをつかんだ。

「豹ひよう虎こは何をしていた！　青蓮は!?」

「く詳くわしいことは私も……ただ、灰道士がいなくなって、飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの豹虎がお留守の間に、きょ殭屍が女の子をさらって……って、どうしてあんたがそんなことを知って──。これは超ちようがつく極ごく秘ひ任務なのに」

「うるせえ。青蓮はどうした!?　豹虎と一いつ緒しよにいるどんくせえ童どう子じだ」

「どど、どんくさい童子は存じませんが、なな何でも有う徳とくの高こう僧そうが怪け我がを負って、ず修法に使う大事な仏像を奪うばわれてしまったという連絡が、ささ昨日、羽林軍に」

「……マジかよ」

　黒麒は、兵から手を放した。その若い兵はドスンと尻しり餅もちをつく。

「馬を借りるぞ」

　黒麒は、何か喚わめいている兵に背を向けると、バッと鞍くらにまたがって馬を駆かけさせた。
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「おおお、わわわ──。落ち、落ちるかも～」

　春はる霞がすみの空の下、青蓮は鞍にしがみつき、渭い水すい沿いに東へ向かって馬を駆けさせる。正しくは、駆けている馬の鞍にしがみついていると言うべきだろう。辛かろうじて手た綱づなを握にぎってはいるものの、馬に方向を指示しているのは、馬の首に乗っている茶々である。

　茶々がクイッと手綱を右へ引くと、馬はその先の道をちゃんと右に曲がった。人や馬車などの障害物は、馬の方で勝手によける。乗馬初心者の青蓮が、日暮れ前には、昭心を越こえて驪り山ざん沿いの街道へ出られたのは、ひとえに茶々と馬の連れん携けいがすばらしかったからに他ならない。

　途と中ちゆうで飛龍禁軍の一隊に会った。彼らは黄豹の指示で、驪山一帯を手分けして、灰道士及および殭キヨン屍シーの捜そう索さくにあたっているという。

　黄豹と朱虎の居場所を尋ねると、華か清せい宮きゆうにいるとのことで、兵の一人が案内してくれた。

　二人は、華清宮内の兵舎で、数名の禁軍兵とともに驪山の地図を囲んでいた。

「青蓮!?　いったいどうしたの？　君、殭屍に嚙かまれたって聞いたけど」

　息せき切って入室してきた青蓮を見て、朱虎が目を瞬またたく。

「茶々が、羅ら刹せつ天てん像ぞうの在処ありかを知っています。灰道士も白琳も多分そこに──」

　青蓮がそう言うと、肩かたに乗っている茶々がうんうんと大きくうなずく。

「さすがは茶々姫ひめ～。助かるな～。オレ、逃げた殭屍は見つけたんだけど、羅刹天像が見つからなくてね。白琳もいなかったし」

　朱虎は、やや下がり気味の目め尻じりを一層下げて、茶々に微笑ほほえみかける。

「そこで今、灰道士の潜せん伏ぷく場所を占うらなおうと思っていたところだ」

　黄豹は大おお真ま面じ目めにそう言って、おみくじの竹たけ筒づつを掲かかげて見せた。

「皇こう宮ぐうの高こう将軍に現げん況きようを伝え、飛龍禁軍の小隊に私たちを追わせろ。殭屍の捜そう索さく及および殲せん滅めつの指揮は任せる」

　黄豹は、その場にいた兵に指示し、茶々の先導で、三人は華清宮を出て、驪山を登る。

「後から来る連中のための目印に。これ以上毛が減るのは嫌いやだもの」

　と、朱虎は兵舎から持ち出した小刀で、木の幹や石に傷をつけた。

「あの……、北庄から逃げた殭屍は、どうなったのですか？」

　青蓮は尋ねた。あの中には白琳の母親がいたはずだ。

「オレが見つけた時には、もう滅ほろんでいたよ。多分、灰道士がやったんじゃないかな。オレたちをまくために」

　朱虎は、一昨日の夜、北庄へ戻る途中で逃とう走そう中の殭屍を発見し、追つい跡せきしたが、殭屍は驪山山中で滅んでいたという。

「そうでしたか……」

　母親が滅ぶところを、白琳が見ていなければいいが──と、青蓮はふとそんなことを思った。

「羅刹の血は、ばらまかれてしまったのでしょうか？」

「今のところ、新たに羅刹の呪のろいに冒おかされたという報告はない。しかし、驪山に数多くある坑こう道どうの各所で、殭屍が発見されている」

　そのため、今、羽林軍や龍りゆう武ぶ軍も総出で、長安周辺の里も含ふくめ、大々的に殭キヨン屍シーの捜索が行われていると、黄豹は言った。

「キーキー」

　半時ほど山を登ると、それまで四し肢しを使って歩いていた茶々が、後ろ足だけで立ち、前方の薔ば薇らの茂しげみを指さした。

　薔薇は、葉が芽め吹ぶき始めたばかりで、長く伸のびた茶色い枝には、鋭するどい棘とげがいくつもついていた。黄豹が剣けんでそれらの枝をかき分けると、そこには、人が一人、何とか通れるほどの横穴が空いていた。

「最近掘ほった穴だね。緊きん急きゆう用の出入り口かな」

　朱虎が周囲の土を指先でつつく。土は軟やわらかく、中は少し湿しめっていた。

「青蓮、君はここで待て」

　黄豹が言った。

「え？　でも……」

「紫薇から、君は烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうの炎ほのおを喚べなかったと聞いた」

「……あの時は、法力が集まらなくて……」

　青蓮はうつむいた。

「殭屍に嚙まれた傷も癒いえてはいないのだろう。間もなく日暮れだ。申し訳ないが、私たちは君を守ってやれない」

　冷れい徹てつな目だった。いつもは明るい朱虎の表情も冷めている。

「……足手まといにしかならない……と？」

「そうではない。有う徳とくの高僧の未来を、このような所で潰つぶしたくないのだ」

「連れて行ってください！」

　自分でも驚おどろくほどの大声が出た。

「法力は使えませんが、灰道士が〈識しき〉を飛ばせば、それを見るぐらいのことはできます。嚙まれた傷の痛みも消すことができました。羅ら刹せつ天てん像ぞうを奪われたのは、僕の責任です。守っていただかなくて大だい丈じよう夫ぶです。ほんの少しでも、役に立たせてください！」

　握った拳こぶしが震ふるえる。自分自身が情けなく、腹立たしかった。

「青蓮。死にたいの？」

　朱虎の緑の目が、痛ましげに翳かげる。

「……わかりません」

　正直にそう答え、青蓮はうつむいた。わからないのは、自分が生きている意味だ。

　生きる資格がない──。十年前、三蔵に拾われた時から、そう思っていた。記き憶おくを取り戻もどした今は、さらにその思いが強くなっている。

（償つぐなうなんて、絶対に無理だもの……）

　だからといって、安易に死んではならないとも思う。

　──あなたは生きて、幸せになって。

　母の最さい期ごの思いを踏ふみにじれない。

「ただ……何もしないで生きていることは、辛つらい……です」

「有う徳とくの高僧らしき死生観だ」

　黄豹が、剣帯からおみくじを外してシャカシャカと振ふる。

「待ち人来たる。思うままに行動せよ」

　彼はせり出してきた細い棒に書かれた文字を読み上げた。

「死に急ぐ君が役に立ちたいと思うのは、本当は生きたいと願っているからかもしれん」

　よくわからないが、連れて行ってくれるらしい。

　黄豹は真しん剣けんにそう言って、「いざという時のために」と、護身用の短たん剣けんを渡わたしてくれた。
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　そこには、一片ぺんの日の光も差していなかった。

　闇やみを背景に、土の炉ろ壇だんで、炎が赤々と燃えていた。

　炉の正面には、黄金の羅ら刹せつ天てん像ぞうが据すえられ、炎の色を照り返して朱しゆに輝かがやいていた。

　手前には、巻物──羅刹天像縁えん起ぎが広げられ、周囲には、酒や五穀、香こうなどの入った小こ鉢ばちが並べられている。辺りには、それら、酒や香の匂においの他ほかに、薔薇のような甘い香かおりと、錆さびた鉄の匂いが混じった不思議な匂いが漂ただよっていた。羅刹の血の香りである。

　炉壇の前には、炎に向かって灰道士が座っていた。

「ラサ、ラクタ、マーンサ、メーダ、アスティー、マッジャー、シュックラ──」

　彼の唇くちびるからは、羅刹天の修ず法ほう、第一の真言が紡つむがれている。

　灰道士の背後には、十数人の男女が仰ぎよう臥がしていた。みな微び動どうだにせず、死んだように横たわっている。炎の明かりは彼らの所まで届かず、顔は薄うす闇やみに紛まぎれて判然としない。

　幾いくばくかの時が過ぎ、やがて、灰道士の声がやんだ。

　彼は振り返り、横たわる男女に目を落とす。

「十年来の我が望みは叶かなった」

　灰道士の唇の端はしがゆっくりと吊つり上がり、笑えみの形を作った。

「灰かい狗こう衆しゆう、一の狗いぬ、二の狗、三の狗」

　声に応じて、その中から三人の男女がむっくりと起き上がった。炎に照らされた彼らの肌はだは、乾かわいた灰の色をしていた。

「行け。青蓮を、あの類たぐい希まれなる力の持ち主を、そなたらの仲間に加えるために──」

　狗と呼ばれた三人は立ち上がり、主あるじに背を向け、歩き出した。
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　穴の中は、湿った土の匂いが満ちていた。華か清せい宮きゆう造営の際に掘られた坑道だろうか、壁かべや天てん井じようは木材で補強され、馬車がすれ違ちがえるほどの幅はばがある。

　茶ちや々ちやを先頭に、黄こう豹ひよう、青せい蓮れん、朱しゆ虎こは、それぞれ松明たいまつを持ってその坑道を進む。

　坑道は時折、交差したり二ふた股またに分かれたりしていたが、茶々は迷わずに進んだ。朱虎がその度たびに、小刀で壁へき面めんに傷をつけていく。

　やがて、茶々は立ち止まり、「キ？」と首を傾かたむけた。黄豹が松明を掲げて前方を照らす。

　坑道は行き止まりで、手前には土の炉壇が築かれていた。炉壇の周囲には、修法に使われたと思われる穀物や香などが並んでいたが、羅ら刹せつ天てん像ぞうと巻物は見当たらない。灰かい道どう士しと白はく琳りんの姿もなかった。

「場所を移ってから、まだ間もない」

　炉壇の灰に手をかざし、黄豹が温度を確かめる。

　ふと、朱虎が振り返り、多た節せつ鞭べんに手をかけた。

「もう日が沈しずんだ？」

「ここからでは日の光が見えないのでわからないが、おそらく──」

　答える黄豹も闇を凝ぎよう視しし、剣を抜ぬいた。茶々が青蓮の肩かたに跳とび乗る。

　青蓮は、彼らが見つめている場所よりも、少し上にあるものを見て目を瞠みはった。

「灰道士の〈識〉が……」

〈識〉は、彼方かなたから、黄豹と朱虎が見つめている場所へ飛んできている。

　やがて、数十名の人ひと影かげが松明の明かりの中に浮うかび上がった。ゆらゆらと頭を揺ゆらしながら近づいて来た。衣ころもは土にまみれ、みな首には鋼はがねの輪を着けている。

「お墓に羅刹の血を撒まいたのかな。灰道士、そのうちに仏ぶつ罰ばつがあたるね」

　そう言いながら、朱虎は多節鞭を振った。ブンと唸うなりを上げて、鎖くさりでつながれた金属の棒が、殭キヨン屍シーに向かって飛んで行く。

　ゴッという鈍にぶい音とともに、頭を殴おう打だされた殭キヨン屍シーたちが吹ふっ飛んだ。朱虎と青蓮はその横を走り抜け、起き上がろうとする殭屍の胴どうを、黄豹の剣が薙なぐ。

　しかし、殭屍は不死身だ。胴を両断された殭屍は手で床ゆかを搔かき、多節鞭で打たれた殭屍も立ち上がって、青蓮たちを追ってくる。

「不ふ浄じようを清せい浄じようと化す烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうに願い奉たてまつる。蓮れん華げよ、宝ほう珠じゆよ。烈れつ火かをもたらしたまえ」

　青蓮は、咄とつ嗟さに松明を置いて、右みぎ腕うでの包帯を解ほどき、殭屍を滅ほろぼす烏枢沙摩明王の炎を喚よぼうとした。振り返り、右手を突つき出したところで、入れ墨ずみが目に入る。

　ドクンと心臓が跳はねた。集まりかけていた法力が、心の奥に戻って行く。青しよう蓮れん華げの花もうまく思い浮かべられない。

「あまねくこの世を照らす毘び盧る遮しや那な仏ぶつに願い奉る。蓮華よ、宝珠よ。光をもたらしたまえ」

　腹の前で定印を結び、殭キヨン屍シーの力を弱める光明真言を唱えようとしたが、やはり法力は集まらなかった。息が荒あらくなり、背中に冷たい汗あせが流れる。

（やっぱりだめだ……）

　ここで自分たちが殭屍に倒たおされてしまったら、白琳も助けられないし、羅ら刹せつの呪のろいに冒おかされた里人に修法を施ほどこすこともできない。わかっているのに──。

「青蓮、〈識〉が発せられている場所に向かえ！」

　黄豹の声に、青蓮は、松明を拾って駆け出した。

（せめて道案内ぐらいは……）

〈識〉を辿たどって、角を曲がろうとした時、茶々が「キーッ！」と鋭するどい声を上げて、青蓮の髪かみを引っ張った。咄嗟に立ち止まり、青蓮は、足元に大穴が空いていることに気がついた。

　温泉を掘ほった時の名残なごりだろうか、穴の直径は三丈じようほどもあり、中央に丸木橋が渡してある。底は暗くて見えないが、かなり深そうだった。

「先に渡れ！」

　黄豹が、追って来た殭屍の足を払はらいながら叫さけんだ。茶々が青蓮の肩から飛び下りて、丸木橋を渡り始めた。

「は、はい……」

　青蓮は恐おそる恐る丸木橋に一歩足を踏み出した。落ちればおそらく命はない。

「キー……」

　茶々は、丸木橋を少し進んでは振り返り、おぼつかない足取りで橋を渡る青蓮を心配そうに振り返る。

「うわっ」

　均きん衡こうを崩くずした青蓮はバッと身を伏ふせて丸木橋にしがみついた。手から離はなれた松明が、光の尾おを引いて、遥はるかな下方へ落ちて行く。茶々が慌あわてて駆け寄って来る。

「青蓮、進め！」

　黄豹の声は、いつになく切せつ羽ぱ詰つまった様子だった。

　一人のひどく瘦やせた殭屍が、青蓮を追って丸木橋を渡ろうとしていた。黄豹はその殭屍を追おうとしたが、老人と子どもの殭屍がその前に立ちはだかる。朱虎は別の二人の殭屍と対たい峙じしていた。その隙すきに、瘦せた殭屍は丸木橋を這はって青蓮に近づいていく。

（来る……）

　背後に、殭屍の気配を感じ、青蓮は総毛だった。

　必死で這いずり、対岸まであと一丈という時、足首をつかまれた。冷たく乾かわいた手だった。

　足を引かれて落ちそうになり、青蓮は丸木橋にギュッとしがみついた。今度は膝ひざ裏をつかまれる。振ふり返ると、殭キヨン屍シーの目は、自分の喉のどに吸いついていた。

　殭屍に嚙かまれても、体内に法力を巡めぐらせば、羅ら刹せつの呪いには冒されない。けれど、喉を嚙み破られて血をすすり尽つくされれば、その場で殭屍の仲間入りだ。

　ずる──と、殭屍が這い寄ってきた。灰色の瘦せた顔が近づいてくる。異様に伸のびた犬歯がやけに鮮あざやかに見えた。

「キーッ！　キーッ！」

　茶々が殭屍の顔に飛びつき、バリバリと引っ搔いた。しかし、殭屍は青蓮を片手で押さえたまま、もう片方の手で茶々を顔から引き剝はがすと、彼女を放ほうり投げた。

「茶々！」

　それを見て、青蓮は夢中で殭屍を蹴けり落とし、茶々に手を伸ばした。その拍ひよう子しに丸木橋にからめていた足が外れ、青蓮は腕うでだけで丸木橋にぶら下がる格好になった。

「つ──っ！」

　殭屍に嚙まれた右みぎ肩かたがズキンと痛んだ。

「青蓮！」

　黄豹と朱虎が同時に振り返った。しかし、二人とも殭屍を食い止めるだけで精せい一いつ杯ぱいで、青蓮を助ける余よ裕ゆうがなかった。

　幸い茶々は、穴の壁面にうまく飛びついたらしい。おうとつを利用して土の壁を登ると縁ふちを廻めぐって丸木橋の上に戻もどってきた。

「キーキー」

　茶々は青蓮の手首を持って引き上げようとするが、彼女に青蓮を持ち上げる力などあるわけがない。

　青蓮は、丸木橋に這い上がろうとするが、どうしても体が持ち上がらない。

　その時──。

「阿あ呆ほう！　そこで待ってろ！」

　聞き覚えのある声がして、青蓮は振り返った。

　松明を手に、長身の黒い影かげが走ってくる。

「え……？」

　最初は純じゆん粋すいに驚おどろいた。

　彼は持っていた松明を放り捨て、朱虎の背後を狙ねらっていた殭屍の後ろ襟えりをつかんで、叩たたきつけるように穴に投げ込んだ。右から飛びかかってきた殭屍の胸に拳こぶしをめり込ませ、回転しながら、背後の殭屍のこめかみを足の甲こうで蹴る。その殭屍は数丈も吹っ飛んだ。

　不ふ動どう明みよう王おうの降臨を見るようだった。

　しなやかで力強い動き。鋭い眼まな差ざし。熱い闘とう気きが、足元から陽炎かげろうのように立ち上っている。

　憤ふん怒ぬの形相で、悪あつ鬼きを調ちよう伏ぶくする戦いの神──。

「遅おそいじゃない。ほら──」

　朱虎が、黒くろ革かわの剣けん帯たいから幅はば広びろの大刀を抜き、彼に投げ渡わたした。

「うるせえ。来てやっただけでもありがたいと思え」

　彼は、大刀の柄つかをつかむと、それを両手で頭上に振りかぶり、正面から突っこんでくる殭キヨン屍シーの肩へ斜ななめに振り下ろした。ザリッと砂を斬きるような音がして、その殭屍の上半身が二つに割れる。すさまじい膂りよ力りよくだ。

（これは……夢？）

　目を瞠ったまま、青蓮は彼の戦いぶりを呆ぼう然ぜんと眺ながめる。

　彼は、橋のたもとにいた殭屍を蹴り飛ばすと、不安定な丸太の上を走ってこちらへ来た。

「噓うそ……何で……」

　じわりと胸が熱くなった。

「青蓮！」

　名前を呼ばれたが、熱い塊かたまりが喉までせり上がってきて、返事ができなかった。

　彼は、青蓮の手首をつかみ、難なく引き上げると、そのまま横よこ抱だきにする。

「黒こく麒き……」

　ようやく声を絞しぼり出して呼びかけると、彼の眉み間けんの皺しわが深くなった。

「ったく、何やってんだ、どんくせえ──」
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　と言いかけて、茶々にチラリと視線を走らせ、彼は丸木橋を走った。後ろから新たに二名の殭キヨン屍シーが追ってくる。

「何で……ここに……？」

　橋を渡りきり、地面に下ろされても、まだ夢を見ているような気分だった。

「羽う林りん軍の兵からかっぱらった馬で」

　振り返りざまに、追ってきた殭屍を袈け裟さがけに斬り倒しながら、黒麒は非常に不ふ機き嫌げんそうに答えた。

「そうじゃなくて……」

「北ほく庄しようへ行ったら、紫し薇びにお前は出かけたと言われ、うろうろしている禁軍兵に訊きき歩いて華か清せい宮きゆうだとわかり、そこの連中に松明たいまつを借りて、あとは木やら壁かべやらについていた傷を辿ってここへ来た」

　もう一人の殭屍の腹を両断して、上半身を穴の底へ蹴り落とすと、彼はこちらを振り向き、「文句あるか」と青蓮を睨にらんだ。

「……いいえ」

　あえて訊くまでもない。大勢の里人の命を救うためなら、仇かたきにも力を貸す。彼はそういう男なのだ。

　松明を掲かかげ、黄豹と朱虎が丸木橋を渡ってきた。二人の後ろから、十名ほどの殭屍が追ってくる。

「何で全部穴へ落とさねえんだ」

　それを見て、黒麒が苛いら立だたしげに言った。

「あらぁ、黒麒、御ご機き嫌げん最悪だねぇ。はいはい、まずはこれ」

　朱虎は、黒革の剣帯を外して黒麒に返すと、多た節せつ鞭べんを振るって三名ほどを穴に落とす。

「灰道士の居場所を探さぐるためだ。殭屍が全ぜん滅めつしてしまったら〈識しき〉が途と絶だえてしまう」

　答えたのは黄豹だ。

「そのために、術もろくに使えねえ怪け我がも治ってねえこの阿呆を連れて来たのか」

　黒麒が青蓮を指さすと、茶々が「ギッ」と飛びかかった。彼はサッと腕で顔をかばう。

「お前が来たのだから、殭屍の十人や二十人、同行させても構わんだろう？」

　黄豹は珍めずらしく薄うすい笑えみを浮うかべて黒麒を一いち瞥べつし、黒麒はフンと鼻を鳴らして、腕にかじりついている茶々を青蓮に投げ渡した。

「まずは羅ら刹せつ天てん像ぞうと巻物を奪だつ還かんする。灰道士は処しよ刑けいして構わない。私が責任を取る」

　黄豹はいつもの冷れい徹てつな表情に戻り、「行くぞ」と走り出した。







　前方の二ふた股またに分かれた坑こう道どうからいくつもの足音が聞こえてきたのは、それから間もなくだった。もちろん背後から追って来る足音も途絶えていない。

「いったい何人を殭キヨン屍シーにしやがった」

　黒麒が舌打ちをする。

「青蓮、灰道士はどちらだ？」

　黄豹の言葉に、青蓮は闇やみの奥に目を凝こらす。

「〈識〉は、左の方から……」

「では左へ。強きよう行こう突とつ破ぱする。道が開いたら、とにかく先に行け」

　黄豹はそう言って青蓮に松明を渡した。

　左へ曲がっていくらも走らないうちに、十数名の殭屍の姿が、松明の明かりの中に入る。

　朱虎が多節鞭を振るった。手前の三人の殭屍が吹ふっ飛び、黄豹は正面の殭屍の膝ひざを剣で払はらった。黒麒が柳りゆう葉よう刀とうで、力任せに殭屍を肩かた口ぐちから斜めに両断していく。

　彼らが開いた道を、青蓮は必死で駆かけ抜ぬけた。

「キーキー」

　突とつ然ぜん、青蓮の肩かたに乗っていた茶々が、脇わき道みちを指さした。

「この先に何かあるの？」

　青蓮の問いに、彼女は自分の頭の毛を引っ張る。

「髪かみ？　じゃなくて白？　──白琳!?　この先に白琳がいるの？」

　茶々はうなずき、耳に手を当てて再び脇道を指す。そういえば、剣けん戟げきの音の合間に、人がうめいているような声が聞こえる。

「助けなきゃ……」

　青蓮は、三人と殭屍が戦っている場に目を戻す。誰だれかに一いつ緒しよに行ってもらおうと思ったからだ。手前では、黒麒が青蓮を背にかばうようにして殭屍と戦っていた。

（黒麒のことだから、頼たのめば、一緒に来てくれるだろうけど……）

　彼に声をかける勇気はなかった。

（僕は、黒麒の両親を殺してしまった……仇だもの）

　見上げれば、脇道には〈識〉が飛んでいない。殭屍さえいなければ、一人でも助けられる。

　青蓮は、黒麒に背を向け、脇道へ走った。

　戦いの場から少し離はなれると、うめき声がはっきりと聞こえるようになった。時折、交じる「助けて、痛い」という声は、間ま違ちがいなく白琳のものだ。

（痣あざが痛んでいるんだ……）

　声を頼たよりに進んで行くと、間もなく、坑道の壁を伝ってよろよろと歩く白琳に出会った。

「白琳──」

　彼女の手も足もすっかり灰色に変じているのを見て、青蓮は息を吞のんだ。

「……痣が痛い……助けて……」

　白琳がのろのろと顔を上げた。顔もすべて灰色の痣に冒おかされている。

「そんな……」

　灰色の痣が頭部をすべて覆おおった時、その人間は一度息絶え、殭キヨン屍シーとして蘇よみがえる。

　痛みを訴うつたえたり、話せたりするところを見ると、頭皮の一部がまだ痣に冒されていないのだろうが、この様子では、すべての皮ひ膚ふが痣に覆われてしまうのも時間の問題だ。

「みんなの所へ行くまで少し我が慢まんして」

　青蓮は、白琳の腕うでを肩に回して支え、その冷たさにギョッとした。

　彼女が、焦しよう点てんの合わない目で青蓮を見つめる。

「あなたは……？」

「僕だよ。青蓮だよ。歩ける？」

「青蓮……。禁軍兵と一緒に来た……」

　青蓮に体重を預け、白琳はか細い声で言った。

　意識がもうろうとしているのだろうか、それとも灰道士に何か術をかけられたのだろうか。

「……青蓮さん、あたし、あなたに言わなきゃならないことが……」

「何？」

「あたし、お母さんを助けたかったの……。灰道士が、お母さんを人間に戻もどしてやろうかって言って……。だから、あたし、灰道士の胸に貼はってあった不ふ動どう明みよう王おうの札を剝はがして、お母さんと一緒に北庄を出たの……。なのに、灰道士は、お母さんを滅ほろぼしてしまって……」

　彼女は、青蓮の肩に額を押しつけてすすり泣いた。

「ごめんなさい、ごめんなさい」

「……いいんだ。僕が君の立場だったら、きっと同じことをしたと思うよ」

　自分は、もっと大きな過あやまちを犯おかした。絶対に許されない過ちを──。

「さ、行こう」

　青蓮は白琳を支えて歩き出した。

「ごめんなさい、ごめんなさい……」

　彼女の声に、青蓮は心の中で同じ言葉を重ねた。黒麒に向けて。

　一緒に泣きたかった。
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「ねえ黒麒、青蓮は？」

　朱虎に問われたのは、大方の殭屍を斬り倒たおした時だった。それでもなお上半身だけで這はいずる殭屍を足裏で蹴け飛とばし、「そこに──」と坑道を振ふり返って、黒麒は、青蓮の姿がないことに気がついた。

「いねえ。まさか、灰道士にさらわれたのか？」

　と口に出して、背筋が寒くなった。

「さらわれればオレたちだって気がつくでしょ。茶々が何か言うだろうし。白琳を探しに行ったんじゃない？」

「あの阿あ呆ほう！　一人でのこのこ、どこへ行きやがった！」

「では、おみくじで」

　黄豹はおもむろに、帯に挟はさんである竹たけ筒づつに手をかけた。

「黄豹、てめえ、ぶんなぐるぞ」

「では、おみくじは引かずに、捜さがすことにしよう」

　黄豹は淡たん々たんとそう言って駆け出した。

「ったく、腹が立つ」

　黒麒は舌打ちした。

（あいつは、俺が何でここへ来たと思っているんだ）

　法力が使えなければ、青蓮はただの童どう子じだ。いや、ただではない。あのどんくささは並外れている。殭キヨン屍シーとまともにやり合ったら、とことん血を吸われて化け物の仲間入りをするに決まっている。おまけに、青蓮は自分の命を顧かえりみない。見張っていなければ、すぐにでも死んでしまうような気がした。

　だから、ここへ来た。

（仇かたきだっていうのに……胸むなくそ悪い）

　今しがた、灰道士にさらわれたかもしれないと考え、ぞっとした自分にも腹が立つ。

「君が苛いら々いらしてるから、青蓮一人で行っちゃったんじゃないの？」

「うるせえ。そもそもお前らが、殭屍と灰道士を逃にがしちまったから、俺がこんな所にまで来ることになったんだろうがっ！」

「お前がいなくなったため、人手が足りなくなったのだ」

　黄豹に言われ、黒麒は言葉に詰つまる。

「北庄の里人が羅ら刹せつの呪のろいに冒された原因を三さん蔵ぞう法ほう師しに問い合わせようと、輜し重ちよう兵を一人使いに出した。その間に里の老人が殭屍化し、その騒さわぎの最中に灰道士に逃げられた」

「で、北庄の連中は、何で羅刹の呪いにかかったのかわかったのか？」

「井い戸どに殭屍が投げ込まれたからだ」

「どういうことだ？」

「羅刹の呪いは血に宿る」

　黄豹の言葉に、黒麒は上半身だけで這って追って来る殭屍を一いち瞥べつした。彼らは斬っても少量の血しか流さない。その血も灰色だ。

「北庄の里人は、殭屍の血が溶とけた井戸の水を飲んで、あるいは傷のある手指で井い戸ど水みずに触ふれて、羅ら刹せつの呪いに冒されたのだ」

「冗じよう談だん──。そんな程度のことで……」

　黒麒は啞あ然ぜんとした。

「三蔵法師の返信によると、十分あり得るとのことだ。殭キヨン屍シーの血液がなぜ灰色なのか、それは私にもわからないが、呪いの正体は、一種の毒ではないかと私は考えている。殭屍に嚙かまれることで羅刹の呪いに冒されるのは、その毒が、殭屍の牙きばか唾だ液えきにも含ふくまれ、嚙み傷きずから体内に侵しん入にゆうするためではないかと思う」

「それにしたって、井戸は湧わき水だ。かなり薄うすまるんじゃねえのか？」

「投げ込まれた殭屍は、大おお晦みそ日かの夜に羅刹の血に触れてしまった大だい慈じ恩おん寺じの僧そうだ。毒性も強いだろう」

「つまり、最初の殭屍ってわけ。純血のね」

　朱虎が補足する。

「井戸に殭屍を投げ込んだのはおそらく灰道士。私たちに捕とらえられる前日か、前々日だろう。やつは、捕らえられた場合のことを想定して、あらかじめ脱だつ出しゆつ手段を講じていたのだ」

　珍めずらしく黄豹の口調に、悔くやしさが滲にじんでいる。

「何で大慈恩寺の僧だとわかったんだ？」

「井戸から引き上げたのは僧そう衣いだったんだ。蟬せみの抜ぬけ殻がらみたいに、衣ころもも帯も袈け裟さも、着ていた通りのまま。日が差し込んで、体は砂になって井戸の底なんだろうね」

　朱虎が言った。

「抜け殻……」

　黒麒の脳のう裏りに、十年前の記き憶おくが蘇る。

（そういえば、井戸の中に……）

　あの事件の後、水を汲くもうとして、井戸の底にあり得ない物が落ちていることに気づいた。

（あれは女物の衣い裳しようだった）

　あのように豪ごう華かな衣裳は、それまで見たことがなかった。そして、まるで着ていた者が溶けてしまったように、上うわ衣ぎも裳もも帯も整っていたのだ。

　水は生命線だ。その印象は鮮せん烈れつに残っている。だから、滅びた里で過ごした数ヶ月間、不思議に思いながらも、井戸から汲んだ水は、必ず沸わかして飲んだ。

（あの衣裳の主あるじは、まさか……）

　黒麒の心臓がドクドクと音を立て始めた。

　さらに、青白い炎ほのおが里を滅ぼしたあの夜の光景を思い出す。

（確か、焼け跡あとに、甲かつ冑ちゆうがいくつも転がっていた……）

　冑かぶとと甲よろいは常に対ついになっていて、甲の中に焦こげた衣類と砂が詰まっていた。まるで体が砂になってしまったかのように、その砂は人の形に盛り上がっていた。

「あれは殭キヨン屍シーだったのか……？」

　思わず、声に出して呟つぶやいた。

「黒麒、殭屍を見たの？　いつどこで？　ここを出たら急いで三蔵法師に連れん絡らくしなきゃ──」

　朱虎が目を瞠みはった。

「十年前だ。俺は……、殭屍のなれの果てを見ている……」

「なーんだ。十年前──って十年前に殭屍？」

　朱虎はさらに目を丸くする。

「十年前にも、西方のいくつかの里で北庄と同じことが起こっている」

　そう言ったのは、黄豹だった。

「──そうなのか？」

「十年前、皇こう宮ぐう内で謎なぞの疫えき病びようが流は行やった。当時、私はまだ禁軍兵ではなかったため、詳くわしくは知らないが、皇宮勤めの父がそのようなことを言っていた。疫病については箝かん口こう令れいが敷しかれていたらしい。今思えば、あれは羅ら刹せつの呪いだったのではないかと思う。陛下はひた隠かくしに隠しているが、十年前に陛下は大だい雁がん塔とうから羅ら刹せつ天てん像ぞうを持ち出したのだろう。そして誰だれかが殭屍と化し、その時に、陛下も羅刹の呪いに冒おかされたのだと私は考えている」

「それが、俺の見た殭屍のなれの果てと、いったいどういう関かかわりが……」

　黒麒の心臓の音は、さらに大きく速くなっていく。

「おそらく、皇宮から逃げた純血の殭屍が、井戸に投げ込まれたのだろう。その年の冬、西方で北庄と同じく、突とつ然ぜん、里人に灰色の痣あざができ、殭屍と化してしまう事件が起き、長ちよう安あんから軍ばかりか道士や法師が使わされたと聞いている。紫薇はその一人だ」

　黒麒の動どう揺ようを知っているのかいないのか、黄豹はただ淡々とそう言った。

「そっか、黒麒、庭てい州しゆうの生まれだったね。それで、十年前に殭屍を見たんだ」

　朱虎が軽い調子で合いの手を入れる。

「黄豹。北庄の井戸に殭屍を投げ込んだのは灰道士だと言ったな」

　黒麒は、灰道士を捕らえた翌日の午後、馬上で彼が言った言葉を思い出していた。

　──そなたの右みぎ腕うでの入れ墨ずみ、確か、青い睡すい蓮れんの入れ墨だったな。どこで彫ほったのだ？

　灰道士は確か、青蓮にそう尋たずねた。その後、青蓮が落馬したのだ。

「そうだ。昭心を襲おそう前に仕込んでおいたのだろう」

　答える黄豹の声を、黒麒は聞いていなかった。

（やつは、なぜそんなことを尋ねたんだ……？）

　青蓮が禁きん苑えんで烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうの炎を喚よんだ時、灰道士は青蓮の入れ墨を見ているはずだ。

　わざわざ、入れ墨を彫った場所を尋ねるということは──。

（あいつ、もしかして十年前のあの夜、麴きく瑛えいが鬼おに火びを喚ぶところを見ていたんじゃ……）

　灰道士は、青蓮が銀ぎん棘きよくにいた少年と同一人物であることを確かめたかったのではないか。

（だとしたら、俺が山で迷っていた三日の間、銀棘の里は──）

　その時、突とつ如じよとして左右の坑こう道どうから二名の殭キヨン屍シーが躍おどり出てきた。

　咄とつ嗟さに柳りゆう葉よう刀とうを構え、黒麒は眉まゆ根ねを寄せる。

（こいつら……）

　一人は矛ほこを手にした甲冑兵だった。黒麒と同じぐらいの身長があり、幅はばは黒麒の倍はありそうな巨きよ漢かんだ。もう一人は、弓を構え、袖そでのない毛皮の上衣を着た猟りよう師し風の男だった。二人とも鋼はがねの首輪をしている。

　黒麒が訝いぶかったのは、二人のまとう気配が、普ふ通つうの殭屍とは異なったからだ。目ははっきりとこちらを捉とらえ、間合いを計っている。

「殭屍に飛び道具が使えるの？」

　朱虎が目を丸くして言った。意思がない殭屍には、相手を狙ねらう技量はないはずだ。

　猟師風の殭屍が、ニッと唇くちびるの端はしを吊つり上げた。

「笑った!?　ちょっと何、殭屍って感情がないはず──」

　言いかけて、朱虎は横へ跳とんだ。猟師から続けざまに矢が放たれたからだ。

　甲冑兵が矛を構えて突とつ進しんしてきた。その速さは、生きている人間と変わらなかった。

「生前の力を残した殭屍か？」

　黄豹が呟いた。
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「あれ？　もしかして道を間ま違ちがえた？」

　白琳を抱かかえ、青蓮は左右を見回した。来た道を戻もどったつもりだったが、黒麒たち三人の姿が見えない。剣けん戟げきの音も足音も聞こえない。頭上を仰あおいだが、灰道士の〈識しき〉がいつの間にか消えている。足元を歩いている茶々も、不思議そうな顔をしていた。

「迷ったの……？　ここ、あたし、さっき通った……。こっちはだめ、灰道士がいるの……」

　白琳が顔を上げて、ゆるゆると左右を見回した。

「灰道士の居場所を知っているの？　羅ら刹せつ天てん像ぞうは？」

「金の仏像なら、灰道士が持ってる。巻物も……」

　それを聞いて、青蓮は逡しゆん巡じゆんした。白琳に残された時間はあとわずかだ。

（今は、彼女を連れて逃にげ、修ず法ほうを施ほどこして、日の出を待ってもう一度来ようか。でも……）

　その間に、灰道士が羅刹天像を持って逃げてしまうかもしれない。

「白琳、ごめん。痣が痛いだろうけど、灰道士の居場所へ案内して」

「危ないわ……。強そうな人たちが眠ねむってて、灰道士はその人たちに仏像の血を使って、修法をしてたの……。もしもその人たちが殭屍になってたら……」

「修法？」

　羅ら刹せつの血を使って、灰道士は何をするつもりなのか。

「わからない……。望みは叶かなったって言ってた。禁軍兵が来てるから、修法が終わったらここを出るって。あたしも修法をされそうになって……だから、逃げてきたの」

　灰道士が行ったという修法は気になるが、逃とう走そうを図はかっているなら急がなければならない。

「なら、なおのこと羅ら刹せつ天てん像ぞうを取り返さなきゃ、君を助けることもできなくなってしまう」

「……そんな」

　白琳は、怯おびえた様子でしばらく戸と惑まどっていたが、「……わかったわ。こっちよ」と、青蓮に寄りかかったまま、のろのろと歩き始めた。

　いくつかの角を曲がりながら、二刻ほど歩いただろうか。その間、青蓮は常に灰道士の〈識〉に注意を払はらったが、〈識〉は見えず、殭キヨン屍シーも現れなかった。坑道内は不気味な静せい寂じやくに包まれ、自分の足音と衣きぬ擦ずれの音がやけに大きく耳に響ひびく。

（まさか、灰道士は、もう逃げてしまったのでは……）

　そんな不安が脳裏をよぎった。

　やがて、白琳は「あそこ」と、前方の粗そ末まつな木製の扉とびらを指さした。華か清せい宮きゆう造営に携たずさわった者たちの休きゆう憩けいにでも使われた部屋だろうか。

　茶々が先に行って扉に耳をつけ、『いるわ』とでも言うようにうなずいた。

「殭屍は？」と、小声で尋ねると首を振ふる。修法を終え、別の場所に移されたのだろうか。

（灰道士だけなら、僕一人でも……）

「白琳、ここで待っていて。本当は眠らせてあげたいけど、真言の気配が灰道士に伝わってしまうから」

　青蓮は松明たいまつを壁かべに立てかけ、白琳をその場に下ろすと、扉を少しだけ開けて室内をのぞく。中には古びた木の箱や筵むしろなどが、所ところ狭せましと置かれていた。最さい奥おうの壁かべ際ぎわに、土の炉ろ壇だんが築かれ、火が燃やされている。炎ほのおの向こうで、黄金の羅刹天像が輝かがやいていた。

　灰道士は炉壇の手前で、こちらに背を向けて立っていた。彼は羅刹天像縁えん起ぎを読んでいるらしい。殭屍の姿はない。

　青蓮は、茶々に目配せし、懐ふところから黄豹に持たされた短刀を取り出すと、ギュッと握にぎった。ガクガクと震ふるえ始めた足を踏ふみしめ、扉を開けてその部屋に入る。

　羅刹天像縁起を置き、灰道士がゆっくりと振り返った。

「待っていたぞ」

　奈な落らくの底から響いてくるような低い声で、彼は言った。

「僕を待っていた？」

「そなたを我が下僕にしたいがため。ゆえに、狗いぬたちをやって、小うるさい蠅はえどもをそなたから引き離はなした」

（蠅って、黒麒たちのこと？　じゃ狗って……？）

「そなた、十年前に銀棘の里を焼いた少年であろう？」

「どうしてそれを……」

「その力が欲しい」

　灰道士は右手を前に突つき出した。手の平が青蓮に向かう。ドン！　と耳が痛くなるような爆ばく音おんと同時に、巨きよ大だいな〈気〉の塊かたまりが青蓮にぶつかったのはその直後だった。

「うわっ！」

　すさまじい圧力がかかり、青蓮は壁に叩たたきつけられた。背中と後頭部に重い衝しよう撃げきが走り、一いつ瞬しゆん息が止まる。どさっと床ゆかに落ち、その拍ひよう子しに短刀が手から離れた。青蓮は早口で薬やく師し如によ来らいの小しよう呪じゆを唱えると、短刀を拾って立ち上がり、灰道士に向かって走った。

「我の〈気〉を食くらって、まだ動けるか。ますます、そなたが欲しくなったぞ」

　灰道士は、口の端はしを吊り上げて満足そうに笑った。
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「この──っ！」

　朱虎が多た節せつ鞭べんでからめ捕った甲かつ冑ちゆう兵の右の肩かた口ぐちへ、黒麒は渾こん身しんの力をこめて柳葉刀を振り下ろした。すかさず朱虎は手首をひねり、金属の鞭を回収する。その間に柳葉刀の刃やいばは、甲冑兵の甲よろいをも断って、左の腰こしへと抜ぬけた。
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　断面に灰色の血を滲にじませながら、甲冑兵は二つにずれながらドスンと仰あお向むけに倒たおれた。それでもまだ彼は手足をよじって起き上がろうとした。

「くそ、手こずらせやがって」

　黒麒は忌いま々いましげにそう言って、浅く裂さけた脇わき腹ばらを押さえた。甲冑兵の矛がかすめたのだ。

「ホント、参ったねー」

　うごめく灰色の塊を見下ろし、朱虎が顎あごに滴したたる血混じりの汗あせを、手の甲でぬぐう。その頰ほおには猟師が射た矢がかすめた傷がある。

　猟師風の殭キヨン屍シーは、四し肢しを切断され、床でのたうっていた。剣についた灰色の血を振り払い、黄豹は剣を鞘さやに収めた。その黄豹の肩かたにも矢傷がある。

「灰道士は羅ら刹せつの血を用いて、何をやったのだ？」

　口調は淡たん々たんとしているが、表情はいつになく厳しい。

　甲冑兵と猟師の殭屍は、自分で考えて行動していた。間合いを計り、相手の隙すきを突き、おのれの身を守ろうともした。これまでの殭屍には見られなかった動きだった。

　また、普通の殭屍は緩かん慢まんとしか動けないが、この二人は生きている人間と変わらない速度で動いた。そして、痛みを感じず、死なない。そのため、飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの豹ひよう虎こと黒くろ鉄がねの狼おおかみとあだ名された三人が、思わぬ苦戦を強しいられた。

「それよりさ、こんなかすり傷なのに、ものすごく痛いんだけど。おまけに気持ち悪い。体から力が抜けてく感じ。これってもしかして──」

　朱虎が渋しぶい顔で、頰の傷に指先で触ふれた。

「鏃やじりと矛ほこに、羅刹の血が塗ぬってあったようだな」

　黄豹がうなずく。

「うわぁ。羅刹の呪のろい、初体験。全然嬉うれしくないけど」

「とにかく、早いとこ青蓮を捜さがさねえと」

　黒麒は、地面に放ほうり出した松明を拾った。戦っている間に、もとの場所からかなり離れてしまった。紫薇は、青蓮が術を使えなくなったと言っていた。一人にしておくのは危険だ。

　三人で、坑こう道どうを戻り始めた時、「キーキー」と、前方の闇やみの奥から、茶々がこちらへ向かって駆かけて来るのが見えた。
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　ドン！　と灰道士から〈気〉が放たれ、青蓮は、咄とつ嗟さに木箱の陰かげに飛び込んだ。木もく片へんを飛び散らせて箱が吹ふっ飛ぶ。間かん髪はつを容いれずに、青蓮はそこから飛び出し、なおも灰道士に向かって走った。床を蹴けり、跳ちよう躍やくしながらグッと右手に握った短刀を突き出す。しかし、灰道士にひらりとかわされた。

「そんな物で我を倒せると思うか」

　嘲ちよう笑しようする灰道士の言葉を無視し、青蓮は短刀を振りかざして灰道士に迫せまる。

「それにしても、そなた、動きの鈍にぶさは殭キヨン屍シー並みだな」

　灰道士の手の平が青蓮に向かった。

　至近距きよ離りからの〈気〉が、青蓮の胸に直ちよく撃げきした。吹っ飛ばされた青蓮は、天てん井じようにぶつかってはね返り、積まれた木箱の上に落ちる。

　灰道士がつかつかと歩み寄り、ぐったりとしている青蓮の前まえ髪がみをつかんで起こした。

「これでも手加減してやったのだぞ。修ず法ほうを施ほどこす前に殺すわけにはいかぬゆえ」

　灰道士は、短刀を握り締しめている青蓮の右手首をつかんだ。

「……ありがたいと思います」

　青蓮はそう呟つぶやくと、すかさず左手に持っていた術封ふうじの札を、灰道士の左胸に貼はった。

「何!?」

「短刀であなたを倒せるなんて思っていません。……そもそも殺せつ生しようは禁じられていますし」

　天井にぶつかった時に、薬師如来の小呪を唱えたので、大おお怪け我がは免まぬかれたものの、体がギシギシと痛んでいた。その痛みを堪こらえ、青蓮は、左手を灰道士の胸に当てたまま、不ふ動どう明みよう王おうの大呪を唱え始めた。青蓮には、灰道士の手足を素す早ばやく縛しばり上げるほどの腕わん力りよくはないが、この真言を唱えている間は、灰道士は手足を動かせず、声も出せない。

　一時しのぎの術だが、茶々が黒麒たちを捜しに行ってくれたし、間もなく黄豹が手配した禁軍兵も到とう着ちやくするはずだ。

（白琳、もう少しだから、頑がん張ばって）

　心の中で、白琳の痣あざが頭部を覆おおい尽つくさないことを祈いのりながら、青蓮は真言を唱え続ける。

　その間、灰道士は、無念と憎ぞう悪おの入り交じった視線を青蓮に注いでいた。

　しばらくすると、茶々に先導された三人が部屋へ駆け込んできた。三人が、それぞれ傷を負っている様子を見て青蓮は瞠どう目もくする。

「阿あ呆ほう！　そのどんくささで単独灰道士に立ち向かおうなんざ、百万年早ぇ！」

　黒麒がこめかみに青筋を立て、怒ど鳴なりながら灰道士の手首をねじり上げた。

　そこでようやく青蓮は真言を止やめ、灰道士から手を放した。

「黒麒、脇腹が──。黄豹さんも朱虎さんも……」

　黒麒の傷はかなり出血している。黄豹の肩の傷も深そうだ。朱虎の頰の傷の周囲には灰色の痣ができている。

「もしや、三人とも羅ら刹せつの呪いに……？」

「大したことはねえ。お前の無む謀ぼうっぷりの方が、よほど心臓に悪い」

　黒麒は、黄豹から渡わたされた縄なわで、手早く灰道士を縛り上げる。

「すみません。手当てをしたいのですが、今はとにかく白琳を──」

　青蓮は、扉近くの坑道に置いてきた白琳の所へ駆け寄り、傍かたわらに膝ひざをついた。

「痛い……青蓮さん……助けて……」

　彼女は横たわり、苦痛に顔を歪ゆがめてうめいていた。

「急いで修法を」

　青蓮は白琳を仰向けに寝ねかせると、羅ら刹せつ天てんの第一の真言を唱えた。次し第だいに表情が和やわらぎ、呼吸がゆっくりと穏おだやかになっていく。

（何とか間に合った……）

　青蓮は、ほっと息をついた。眠ねむっている彼女の腕うでを肩に回して背負い、立ち上がる。

　いつもなら、こういうことは黒麒がやってくれるのだが、脇腹に怪け我がを負い、羅刹の呪いに冒おかされている彼に力仕事はさせられない。

　部屋へ戻もどると、縛られた灰道士は炉ろ壇だんの近くの柱につながれ、黒麒と黄豹、朱虎は散乱した木箱の陰かげをのぞいたり、筵むしろをめくったりして室内を検分していた。

「巻物がないのだ。灰道士に尋たずねても口を割らない」

　歩み寄ってきた黄豹はそう言って、青蓮に羅ら刹せつ天てん像ぞうだけを差し出した。

「さっきまでは炉壇の手前に広げられていたのですが、灰道士の〈気〉の衝撃でどこかへ吹き飛んだのでしょうか」

　青蓮は羅刹天像を懐ふところに入れ、黄豹は再び室内の捜そう索さくを始める。

「三の狗いぬ！」

　突とつ然ぜん、灰道士が叫さけんだ。

（三の狗？）

　青蓮は、先ほど灰道士が、黒麒たちの所へ狗たちをやった、というようなことを言っていたのを思い出し、扉の方を振ふり返った。黒麒や黄豹、朱虎も捜索の手を止め、扉を振り向く。

「キーッ！」

　足元で茶々が叫んだ。青蓮の首のつけ根に鋭するどい痛みが走ったのは、次の瞬しゆん間かんだった。

「え？」

　愕がく然ぜんと肩かた越ごしに振り返ると、目の前にニッと笑った白琳の顔があった。その唇くちびるは真っ赤な血で濡ぬれていた。

　青蓮が事態を飲みこむ前に、懐から羅刹天像が抜ぬかれた。白琳は青蓮の背から飛び下りると、羅刹天像を抱かかえてダッと駆け出し、炉壇に向かった。

　愕然とする青蓮の首から、ぼたぼたと血が滴り落ちる。

　茶々が白琳に飛びかかったが、彼女は茶々をつかんで床ゆかに叩たたきつけた。

　羅刹の呪いに冒された黒麒や黄豹、朱虎も、ふらつく足を踏ふみしめて白琳を追ったが、その時にはすでに、白琳は灰道士の胸に貼られた札をむしり取っていた。

　灰道士を縛っていた縄がぱらりと解ほどけ、右手が突つき出されるのを見て、黒麒たち三人はハッと足を止める。

「白琳……、君、何を……」

　青蓮は、嚙かまれた首を押さえ、呆ぼう然ぜんとして彼女の所業を見ていた。

「あたしは白琳じゃないわ。あたしは──灰かい狗こう衆しゆう三の狗」

　灰道士の横に立ってこちらへ向き直り、彼女は言った。

「三の狗？　じゃ、さっきのが一と二だったわけ？　あいつら名乗らなかったってか、一言も喋しやべらなかったけど。へえ、君らは喋れるんだ」

　朱虎が啞あ然ぜんとして言った。

「でも、痣が痛いって、お母さんを助けたかったって……泣いたよね」

　首を嚙まれてさえも、青蓮は未いまだに事態が飲みこめなかった。

「道士様に、青蓮という童どう子じに会ったら、そう演じるように命じられていたの」

　見知らぬ者を見るような目で、白琳は青蓮を見る。

「先の二人の殭キヨン屍シーが敗れた場合に備えて、白琳を青蓮につけておいたわけか。相変わらず用よう意い周しゆう到とうな……」

　黄豹が淡たん々たんと言った。

「青蓮だけでなく、できれば貴様らも狗にしたいと思っていたが──」

　灰道士はそこで言葉を止めた。大勢の足音とともに「校こう尉い殿どの！」と呼ぶ声が近づいて来る。黄豹が手配した飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの一隊が、この場所を探し当てたのだ。

「残念だったな。狗ではなく、ただの殭屍として我が下僕になってもらおう」

　それが合図だったのか、白琳が炉ろの中に手を突っこみ、燃える薪まきをつかみ出してばらまいた。

　火は、筵や砕くだけた木箱の欠片かけらに燃え移り、瞬またたく間に広がった。

　青蓮の心臓がドクンと鳴った。

　十年前のあの夜の光景が、一気に脳のう裏りを占しめる。

（火事……そう、あの時も……）

　暗い空に、赤々と燃える炎ほのお。煙けむりと悲鳴。

　母と一いつ緒しよに、追って来る炎と殭屍から逃にげていた。

　青蓮の心臓が激しく鳴っていた。息をいくら吸っても足りない。

　恐おそろしくて、苦しくて、頭の中が沸ふつ騰とうしているような感じがした。

　熱くてたまらないのに、背筋には絶え間なく悪お寒かんが走る。

「キーッ！　キーッ！」

　茶々に頰ほおを叩かれた。

　息を詰つめていたらしく、青蓮は喉のどを鳴らして息を吐ついた。恐ろしくて、苦しくて、涙なみだがこぼれてきた。

「そうか……火を放ったのは、痣ができた者を殺して、殭キヨン屍シーにするためだったんだ……」

　荒あらい息をつきながら、青蓮は呆然と呟いた。

「火を消さなきゃ……」

　十年前の記き憶おくと目の前の現実とが交こう錯さくする中で、その思いが頭をもたげる。烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうの浄じよう化かの炎を喚よべば、火は消える。殭屍は滅ほろび人は生き残る。禁きん苑えんではそうやって火を消した。

「不ふ浄じようを清せい浄じようと化す烏枢沙摩明王に願い奉たてまつる。蓮れん華げよ、宝ほう珠じゆよ。烈れつ火かをもたらしたまえ」

　朱しゆ色いろの炎が渦うず巻まく音の中に、青蓮の声が響ひびいた。

　黒麒と黄豹、朱虎が、青蓮を振り返る。灰道士が、ピクリと体を震ふるわせた。

「オン、クロダノウ、ウンジャク──」

　青蓮は真言を唱え始めた。右みぎ腕うでから青白い炎が生まれ、螺ら旋せんを描えがいてまとわりつく。炎を生んでいるのは、右腕に環わを巻いたように描かれた青い睡すい蓮れんの花弁だった。

「法力が使えるようになったのか？」

　黒麒が呟つぶやいた時だった。

「いやーっ！　あたし、死にたくない！」

　炎の向こうで羅ら刹せつ天てん像ぞうを抱え、白琳が絶ぜつ叫きようした。

「白琳……」

　青蓮は真言を止やめた。

「聞くな、青蓮！　お前を惑まどわすための演技だ」

　黒麒が叫んだ。

「演技ではない。狗には人と同じ感情がある」

　灰道士が言った。

「そんな……」

　青蓮は瞠どう目もくし、白琳を見つめた。

「死ぬのはいや。お願い、殺さないで！」

　母の命いのち乞ごいをする時と同じく、彼女の顔は涙でぐしゃぐしゃだった。

「夜に生きるというだけで、人と同じように考え、喋り、泣きもすれば笑いもする。そなたは、それでも殺すのか？」

　灰道士の声が呪じゆ文もんのように、青蓮の頭に侵しん入にゆうしてきた。また、あの動どう悸きと息苦しさが始まる。

　入れ墨ずみにまとわる青白い炎がしぼんでいった。集まりかけていた法力が、心の奥底へ沈しずんでいく。

　灰道士はさらに続けた。

「人であった時の記憶はないが、北庄でこの娘むすめが、我から不ふ動どう明みよう王おうの札を剝はいだのは、真実、母を救いたいがためだ。また、娘はおのれの意志で我に身を捧ささげた。記憶をなくすことも、二度と日を浴びられぬことも承知して──すべては、母のためだ」

「卑ひ怯きような──。あんたそう言っておきながら、白琳の母親を滅ぼしたわけ？」

　朱虎が憤ふん然ぜんとして言った。

「だが、娘の親を思う心は本物だ。そうと知っても、滅ぼすか？」

　灰道士は酷こく薄はくな笑えみを浮うかべた。

「僕は……」

　青蓮は萎なえそうになる気力を振り絞しぼり、必死で右手を灰道士に向けた。煙混じりの熱風が吹ふきつけてくる。火か炎えんの勢いは増す一方だ。このままでは、黄豹も朱虎も、黒麒も、そして自分も灰道士の手て駒ごまになる。烏枢沙摩明王の炎を喚ばなければならない。それはわかっている。

　けれど、どうしても法力が集まらない。

　十年前の、青白い炎の中でのたうつ銀ぎん棘きよくの里人が目に浮かぶ。

　青蓮の両目からボロボロと涙が落ちた。

　──ごめんなさい、ごめんなさい。

　耳の奥で響く声は、白琳のものか、それとも自分の心の声だろうか。

「青蓮！　やれ！」

　黒麒の怒ど声せいが飛んだ。

「何を迷ってんだ！　人と同じように泣こうが笑おうが、白琳が、人の生き血をすするような化け物になって喜んでるわけがねえだろ！　あれは白琳じゃねえ！　白琳の顔をした化け物だ！　まさか、自分の手を汚よごしたくねえとか、甘ったれたこと考えてんじゃねえだろうな！」

　すさまじく恐ろしい形相だった。

　茶々が「ギッ！」と歯を剝むいたが、黒麒は無視した。

「それとも、古傷が痛むと訴うつたえて、俺に、許してやるから頑がん張ばれと言わせてぇのか。冗じよう談だんじゃねえ!!」

「ち、違ちがう……黒麒……」

　許されるわけがない。許されてはならない罪を自分は犯おかした。それは十分にわかっている。

「ここでうじうじ悩なやんでりゃ灰道士の思うつぼだろうが！　化け物に成り下がるつもりか!?　過あやまちを償つぐなうんじゃなかったのか!?」

「つ、償いたいと……思ってる……でも、法力が……」

「聖しよう者じやを約束されたお前の力は、何のためにあるんだ？」

　青蓮は瞠目した。彼は、青蓮が聖者になるべく修しゆ行ぎようしていたことも憶おぼえていたのだ。

（僕の力……）

　厄やく災さいから里を守り、里人の病や怪け我がを治し、赤子の誕生を祝い、死者を祀まつる。それが里における聖者の役割だった。

「逃げたら承知しねえぞ。俺はずっとお前を見張って、最後まで見届けてやる。どう償うのかをな」

　怒いかりを押し殺し、彼は言った。

「黒麒……」

　青蓮が何を言おうと、何をしようと、黒麒の恨うらみは晴れないだろう。それでも彼は、青蓮が償いたいと思っている気持ちは受け入れてくれたのだ。

　そう思った途と端たん、涙がどっと溢あふれてきた。同時に、心の奥に引っかかっていた何かが、ポロリと落ちた気がした。

　過去の過ちを消すことはできない。罪の深さにおののき、これからもずっと後こう悔かいし続けるだろう。けれど、そこから目を背そむけずに、為なすべきことを為す。それが、自分にできる償い。

（僕は……逃げない）

　再び右の手の平を前方に向けた。

「オン、クロダノウ、ウンジャク──」

　青い睡蓮の入れ墨から再び青白い炎が生まれた。螺旋を描いて腕うでにまとわりつく。

　心の奥底に漂ただよっていた法力が一気に上じよう昇しようし、青白い光となって、すさまじい勢いで青い花弁に集まっていく。

　灰道士が両手を前に突つき出し、何か喚わめいたが青蓮には聞こえなかった。

「オン、シュリ、マリ、ママリ、マリシュシュリ、ソワカ！」

　花弁から青白い光が噴ふき出した。光は螺旋を描きながら炎と化し、青蓮の周囲を舐なめながら広がっていく。

　ほぼ同時に、灰道士が手の平から〈気〉の塊かたまりを放った。〈気〉は赤い炎と黒い煙を巻き込み、爆ばく発はつ音をともなって、青白い炎ほのおの中に食い込んだ。ゴウッと風が唸うなるような音を立て、二つの炎と煙けむりとが渦うずを巻く。

　すさまじい圧力に、黒麒、黄豹、朱虎が腕で顔を覆おおった。

　炎の中で絶叫が聞こえた。甲かん高だかいその声は、灰道士のものとも白琳のものとも判断がつかなかった。

　しばらくの間、二つの炎と煙は竜たつ巻まきのごとく渦を巻いていたが、やがて赤い炎と黒い煙は、青白い炎に吞のまれて、薄うすくなっていく。

　その青白い炎も、次し第だいに消えていった。

　炎がすべて消えるのを見届け、青蓮は右手を下ろした。

　黒麒、黄豹、朱虎も顔から腕を離はなす。

　壁かべや天てん井じようを支える柱と炉ろ壇だんは黒く焦こげてある程度の形を残しているが、木箱や筵むしろなどは燃え尽つきて、風に巻き上げられてしまったのか、跡あと形かたもなかった。

　灰道士の姿がなかった。

「逃にげたのか？」

　黄豹が炉壇の方へ歩む。

「いや、滅んだらしいな。外がい套とうだけが残っている」

　彼は、積もった灰の中から、灰色の布を拾い上げた。半ば焦げて、ボロボロになったその布には頭ず巾きんらしき物がついている。

「灰道士って、殭キヨン屍シーだったの？」

　朱虎も炉壇へ向かい、焼け残った外套の周囲を調べ始めた。

「馬ば鹿かな──。やつは日の下でも平気だっただろ？　肌はだだって灰色じゃなかった」

　そう言ったのは黒麒だった。

「だが、北庄から逃とう亡ぼうした後に、羅ら刹せつの呪のろいに冒おかされていたとしたら──」

「今の、烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうの炎と〈気〉の塊がぐるぐるしている間に、灰道士は力ちから尽つきて焼け死んで、殭屍として蘇よみがえった途端に、烏枢沙摩明王の炎で灰になったってこと？　めまぐるしい最さい期ごだったねぇ」

　頰ほおの傷が痛むのか、朱虎は腰こしを下ろして炉壇に寄りかかった。

　そこへ「校こう尉い殿どの、収まりましたか？」と、飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんの兵たちが青い顔で、恐おそる恐る部屋へ入って来た。到とう着ちやくはしていたものの、すさまじい呪じゆ力りよく戦におののいて坑こう道どうで待機していたらしい。

「室内をくまなく調べろ。巻物は燃え尽きたとしても、羅ら刹せつ天てん像ぞうは残っているはずだ」

　黄豹の指示で、兵たちは積もった灰の中を探さぐり始めた。

　青蓮も踏ふみ出そうとして、目眩めまいに襲おそわれ、よろめいた。嚙かまれた首がひどく痛んだ。

「校尉殿。羅刹天像がありました」

　兵の声に顔を上げると、炉壇の陰かげに、黄金の羅刹天像が、焼け焦げた衣ころもと砂に、半ば埋うもれるようにして転がっていた。

「白琳……」

　青蓮は首の傷を押さえ、よろよろとそちらへ歩き出した。途と中ちゆうから黒麒が青蓮を支え、一いつ緒しよに歩み寄る。

　青蓮はひざまずき、白琳の衣を手に取った。喉のどの奥に熱い塊が生まれ、目が潤うるんでくる。

（たった十二で……）

　彼女の泣き顔が目に浮かんだ。

　──お願い、お母さんを助けて。

　──お母さんを滅ほろぼさないで！

　──どんな姿でもかまわない、お母さんに生きていてほしいの！

「助けたかったのに……」

「……そうだな」

　黒麒に肩かたを叩たたかれた。途端、喉の奥の熱い塊が膨ふくらんだ。耐たえきれず、青蓮は白琳の衣に顔を押しつけ、声を殺して泣いた。
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　淡あわく霞かすんだ空は、穏おだやかに晴れていた。

　なだらかな丘おかの上には、一本の山桜の大木がそびえ、赤みを帯びた若葉の間に薄うす桃もも色いろの花をつけていた。梢こずえの間から、鳥のさえずりが聞こえる。

　山桜の下には、十基の小さな塚つかが築かれていた。塚の前では香こうが焚たかれている。

　青せい蓮れんは手を合わせ、その香こう炉ろの前で誦ず経きようしていた。背後には茶ちや々ちやがちょこんと座っている。

　北ほく庄しようの南なん端たん、里人の墓所である。

　十基の塚は、殭キヨン屍シーになった北庄の里人のものである。そのうちの一つは白はく琳りんのものだ。

　禁軍兵が、白琳と驪り山ざん山中で灰かい道どう士しに滅ぼされた九人の衣類や装身具などの遺品を、北庄へ運んでくれたのだ。

　北庄へ戻もどると、青蓮はまず、北庄の里人の中でも、特に容態が危あやぶまれる者と、黒こく麒き、黄こう豹ひよう、朱しゆ虎こらに羅ら刹せつ天てんの修ず法ほうを施ほどこした。

　修法の詳しよう細さいが書かれた羅刹天像縁えん起ぎは失われてしまったが、羅刹の呪いを解く真言は、憶えていた。自分の傷は、法力を巡めぐらせ、さらに薬やく師し如によ来らいの真言を用いて治ち療りようした。

　修法を施した者たちが快方に向かったことを確かく認にんし、今、十人を埋まい葬そうしたところだった。

（救えた命だったのに……）

　誦経を終え、青蓮は白琳の塚を見下ろした。

　母親が死んで、殭屍になってしまった悲しみを、青蓮が少しでも和やわらげてやれば、白琳は灰道士の誘さそいには乗らなかっただろう。

「ごめんね……」

　彼女の気持ちを十分にくみ取れなかった。そのことが悔くやまれてならない。

「浮うかない顔だな」

　声をかけられ、青蓮は振ふり返った。下草を刈かり取っただけの小道に黒麒が立っていた。

「……もう目覚めたの？」

　殭屍に嚙まれた者に施す羅刹天の修法は、およそ半日を要する。その後、痣あざが消え始めるまでに一昼夜かかる。そこまで確認してから、青蓮は十人を埋葬するために、この丘へ来た。

　痣が消え始めてからも、大たい抵ていの者はうつらうつら眠ねむっているのだが、黒麒は、今回も異常に早く痣が消え、もう目覚めてしまったらしい。呆あきれた回復力である。ちなみに、黄豹は今回もなかなか痣が消えない。

「腹が減って目が覚めた。紫し薇びに飯を食わせてもらって、で、お前が墓を掘ほってると聞いて」

　黒麒は青蓮の隣となりに立った。相変わらず眉み間けんには皺しわが寄っているが、腹がくちくなっているせいか、それほど不ふ機き嫌げんそうではない。

「全部一人でやったのか？」

　十基の塚を眺ながめ、黒麒は言った。

「ええ、まあ。遺品を埋めただけなので、大した手間では……」

　うなずいてから、彼が埋葬を手伝いに来てくれたのだと気がついた。

（僕は仇かたきなのに……）

　本当にどこまでも律りち儀ぎな人だ。

「首の傷は？」

「ふさがりつつあるってところです。痛みはもうありません」

「そうか」

　黒麒はぶっきらぼうに言った。その後、彼は手持ちぶさたな様子で、何となく山桜を見上げたり、丘の斜しや面めんを見下ろしたりした。

（どうしたんだろ？）

　青蓮が見ていると、彼は視線に気づいて、気まずそうに顔を背そむける。本来ならば、二人きりになってしまって、恨うらまれている自分の方が、気まずく思うべきだろう。これでは反対だ。

「何か？」

　青蓮は尋たずねた。彼は観念したように、小さく吐と息いきをついた。

「十年前の、あの夜のことだ。記き憶おくがないと言っていたな。どこまで憶おぼえているんだ？」

　その話題は少し辛つらい。けれど、いつかは黒麒に話さなければならないと思っていた。

　唐とう突とつな問いは、彼もそう思っていたからだろう。

「……僕は母に物忘れの術をかけられていて、紫薇さんに術を解いてもらいました。ところどころ穴は空いていますが、おおよそのことは思い出しました……」

「そうか。俺は、驪山の坑道で、お前の記憶がぶっ飛んでいるってことなんか考えずに怒ど鳴なったが、思い出していたんだな」

　遠回しに、怒鳴ったことを詫わびているのだろうか。

「あなたは、僕が麴きく瑛えいだと、最初から気づいていたのでしょう？」

　初めて長ちよう安あんへ来た日、朱す雀ざく門もん街がいで黒麒を見た時、彼は護送車の中からじっとこちらを見つめていたのだ。

「似ていると、思った」

　ボソリと、彼は言った。

「だが、お前は俺を見ても平然としていた。人ひと違ちがいなのか、それともしらばっくれているのか、わからなかったから、あれこれかまをかけてみた」

　言われてみれば、心当たりはいくつかある。

「あなたは、僕の右みぎ腕うでを気にしていたし……。髪かみの話は、僕の反応を見たかったんですね」

　青蓮は、漢人のように伸のばした髪を指先で梳すいた。この髪も、子どもの時は黒麒と同じように、短く刈っていたのだ。

「まさか、記憶をなくしていたとはな」

「今は、あなたのことも思い出しましたよ。僕は、体を動かす方はさっぱりだったので、あなたに憧あこがれていました」

　青蓮は、「座りませんか？」と、黒麒を山桜の根元に誘った。青蓮が腰こしを下ろすと、黒麒は黙だまって隣に座り、木の幹に背を預ける。茶々は青蓮の膝ひざに乗った。

「銀ぎん棘きよくの里に、生き残りがいるなんて思ってもみなかったけれど……」

　北庄を見下ろし青蓮は言った。一つの井い戸どを、小さな家々が囲んでいる。その様が、裏の岩山から銀棘の里を見下ろした時の風景に似ているような気がした。

　確か、自分の家は東の端はしにあった。

「あの夜の三日前から、あなたは行方ゆくえ不明でしたね」

　青蓮は黒麒を振り向いた。

「山へ狩かりに出かけて、親父おやじとはぐれたんだ。三日目に帰り道を見つけ、その途中で、鬼おに火びが里を焼いているところを見た」

　彼もまた、銀棘の里を思い出しているのか、井戸を囲む家並みを見つめている。

「そうだったんですか……」

　井戸に殭キヨン屍シーが投げ込まれたのは、おそらく黒麒が山へ入った日の宵よいのことだったのだろう。それで黒麒は、羅ら刹せつの血を含ふくんだ水を飲まなかったのだ。

「あの夜の後、あなたはどうしていたのですか？」

　青蓮の脳のう裏りに、涙なみだに濡ぬれた顔でこちらを見ていた七歳の黒麒の顔が思い浮かぶ。

「春までは銀棘の里にいた」

　青蓮は瞠どう目もくした。

「独りで？」

「ああ」

　彼は短く答えた。

（いったい、どうやって……）

　青蓮が喚よんだ鬼火は、おそらく倉に蓄たくわえてあった麦も焼いてしまっただろう。まして季節は冬。野山に、食べられる物は生えていない。いくら狩りが上手だったとしても、子どもが狩れる獣けものなどたかがしれている。

（たった七つで……）

　あの焼け跡あとで、一人眠る少年の姿を想像し、青蓮はひどく切なくなった。

「春に、里の近くを通りかかった隊商に加えてもらった」

　黒麒は、集落を眺めながら、独り言のように語った。

「隊商とは名ばかりで、他ほかの隊商を襲おそって商品を奪うばい、市で売りさばくようなならず者の集団だったがな。俺には合っていたかもしれねえ。そこで拳けん法ぽうを習い、強ごう盗とうの手先を務めながら、行く先々でお前を捜さがした」

（仇を討うつために？）

　と、青蓮は声に出して訊きけなかった。そうだ、と答えられたら、やはり辛い。

　黒麒はそれきりしばらく黙って里を眺めていたが、やがて意を決したように、青蓮を振り向いた。

「俺がいない三日の間、銀棘も、北庄と同じく、羅ら刹せつの呪のろいに冒おかされたんだろ？　井戸に殭キヨン屍シーを投げ込まれて」

「症しよう状じようには軽重がありましたが、僕と母以外はみんな……」

　青蓮はうなずいた。

「犯人は灰道士だろうな」

「多分」

　灰道士は、青蓮が銀棘を鬼火で焼いたことを知っていた。その力を欲ほつしていたと言っていた。

「焼け跡に、甲かつ冑ちゆうが転がっていた。殭屍が攻せめてきたのか？」

「はい。殭屍が攻めてきて、火を点つけられて……驪り山ざんの坑こう道どうと同じように」

「十年前も、やつは、羅刹の呪いにかかってた者を早く絶命させて、殭屍として生き返らせたかったんだろう。朝ちよう廷ていから軍や法師や道士が派は遣けんされているならなおのこと。やつが手下を増やして、何をしようとしたのかしらんが──」

　彼は、そこで言葉を切って、青蓮を見つめた。

「俺の本当の仇は、灰道士だ。お前じゃねえ」

　真しん剣けんで、誠実な眼まな差ざしだった。口調はぶっきらぼうで、愛あい想その欠片かけらもなかったが。

「……黒麒」

　青蓮は彼を見つめ返す。胸が熱くなって、目が潤うるんできた。

「前置きが長かったが、それを言いたかっただけだ」

　彼はプイと横を向いた。

「僕は……」

　涙がこぼれ落ちた。

　許されてはならない。自分が里を滅ほろぼした事実は変わらない。だから、ここで泣いてはいけないと思った。けれど、十年間抱かかえ続けてきた思いが溢あふれてきて、抑おさえられなかった。

「僕は……お母さんを助けたかったんです……。お母さんが殭屍に襲われて……それで、鬼火を喚んでしまいました」

　言い訳をしてはならないと思っているのに、言葉がこぼれた。

「だから、白琳を滅ぼすのを躊躇ためらったのか」

　しょうがねえなーといった口調で、彼は相づちを打った。

「鬼火が何もかも焼き尽つくす業ごう火かだと、……知識として知ってはいました……でも、それがどういう意味なのか……、僕はよくわかっていなかったのです」

「ま、七つじゃな」

（ごめんなさい、ごめんなさい）

　知らなかったでは済まされない、許しを請こうてはいけないと、そう思いながら、青蓮は心の中で呟つぶやいた。うつむき、七つの子どものようにしゃくり上げる。

「キー」

　茶々が小さな手で青蓮の頰ほおをぬぐう。

　しばらくの間、黒麒は青蓮を見守っていたが、やがておもむろに口を開いた。

「なあ、青蓮。殭キヨン屍シーは滅ぶと、その場で土に還かえるだろ？　まあ乾かわき具合で、砂っぽかったり灰っぽかったりするが」

「はい……」

「俺は、焼け跡で親父とお袋ふくろの亡なき骸がらを捜したんだ。全部とは言わねえが、里のやつらは、だいたいみんな真っ黒く焦こげていた。甲冑兵は砂になっていたがな」

「……そうなんですか？」

　青蓮は涙に濡れた顔を上げた。

「親父やお袋が、普ふ通つうに焼しよう死ししたなら、殭屍になっていたはずだ。そして、鬼火に滅ぼされて砂になったはずだ。焦げた亡骸が残っていたってことは、人であるうちに死ねたんだろう」

「黒こく統とうさんは……黒麒のお父さんは、家に火が移った時に、僕らを逃にがしてくれたんです。自分が食い止めるからと……」

　黒麒は少し驚おどろいたような顔をし、やがて「親おや父じらしい」と嬉うれしそうに言った。

「あの火事を生き延びたところで、あんなへんぴな里じゃ、羅ら刹せつの呪いにかかったからって、修ず法ほうを施ほどこしてもらえるはずはねえ。お前が、鬼火を喚んで焼かなけりゃ、みんな人の血をすする化け物になっていた。俺の親父もお袋も、お前の母親も──」

「はい……」

　彼の言葉に慰なぐさめられた。

　黒麒は、真新しい十基の塚つかに目をやる。

「白琳は殭屍になっちまったが、誰だれの血も吸わずに滅んだ。それはそれで救ったってことになるんじゃねえか？」

「救った……？」

「俺は、人が死んだらどこへ行くのかとか、仏の道とかさっぱりだが、少なくとも白琳は地じ獄ごくへ落ちたりはしてねえだろ」

　そうだったらいい。次の世で幸せに生きられるのなら。

「その入れ墨ずみ、何で青い睡すい蓮れんなのか、憶おぼえているか？」

　彼は青蓮の右みぎ腕うでに視線を落とす。青蓮はまだ腕に布を巻いていた。常にこの入れ墨が目に入ることが、まだ辛つらかったからだ。

「いいえ」

　彫ほったのが祖父だったことと、とても痛かったことだけは憶えている。

「先代の聖しよう者じや、つまりお前の祖じ父いさんが、お前が産まれた時、この子は浄じよう土どへ導く者だと、お告げを受けたんだと」

「浄土へ導く者……？」

　三さん蔵ぞうからは、青い睡蓮は仏の目にたとえられると聞いてはいたが。

「そうだ」

　黒麒はキッパリとそう言って、深くうなずいた。

「俺が生まれた時は、ただ、でかくなる、としか言われなかった。同じ年に生まれたのに、とお袋が何かにつけて言っていたからよく憶えている」

　彼が笑った。久しぶりに見る笑え顔がおだった。

　笑み返そうとしたのに、なぜかまた涙がこみ上げてきた。

「白琳も、俺らの故郷の連中も、大往生とは言えねえが、死に方としちゃ悪くなかった。そう思わねえか？」

「はい……」
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　うなずいた途と端たん、ぽたぽたと涙なみだが膝ひざに落ちた。

　逞たくましい腕が肩かたに回り、引き寄せられた。

「泣くな」

　彼にそう言われたが、涙が次々と溢れてきて止まらなかった。




（──ったく、らしくねえ）

　青蓮の肩を抱だき、黒麒は十の真新しい塚に目をやり、心の中で舌打ちをする。

　十年前の冬、黒麒は独りで、里人全員を葬ほうむった。およそ二百人──。

　凍こおりついた土を掘ほりながら、絶対に仇かたきを討うってやると、そればかり考えていた。

　一つ一つ塚を築く度に、麴瑛への憎にくしみを募つのらせた。

　──俺は、人を殺さない。

　そう決めたのも、その時だ。残される者の痛みを十分に味わったからだ。他ほかの誰かに、同じ思いをさせたくなかったし、麴瑛のような殺さつ戮りく者に成り下がりたくなかった。

　幼心に抱いた矜きよう恃じ──。

　だから、殺すのは麴瑛だけと決めた。なのに今、その麴瑛を許し、慰めている。自分で自分がわからない。

　──白琳も、俺らの故郷の連中も、大往生とは言えねえが、死に方としちゃ悪くなかった。そう思わねえか？

　青蓮に言ったその言葉は、自分を納なつ得とくさせるための方便でもあった。

（やってらんねえぜ）

　まったくあきれ果てる。けれど、心の奥に沈しずんでいた澱おりが、次し第だいに溶とけていくような感じがして、それはそれで心地ここちよかった。

　ふと、青蓮の膝に座っている茶々と目が合った。普ふ段だんは、敵意丸出しの小こ猿ざるが、何となく満足そうだ。

（お前は観かん音のんで、俺は心をあらためた孫そん行ぎよう者じやとでも言いたいのか？　猿はお前だろうが）

　里に伝わる玄げん奘じよう三さん蔵ぞうの逸いつ話わを思い出し、黒麒は苦く笑しようした。
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「青蓮！　青蓮はどこだ!?　あの子の容態は!?」

　北庄の紫薇の家に、騒そう々ぞうしい声と足音が響ひびいたのは、それから二日後のことだった。

（あの声は……）

　羅ら刹せつの呪のろいに冒おかされた里人たちに修ず法ほうを施していた青蓮は、その手を止めて廊ろう下かの方を振ふり向く。

　タン！　とけたたましい音を立てて引き戸が開き、必死の形相の三蔵が駆かけ込んできた。例によって、三蔵の髪かみは伸のびかかり、無ぶ精しよう髭ひげが生えていた。

　三蔵は、他の里で、羅ら刹せつの呪いにかかった者の治ち療りようをしていたのだが、羅ら刹せつ天てん像ぞうが奪うばわれ、青蓮がそれを取り戻もどすまでの顚てん末まつを聞いて、慌あわてて駆けつけたらしい。

「生きていたか──」

　青蓮に目を留めると、彼はほうっと吐と息いきをつき、

「殭キヨン屍シーに嚙かまれたそうだな。どこを嚙まれたのだ。腕か、脚あしか？」

　青蓮を押し倒たおさんばかりにして、青蓮の腕を取って袖そでをまくったり、衣ころもの襟えりを開いたりする。

「あ、あの、三蔵様……大だい丈じよう夫ぶですから。自分で治療しました。法力もちゃんと使えるようになりましたし……」

　慌てて襟をかき合わせ、青蓮は三蔵の腕から逃のがれた。

「使えるようになった？　では、法力が使えなかったことがあったのか!?」

　三蔵は、落ち着くどころか真っ青になった。

「はい……まあ、その……」

　言わなければよかったと、青蓮は後こう悔かいした。

「愛されてるんだねぇ」

　頰ほおの傷もすっかり回復し、修法で使用した小こ鉢ばちや匙さじなどを洗っていた朱虎は笑う。

「あいつがいくつになってもどんくせえのは、育ての親のせいだな」

　同じく、洗い物をしていた黒麒がボソリと呟つぶやいた。茶々が「ギッ」と歯を剝むいて黒麒を振り向き、彼はサッと腕で顔をかばう。

「とにかく、この方の修法を済ましてしまわなければ……お話は後ほど」

　青蓮は、そそくさと居住まいを正した。

「羅刹天像縁えん起ぎは焼しよう失しつしたとのことだが」

　三蔵は黄豹を振り返った。黒麒とは対照的に、異常に治りの遅おそい彼は、先ほど目覚めたばかりで、まだ床とこについていた。

「驪り山ざん一帯を禁軍兵にくまなく捜さがさせましたが、見つかりませんでした」

　黄豹はうなずいた。

「修法の手順と真言を書き記し、大だい慈じ恩おん寺じと玉ぎよく華か寺じから僧そうを呼んで修法を手伝わせるか。この人数では、あと何日かかるかわからん」

　広間で修法を待つ者の数をざっと数えると、三蔵は紫薇に紙と墨すみを借りて、すらすらと書き始めた。

「ねえ、黄豹。羅刹天の真言って、確か一から十三まであるんだよね」

　朱虎がこそこそと黄豹に囁ささやく。

「そうだ。それも、長ったらしくて複雑怪かい奇きな真言が」

「青蓮は、何度も修法を施ほどこしてるうちに憶おぼえたにしてもさ、三蔵法師はいったい、いつ羅ら刹せつ天てんの真言を憶えたんだろうね」

「やはり彼は──」

　ううむ、と黄豹は唸うなった。







「食事の支し度たくができました。今日は三蔵様のお好きな蓮はすの煮に物ものです」

「ウッキー」

　青蓮は茶々をともなって、小部屋にこもって真言を書いている三蔵に声をかけた。

「君の手料理は久しぶりだな。だが、先にこれを仕上げてしまいたい。それからいただくことにする」

「お手伝いしましょうか？」

　青蓮は彼の隣となりに座った。

「助かる。では、最後の十三の真言を書いてくれないか」

「はい」

　青蓮は、紙を敷しき筆を取った。

「僕、あの夜以前の記き憶おくを取り戻しましたよ」

　真言を書き出しながら、青蓮は言った。

　三蔵がピクリと筆を止めた。

「僕は、母から物忘れの術をかけられていて、紫薇さんに解いてもらったのです。おおよそ思い出しました。僕が何者で、どうして鬼おに火びを喚よんでしまったのか」

「青蓮……」

　三蔵は驚おどろいたような、困ったような様子で、青蓮を見つめていた。

「一時、法力が使えなくなったのは、とても混乱してしまって……」

　青蓮は微び苦く笑しようした。

「そうだったのか」

　三蔵は少し切なそうな吐息をついた。

「僕は、麴瑛という名でした」

「麴瑛……そうか。高こう昌しようの王族は麴という姓せいだった。お前は王に縁ゆかりのある者かもしれないな」

「どうしてそんな懐なつかしそうに言うんです？　高昌は百年ほど前に滅ほろんでますよ」

「いやその、別に」

　三蔵は慌てて、真言を書き始めた。

「銀ぎん棘きよくの里も、北庄と同じように、みんな羅刹の呪いに冒されていたんです」

　青蓮は、井い戸どに殭キヨン屍シーが投げ込まれていたことや、甲かつ冑ちゆうを着けた殭屍が襲おそってきたこと、里に火を放たれたことなどをかいつまんで語った。

　三蔵は筆を止め、痛ましげに青蓮の話に耳を傾かたむけていた。

「僕は、聖しよう者じやという巫ふ術じゆつ師しになるべく修しゆ行ぎよう中の身で、鬼火を喚ぶ力を持っていて……。それで、母が殭キヨン屍シーに襲われるのを見て……」

　青蓮はうつむいた。

「辛つらい思いをさせたな。あの時、もう少し私が早く銀棘に着いていれば……」

　そう言う三蔵の声こわ音ねの方が辛そうだった。三蔵も紫薇と同様、殭屍討とう伐ばつに駆り出され、殭屍を追っていたという。

「驚いたことに、黒麒は、銀棘の里の生き残りだったんですよ」

　青蓮は顔を上げた。

「それはまた、すごい偶ぐう然ぜんだな」

　三蔵は目を瞬またたいた。

「黒麒は、僕が鬼火で里を焼いてしまったことを知っていて、僕が麴瑛だと確信が持てたら、仇かたきを討うつつもりだったみたいです」

「今日の様子では、黒麒がそんなふうに思っているようには見えなかったが」

「黒麒は、井戸に殭屍を沈めたのが灰道士なら、仇は灰道士だと。そして、里の者の死に方は悪くなかったと言ってくれました」

「そうか……」

　三蔵は淡あわい笑えみを浮うかべた。

「黒麒は、あの焼け跡あとでしばらく一人で暮らしていたそうですよ。その後は、商人時々強ごう盗とうのような隊商に加わって……」

「あの夜、黒麒も現場にいると知っていたら、一いつ緒しよに連れて行ったのだが……」

　三蔵は、青蓮の〈識しき〉は感じたが、黒麒がいることには気づかなかったとのことだった。

「黒麒も玉ぎよく華か寺じに引き取られていたら、この十年間、彼も僕も、ずいぶんと違ちがった生き方をしたでしょうね」

　再び紙に向かって真言を書きながら、青蓮は黒麒が寺で修行する様を思い浮かべて、クスクス笑った。寺内を走り回ったり、写しや経きようをさぼって木登りしたりして、きっと叱しかられてばかりだったろう。

　三蔵はそんな青蓮をしばらく黙だまって見つめていたが、やがておもむろに口を開いた。

「君は、これからどうするのだ？」

「これからというと？」

「僧を目指すのか？」

「もちろんです。償つぐなわなければなりません。理由はどうあれ、僕が大勢の人の命を奪ってしまった事実は変わりませんから。だから、僧になって、この力で──」

　青蓮は右みぎ腕うでの入れ墨ずみに目を落とした。

「少しでも多くの人を護まもり、救えたら……と思います」

　黒麒と山桜の下で話をした時から、青蓮は右腕に布を巻くのを止やめていた。過去の罪を忘れないために、また、これから自分がなすべきことを見失わないために、この入れ墨が常に目に入るようにしておこうと思ったからだ。

「護るとか救うとか、護ご法ほう善ぜん神じんや菩ぼ薩さつじゃあるまいし、何を生意気な、なんて言わないでくださいね。三蔵様だから打ち明けたんですよ」

　何だか複雑な顔をしている三蔵にそう言うと、

「はい、十三の真言、終わりました。じゃ僕、先に行ってますね。きっと黒麒が苛いら々いらしながら待ってると思うので」

　青蓮は、筆を片づけて、席を立った。

　一方の三蔵は、青蓮が出て行った戸口を眺ながめて、呆ぼう然ぜんとしていたが、

「乗り越こえたか」

　と微笑ほほえんだ。

「しかし、何だか空むなしいぞ。よりによって私のいない時に記憶が戻もどり、私なしで乗り越えることはないじゃないか」

　三蔵は憮ぶ然ぜんとして作業を再開し、茶々が三蔵の肩かたに跳とび乗って『よしよし』とでも言うように、髪かみの伸のびかかったぞりぞりの頭をなでた。
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　青蓮たち四人と三蔵が、北庄を出しゆつ立たつしたのはそれから二十日余りの後だった。

「本当に何とお礼を言ったらよろしいのか──」

　紫薇を始め、大勢の里人が拱きよう手しゆして深々と頭を下げた。

「こちらこそお世話になりました。後はよろしくお願いします」

　青蓮たちも挨あい拶さつを返し、それぞれ騎き乗じようする。

　里の入り口に面した街かい道どうには、何百人もの里人が見送りに出ていた。その中には、他ほかの里で羅ら刹せつの呪のろいに冒おかされた者たちも含ふくまれている。一カ所で修ず法ほうを行う方が時間の無む駄だがないという三蔵の提案で、禁軍兵がそれらの人々をみな北庄に運んだのである。

　すべての人を救えたわけではなく、年寄りや持病のあった者は、修法の途と中ちゆうで命を落とした。それらの者は、殭キヨン屍シーとして蘇よみがえる前に、黄豹と朱虎、黒麒の三人が日にさらして滅ぼし、埋まい葬そうした。

　誰だれかが亡なくなる度たびに、青蓮の胸は痛んだが、もう動どう悸きや息苦しさに襲われることはなかった。

　また、里人たちも、恐きよう慌こう状態に陥おちいったり、修法が及およばなかったことを責めたりはしなかった。三蔵が輪廻りんねや浄じよう土どについて説き、里人の心を慰なぐさめたからだ。

　髪も髭ひげもぞりぞりとして、非常にだらしない印象の三蔵だが、誦ず経きようしたり説法したりする時だけは、知徳の優すぐれた立派な僧そうに見えた。

「救いって、こういうことなんだねぇ。さすがは茶々姫ひめのご主人」

　と、朱虎はしきりに感心していた。

　三月の半ばの畑道は、草花が咲さき乱れ、まさに春はる爛らん漫まんの景色だった。

　街道に出ると、青蓮たち四人は東へ、三蔵は西へ馬首を向ける。三蔵は、皇こう帝ていの容態が安定したので、玉ぎよく華か寺じへ帰るとのことだった。

「さっさと捨てて、さっさと戻ってこい」

　二月の初めに、興こう慶けい宮きゆうで別れた時には、とても不安そうな三蔵だったが、今は名残なごり惜おしげな感じだ。

「はい。行って参ります」

　青蓮は笑顔で手を振ふって、勢いよく馬の腹を蹴けった。途と端たん馬が疾しつ走そうを始め、青蓮は悲鳴を上げながら鞍くらにしがみついた。

「おい、青蓮、待て！」

　黒麒、黄豹、朱虎が慌あわてて追いかける。

「うん。青蓮はやっぱり青蓮だ」

　見送る三蔵は、非常に満足げな笑みを浮かべた。







「あ──」

　ようやく馬を歩かせることに成功した青蓮は、背後を振り返った。

「どうした？　北庄に忘れ物か？」

　黒麒が隣となりに馬を並べる。

「いいえ。ただ、三蔵様に、狗いぬの話をするのを忘れたな……と」

「私も、陛下と高こう将軍には文書で報告をしておいたが、三蔵法師とは直接話をしなかった」

　黄豹が言った。

「いったい、どのようにして生前の力を残した殭キヨン屍シーが生まれるのでしょうね。羅ら刹せつ天てん像ぞう縁えん起ぎをくまなく読めば、どこかに載のっていたのかもしれませんが……」

　巻物は焼けてしまい、もう調べることはできない。

「人をあんな生きものに変えて、灰道士は何を考えていたのでしょう」

　青蓮は、泣いていた白琳の顔を思い出す。

「考える力があり、人と同じように動ける不死身の殭屍に、人間は勝てない。まして彼らに、絶対の服従を強しいることができたら……」

　黄豹が彼方かなたを見つめ、ポツリと呟つぶやいた。

　青蓮は総毛だった。狗と呼ばれる殭屍が、何百人、何千人の軍隊を組織したら、誰も太た刀ち打うちできない。

「灰道士は、天下を取る気だったのかなぁ。でも、人間が全部殭屍になっちゃったら、餌えさはどうすんの。共食いするわけ？　天下を取ったって、滅ほろぶのは見えてるよね」

　そう言ったのは朱虎だった。

「十年前、皇こう宮ぐうや西方で起こった殭屍事件の真相も、今一つはっきりしていない。灰道士が滅んだ今となっては、すべては謎なぞのままだ」

　黄豹は淡たん々たんと言った。

「そもそも、羅刹の血っていうのが俺にはわからねえ。あれはそもそも、不老不死の霊れい薬やくのもとじゃなかったか？　なのに、少しでも体の中に入ると殭屍になるとか、逆に、殭屍になりかかってるやつを治せるって、どういうことだ？」

　黒麒の問いには、「キキキー」と、青蓮の肩の上で、茶々が何か言っていたが、よくわからない。

「考えてもしょうがないか。灰道士は滅んだし、狗とかいうのも片づけたし、あとは、殭屍がもう生き残っていないことを祈いのりながら、羅刹天像を捨てるだけ」

　朱虎は明るい調子でそう言って、「ね、今日はどこに泊とまるの？」と、黄豹を振り向く。

「北庄を出たのが遅おそかったからな。この調子では、また昭しよう心しんだろう」

「こないだ泊まった時は、作戦もあったから二人で地味～に飲んだけど、今夜は豪ごう勢せいにいこうよ。四人そろってるし」

「精しよう進じん料理なんて言わねえよな」

　前に昭心に泊まった時に、灰道士の裏をかくための作戦とはいえ、精進料理だったのを黒麒は根に持っているらしい。

「炊すい事じ場ばが借りられるなら、僕が何か作りますけど」

　三人と一いつ匹ぴきが一いつ斉せいに青蓮を振り向き、「やった。じゃ、鯉こいの煮に付つけ」「雛ひな鶏どりの焙あぶり焼きがいい」「春の盛りだ。山菜の揚あげ物だろう」「キーキー」と、同時に言った。

　互たがいに顔を見合わせ、一呼吸置いて、「ひよこさんがかわいそう」「それって精進料理だろうが！」「おみくじで魚料理は不ふ吉きつと出た」「キーキー」と、また同時に言った。

「あ、あの、みなさん、ちょっと──」

　青蓮は仲ちゆう裁さいに入ろうとしたが、誰も耳を傾かたむけてくれない。

「……ゆっくり話し合って決めてください」

　献こん立だてで争えるのは平和な証しよう拠こだと、自分に言い聞かせ、青蓮は馬を先に進めた。
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　淡あわい輝かがやきを放つ細い月が、西の空にかかっていた。どこからか木もく蓮れんの香かおりが漂ただよってくる。

「本当に、穏おだやかなよい夜にございますね」

　興慶宮の露ろ台だいで、皇帝と高こう力りき士しとともに卓たく子しを囲み、楊よう貴き妃ひは杯さかずきを口に運ぶ。

「この十年、これほど心安らかな宵よいを過ごしたことはない」

　皇帝は満足そうに笑えんだ。

「長うございましたな」

　高力士が、瓶へい子しを傾け、皇帝の杯に酒を注ぐ。

「力士よ。今こそ朕ちんはそなたに打ち明け、詫わびねばならん」

「何を、でございますか？」

「十年前、そなたの忠告を聞かず、密ひそかに招き入れた道士のことだ」

「そのようなことはもう……。十年前に陛下をたぶらかした道士は、滅んでございます。お忘れなさいませ」

「いや。かの道士は、この唐とう朝と、そして、そなたとも深い縁えんがあったのだ。朕はそれゆえに打ち明けることができなんだ」

「まことにございまするか」

　高力士が瞠どう目もくした。

　楊貴妃は、それまで黙だまって二人の会話に耳を傾けていたが、ふと、憶おぼえのある〈識しき〉を感じて振り向いた。露台の手すりに、光の粒つぶが凝こり始めている。

「陛下、高将軍。春といえど、夜は冷えまする。長いお話になるのであれば、どうかお部屋に入られませ」

　楊貴妃は席を立ち、ほろ酔よい加減の皇帝を支えて立たせると、高力士に目配せした。

　高力士はうなずき、「では、陛下。続きは寝しん所じよでうかがいましょう」と、皇帝の手を取って建物の中へうながす。

　皇帝を背にして、凝り始めた光に注目していた楊貴妃は、左から吹ふきつけてきた殺気への対応が一いつ瞬しゆん遅おくれた。慌てて顔を背そむけた瞬しゆん間かん、ヒュッと風を切って目の前を矢羽根が通過した。

　カランと、石の壁かべに当たってはね返った音に、扉とびらをくぐろうとした皇帝が振り返る。

「何ぞ？」

「簪かんざしを落としてしまったのです。どうぞ、お先にいらっしゃって」

　楊貴妃は、矢が飛んできた方角に注意を配りながら答えた。

　事情を察した高力士が、「参りましょう」と、皇帝の手を引く。

　二人の気配が遠のくのを待って、楊貴妃は露台の手すりに向き直った。手すりの上には、半ば透すき通った人の姿があった。

　灰色の道服の上に、灰色の頭ず巾きんつきの外がい套とうを羽織っている。頭巾を目ま深ぶかにかぶっているため、その相そう貌ぼうは判然としない。

「あなた、滅んだんじゃないの？」

『小こ僧ぞうごときに敗れる我ではない』

　灰道士は言った。

「じゃ、羅ら刹せつ天てん像ぞう縁起も？」

『むろん、我の手に』

「そう。それでわたくしのところへ──。それにしても、いきなり失礼じゃない。顔は女の命なのよ」

　楊貴妃は柳りゆう眉びをひそめ、頰ほおに手を当てた。矢羽根が頰をかすり、一寸ほど切れたのだ。

『確かめたかったのだ。そなたが本物かどうかを』

「残念ながら──本物よ」

　月の光が、瞬またたく間にふさがっていく傷口を照らす。楊貴妃の頰は、間もなく傷一つない凝ぎよう脂しの肌はだを取り戻もどした。

　彼女は、傷をぬぐった指に目を落とした。指についた血から、ふわりと、羅刹の血と同じ、薔ば薇らに似た香りが匂におい立った。







　あとがき




　こんにちは。春が待ち遠しい今日この頃ごろですが、皆みな様さま、いかがお過ごしでしょうか。

　西の末デイセン裔ダント第二巻、「応こたえよ、追つい憶おくに眠ねむる者」発売です。

　霜しも月つきかいり様の美び麗れいかつ格好いい表紙に惹ひかれてこの本を手に取り、まずはあとがきから、という方もいらっしゃるのでは？（本を買う時に、私がそうなので）

　この二巻は、「西の末裔　目覚めよ、宿命を継つぐ者」の続きの話となります。一巻を読んでいらっしゃらない方や、読んだけれど忘れたと仰おつしやる方にもわかるように書いたつもりですが、ここで若じやつ干かんの説明を。

　主人公は、気弱な坊ぼうさん見習いです。彼には幼い時の記き憶おくがありません。類たぐい希まれな法力の持ち主ですが、記憶をなくすきっかけとなった事件のトラウマで、本来の力がなかなか発揮できずにいます。

　一巻では、その主人公青せい蓮れんが、いきなり師し匠しようの三さん蔵ぞうに仏像を盗ぬすむように命じられます。仏像の中には、不老不死の霊れい薬やくのもととなる「羅ら刹せつの血」が入っていて、皇こう帝てい直属の飛ひ龍りゆう禁きん軍ぐんや、謎なぞの道士率いる殭キヨン屍シー軍団も仏像を狙ねらっています。青蓮は、その争そう奪だつ戦の過程で、黒こく麒きという強こわ面もての青年と出会います。道理を通し、不ふ殺せつ生しようを貫つらぬく黒麒に、青蓮は次し第だいに信しん頼らいを深めていきますが、実は、彼は青蓮の過去に深い関かかわりがあって──。というのが一巻のお話。

　この二巻では、青蓮と黒麒の過去が明らかになります。

　メインキャラの四人と一いつ匹ぴきは、皇帝から、道士を捕とらえて殭キヨン屍シーを殲せん滅めつするという任務を与あたえられ、いったんは任務遂すい行こうするのですが、護送中に羅刹の呪のろいに冒おかされた里へ立ち寄ることになってしまいます。ところが、そこで黒麒が戦線離り脱だつ。青蓮は記憶を取とり戻もどし、自分と黒麒との間に何があったのかを知ります。その上、道士に仏像を奪うばわれ──。というようなお話です。

　書きたかったのは、青蓮と黒麒の生き様と成長。うまく表せたかどうか、ドキドキです。

　霜月かいり先生には、お忙いそがしい中、素す敵てきなイラストをありがとうございました。カバーの青蓮、美しい～。三巻で青蓮を得とく度どさせるつもりでしたが、髪を剃そるのはやめようと思います。

　また、担当様を始め、編集部、校正、印刷所の皆様方には、今回もお世話になりました。丁てい寧ねいにふりがなを振ふり、読みやすくしていただいたこと、本当にありがたく思います。

　最後になりましたが、この本を手に取ってくださった皆様に、心から感謝申し上げます。村田がどうにかこうにか書き続けていられるのは、読んでくださる皆様のお陰かげです。

　まだまだ寒い日が続きます。くれぐれもお風か邪ぜなど召めしませぬように。

　またお会いできる日を楽しみにしております。





村田　栞　　









[image: 茶々の楽屋裏事件ファイル２]

「黒こく麒きは何で出て行ったんだろうね。まあ、戻もどって来たからいいんだけどさ」

　紫し薇びさんの家の居間で、青せい蓮れん手作りの蒸むし饅まん頭じゆうをほおばって、そう言ったのは朱しゆ虎こ。青蓮は三さん蔵ぞうと一いつ緒しよに、里の人たちに修ず法ほうを施ほどこしていて、黒麒はさっき、お風ふ呂ろへ行ったとこ。

「青蓮の記き憶おくと関係あったようだ。同郷のようだし、彼なりに思うところがあったのだろう」

　黄こう豹ひようはお饅頭を一口大にちぎって口に入れてる。ホント、この人、几き帳ちよう面めんよね。

「しかし、禁軍兵の身分を与あたえられたにもかかわらず、勅ちよく命めいに逆らったのだから、懲ちよう罰ばつは必要かもしれん」

　え？　黄豹、今、お饅頭に入れたの、それって胡こ椒しようじゃない？　挽ひいてない丸いまんまの。

「そうだね、少しは厳しさを教えなくちゃね。文字通りいい薬になるかも」

　ちょっと、朱虎。いくら胡椒が薬の材料だからって、そんなのお饅頭に入れたら……。あ、黒麒がお風呂から出ちゃった。

「お？　饅頭。青蓮の手作りか？　うまそうだ」

　あああ～。黒麒。あんたがつかんだそれ、胡椒入りよ。嚙かみ砕くだいたらすごい味するから。ああもう！　言葉が通じないのがもどかしい！　黒麒、黒麒ってば！　ああっ！　嚙んだわ！
















カバー・口絵・本文イラスト／霜月かいり

カバー・口絵・本文デザイン／伸童舎
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応こたえよ、追つい憶おくに眠ねむる者もの








村むら田た 栞しおり
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